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はじめに

 本稿 は、洋楽の歌詞 を題 材 として、語の本 質的意味 に基づくレキシカル ・グラマー(語 彙 文

法)の視点 に依 拠しつつ、英語の歌詞 の表現世界 に対する説得性のある解釈の試 みを提示 し、

以って、英語教 育 にお ける新たな方法論 を示唆す ることをね らいとす る。ここで想定される学

習者 は、日本語を母語とする成人英語学習者である。

 筆者 は、2008年 春 学期 以降現在(2012年7月 本 稿執筆 時)に 至るまで、慶応義 塾大 学

SFCキ ャンパスでプロジェクト英語の講義 をいくつか担 当してきている。担当す るク ラス の英

語力 はAレ ベル(TOEFL-ITP得 点で3層 に分 けたlower class[SCORE≦479】)で 、

英語 を比較的苦手 とす る参加者か ら成 る。

 本稿 に直接関係す る授 業は、従来 的な区分 けでいえ ば、 「読解」 と 「文法」 に関心 を

置 くもので あるが、指導の方法 には新規 性がある と考 えて いる。その新規 性 とは、一言

でいえばgrammar in text(テ クス トにお ける文法)と い う視 点である。読解 と文法

を分離せ ず、む しろ融合 させ ることで、文法 が本来 的な読解 を導 くとい うのがそ の視 点

の教育的意義で ある。そ して、そ ういう気づき を学習者 に与える ことが授業 の主 眼 とな

る。

 しか し、筆者が担 当す る 「読解 と文法」の授業 もSFCプ ロジェ ク ト英語 の一環 とし

て行 われてお り、プロジェク ト性の確保 も重要要件 となる。ここでい うプロジェク ト性

とは、テーマの設定 を出発点 として、リサーチ、プ レゼ ンテーシ ョン、デ ィスカ ッシ ョ

ンとい う3つ の行為 を連動 させる授業の特徴 の ことをい う。筆者 の授業で も学生 は 自ら

のプ ロジェク トを個別 あるいはグループで遂行す るた め、分析対象 とな るテ クス トを選

択 し、grammar in textの 視点か らテクス ト分析 を行 い、それ を発表す る。またそ こに

は、 さまざ まな形 態 の リサ ーチ 、デ ィス カ ッシ ョンが含 まれ る。 しか し、本稿 で は

grammar in textを 実践す るため の方法論的な特徴に関心が ある。それ は、認知的な視

点か ら言語 を捉 え、チ ャンク理論 とレキ シカル ・グラマ ーを動員す る ことで 、テ クス ト

情報 の中での文法のはた らき を可能 な限 り明 らか にし、それ を新 しい英語教育の方 法へ

と応用 した い と考 えて いる。

 筆者 は、授業実践 にお いて、次 の4点 に留意 して いる。① 認知的な視点に基 づいて意

味的動機づ け(semantic motivation)を 重視する、②英 文法の全体像 を提示す る、③

文法 的形式が オーセ ンテ ィ ックな英語表現 の中で どのよ うに使われて いるか を鑑 賞 さ

せ る、④学 んだ文法知識 を 自らの表現の 中で使 う機会 を提供する。

 この 中で もオーセ ンテ ィックなテ クス トは授業の前提条件 となる。オーセ ンテ ィ ック
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とは、英語使用者が形成するコミュニティーにおいて実際的に使用されたり、または、

理解可能な表現として通用するという意味合いである。「文法」といえば、無味乾燥と

した人工的で不自然な例文などが想起されやすいが、それでは言語使用の実相を捉える

ことはできないし、文法学習における動機づけにおいてもネガティブな影響を与えかね

ない。オーセンティックな題材を扱うことを避けて、本当の意味で面白い授業など望む

べくもない。これが筆者の確信である。そこで、授業では文学作品、演説、時事英語、

映画台詞、洋楽歌詞等の多様なジャンルから生きた素材を取り上げる。また、マルチメ

ディアを活かした情報提示を行うことで、従来とはまったく異なった形で読解 ・文法指

導を行うことは十分に可能であるというのが筆者の実感である。そしてここでの可能性

は、教師としての実感だけでなく、学習者の感想にもうかがい知ることができる。いく

つかを紹介すると、「チャンクに注目することで英語の苦手意識がなくなった」「チャン

クを意識することで長くて複雑な英文も読めるようになった」「高校時代に習った文法

と全然違っていて発見の連続だった」「文法の奥深さ面白さを知った」「プレゼンは初め

てだったが楽しかった」「英語を自分の思いを伝える言葉として捉えられるようになっ

た」「ディスカッションを通じて多様な解釈の可能性を知ったJな どの声が寄せ られて

いる。

 さて、本 稿のね らいは、筆者 の授業 を理論 的に支 えるgrammar in textと いう視 点

の可能性 を具体 的な形で示す ことで ある。ここでの筆者 の主た る関心 は、文法の理解 が

テ クス トの本来 の理解 に繋が るということを示す ことにある。そ して、そのため ここで

は、洋楽歌詞 を取 り上げ、歌詞 の中に文法 を読 み取 る とい う作業 を行 いた い。その こと

を通 して 「洋楽歌詞 にみ る語彙文法の世界」を個別具体的 に明 らか にできれ ばとい う思

いが ある。洋楽 という題材の性質上、そ こには音楽的な側面 も含 まれ るが、本稿で は、

メロデ ィーや リズム と言語の関係につ いて の論及は控え、専 ら言語的な側面 に注 目す る

こととす る。以下、 「基本 的な考 え方」 にお いて歌詞 と文法 の関係 を授業 の進 め方 を意

識 しつつ論 述 し、本論 となる歌詞 の文法分析 では、着 眼 した い文法項 目を立てな が ら

grammar in textの 実践 を試 みたい。
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基本的な考え方

 筆者は、指導のアプローチとして認知的な視座に基づく新たな文法の視点を導入し、

チャンク(有 意味な情報の断片)単 位の情報処理に着 目した活動を採り入れ、参加者自

らが選択した題材を分析してパワーポイントを駆使したマルチモーダルなプレゼンテ

ーションを遂行するというタスクを課すなどによって、従来の指導ではなかなか提供で

きなかった 「気づき」「動機づけ」「達成感」を提供できているのではないかと考えてい

る。ここでは、歌詞における文法を論ずるに当たり、基本的な考え方を説明しておきた

い。

言語学習における活動のねらい

 英語に限らず母語以外の言語を教え学ぶにあたっては、以下の5つ の側面を意識する必

要がある。授業内の活動や学習者に課すタスクなどは、これらのどれ(またはどの組み合わ

せ)をねらいとするのか、それを自覚し6つ 遂行することが、特に教える側に要請される。

1.wareness-raising(気 づ き)

2.Networking(知 識 の 関 連 化)

3"C0mprehension(理 解)

4.Production(産 出)

5.Automatization(自 動 化)

            (田 中 他2006)

 理想を言 えば、1つのクラスでこれらの5つ の側面を満遍なくカバーしたい。しかし、これ はク

ラスのレベルや扱う題材 、授業の 目的等 に応 じてそのバランスが検 討されるべき問題である。

本稿で取り上 げる洋 楽歌詞 の文法分析をテーマとする授 業では、上の5っ の側面のうち、特

に、1.Awareness-raising、2. Networking、3. Comprehensionを 重視している。

 英語を苦手 とする参加者 は、日本語 と英語の発想の相違が理解できず に伸び悩む者 が多

い。そこで、レキシカル ・グラマーのアプローチに基づいて、同一の語形(言 語形式)が もつ 多

様 な構 文的可能性 を意味の連続 性という観点からネットワーク化 させ、そこで得 られた「気 づ

き」と「関連化された知識」を、具体的なメッセージの「理解(解 釈)」に応用 させるということが、

参加者である学習者のニーズに適合するのである。レキシカル ・グラマーとは、一言でいうと、

語彙項 目の意味内容からその項 目が関係する文法を説 明する試みである。語彙項 目の意 味

内容 はコアとして理解され、コアを理解することが当該語彙項 目を使った文法の理解 につなが
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るということ、それにコアが関連項 目のネットワーキングの構成原理 になるということを強調す る

ところにレキシカル一グラマーの最大の特徴がある。以下 は、be動 詞 に注 目したネットワーキ

ングの例である。

exical Grammarの 考 え方l

be動 詞 のコア:〈(何かが)(ど こかに)あ る〉

意味展 開:「存在」「状態」「属性」などの語義へ展 開し、

さらに文法展 開として

1.「 ～している状態 に〈ある〉」という進行形 、

2.「 ～された状態に 〈ある〉」という受動態 にも展 開し、

3.〈 行為 と向き合う〉をコアとす るto doと 合成 すれば、

  「〈行 為と向き合う〉状態 に 〈ある〉」というbe to構 文が成立する

(佐 藤 ・田 中2007)

すなわち、文法的には進行形、受動態 、さらにはbe to構 文 がbeの コアから説明可能 にな

るのである。文法学習において、こうした 「気づき」と「関連化」は重要である。

 特 に歌の歌詞 には書き手(歌 い手)の 心情 がこめられている以上 、レキシカル ・グラマーの

視 点を採 用することでその歌 のメッセージがさらに深く把握 できるということは、単なる認 知 的

な次元 における「気づき」にとどまらず 、そこには 「発見の喜び」や 、ある種の 「感動 」もが胚胎 し

ているはずであり、そこから英語学習全般への動機 づけの深化 や、自発的で継続 的な学習 の

促進 といったことにもプラスの作用が期待される。

 歌の歌詞という題材の性 質上、表層的な理解でとどまらず、さらに一歩深 まった解釈 力も求

められるが、その解釈力は、言語形式の背後 にある発 想 に対する「気づき」と「知識の関連化」

を前提 にしたものでなくてはならない。それ らを欠 いたままでは、根拠のないひ とりよがりの解

釈(い わゆる誤解 、曲解なども含 まれる)に堕してしまう恐れがあるからだ。参加者 である学習

者が、言語の形 と意味 の関係 を発想の次元から把握 し、その種 の気づきを相互 に関連づ けた

形で知識のネットワーキングを進 展 させつつあるという前提を確 保した上で、いざ、歌の歌詞

に対 峙す る際には、まず正確 で理 にかなった 「理解」を確保し、そこからさらに進 んで、柔軟 な

「解釈 」が行 えるように促 したいと考 えている。

 歌の歌詞 は、いわゆる小説や物語文 とは異なり、極 めて、断片的な記述からなる詩的なもの

である。細部 にわたり明示的な記述 を旨とする種類の評論 ・論説 などの説 明的ディスコースと

は異なり、しばし暗示 的(示 唆的)で 、しかし、聴覚 的 ・身 体感覚的要 素とあいまって聞 き手の

想像 力を刺激 しイメージを喚起させ るような表 現である。また、記憶 に刻 印されやすい洗練 さ
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れた形式 の表 現である。そして、その表現 断片の一つ一っ に、歌の書き手(歌 い手)の 思いが

込 められているのであるから、歌の歌詞 が伝 えるメッセージとは、言語形式がもつ 客観 的な意

味のみならず 、自らの思 いを表出せず にはいられない表現主体の想 念や情念 と、それらを生

起せ しめる具 体的な状況なり生の局 面なりが絢交ぜ となって、分かちがたく渾然一体となって、

聞き手に訴 えかけてくる何かである。従って、歌詞が伝えんとす るメッセージが 「分かる」という

ことは、必 然的 にその種の 「解釈 」を実践するということを前提 とするのであり、それは、あらゆる

言語 使用に本然 的にそなわっている要素ではあるものの、特 に、歌の歌詞 の解釈 を試 みるこ

とによって、言語 によるメッセージというものも単に受身で受信す るものなのではなく、主体 関

与的 に積極 的に感じ取り味わうべきものなのだということをも経験的 に体得 していけるのではな

いかと考 えている(これは明示 的 に指導する内容 ではないかもしれないが、歌詞 の解 釈 の可

能性をめぐってディスカッションをしたりすれ ば 自然と実感 されることである)。

 クラスのレベルや授 業の内容 という観 点から、「気 づき」「関連化 」「理解」を重視す る旨を上

に述 べた。ここで、4リProduction、5. Automatizationへ の配慮についてもふれるとすれ ば、例

えば、参加者が各 自でセレクトした曲を題材 として分析 し、スクリプトを書いて、英語でプレゼン

テーションをするというタスクを課すことによって可能となるだろう。プレゼンテーションは入念 に

準備 をしてこそ英語表 現を産出できるのであって、質疑応 答などを当意 即妙 に英 語で行 える

ようになるためには別の段階 の訓練 が必要である。そこで、現実的な処方としては、時間 をか

けてスクリプトを用 意させ(可 能な範 囲で添削を加 え)、何度も読む練 習をさせて、できるだけ

原稿 を見ずにオーディエンスにアドレスす るようにプレゼンテーションを遂行させ るというタスク

を課す(これが「Automatizationを 織込んだProduction」 にあたる)などが理にかなうだろう(質

疑応答 では例 えば 日本 語を使 うことを容認したり、あるいは授業時間 内はノートテイキングをさ

せて授 業後 にオンラインのクラスプログなどにコメントを投稿させるなどの対処も可能である)。

 上 記の内容 は、英語 を比較 的苦手とする対象者を想 定したものだが、「気づ き」「知識の 関

連化」「理解 」において高水準に達 している対象者(上 級者)向 けにレベル調整を図ることも十

分可能である。例 えば、上に述べた 「解釈」の世界 を一層深く掘 り下げて、プレゼンテーション

の質的量的な負 荷を高 め、質疑応答 を含むディスカッションに重点を置くなど調整 を施せ ば、

洋楽 の歌詞 という素材の魅力 を存分 に活かしつつ、知的刺 激 に満 ちた表現活 動の場 を創 出

していくこともできるだろう。

英文法の全体像 とチャンク

 文法 を中心 においた授 業を行 う際には、4つの留意点 一 ① 認知的な視点 に基づ いて 意

味的動機づ け(semantic motivation)を 重視 する、②英文法 の全体像 を提示す る、③

文法的形式がオーセ ンテ ィックな(英 語使用者 のコミュニテ ィー にお いて実際 に使用 さ
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れ理解可能 な)英 語表現 の中で どのように使われて いるか を鑑 賞 させ る、④学 んだ 文法

知識 を 自 らの表現 の中で使 う機会 を提供す る 一 があると述べたが、そのうちの1つ である

「英文法の全体像を示 す」ことは、いかにして可能となるか。従来のように、品詞や 文型 などの

項 目を文法 用語を中心 に分類していくというや り方では、たとえ細部の分析 ができたとしても、

それらがどのようにして英語表現の全体像を成しているのかは見えてこない。ここで考 えなくて

はならないのは、言語は表現者の視点 を離れては存在 しないということである。言語 を使 う表

現者が、どのような事態を構 成しようとして、どのような言語形式を選択するのか。そこにどのよ

うな規則性 ・体 系性 がみられるのか。これこそが文法の本質 であり、この点はどの言語 におい

ても変わりがない。英語 においても、その言語を使う主体 である表現者 の視 点からみて、何 を

表現 しようとするときに、どのような言語形 式を選択す るのか、それが英文法の全体像 を構 成

するのである。ここで、表現しようとする何 かとは、外界 にある世 界、表現者 の内面の世界 と対

峙して、そこからどの要素をプロファイリングして言語的 に表現するかということである。

 例えば、英語で空 間的描写 を行うとき、その空間的なイメージが意味的な動機 づけとなって

それを言語 形式 に託 そうとする結 果として前置詞が使 用され るのであって、前置詞 という語彙

項 目を使 うこと自体がそのねらいなのではない(この種 の語の選択 は概して無意識 といっても

いい ほど慣習化されている場合 が多いが、その無意識的な慣習化の背後にも身体感 覚や概

念 形成のプロセスを通じて意 味的な動機 づけが感得される、というのが認 知的なスタンスであ

る(Johnson,1987;Lakoff,1987)。 具体的な分析 については、本稿『前置詞』の項参 照)。ある

いは、センテンスにならない名 詞句がポーンと差し出されているとしよう。それは文 になってい

ないから意 味がないのかと言 えば、そうではなく、むしろ、モノ的世 界の対象を表 すために名

詞チャンクを選択しているのだということになる(そこか ら、例 えば、Aladdinの"A whole new

world""A new fantastic point of view"な どのフレーズは、魔 法の絨毯に乗って世界を見下ろ

す視点から見えるモノ的世界の一端を感動 的に提示 しているという解釈 の可能性もひらけてく

るのである)。

 モノ的 世界を語るのには名詞 チャンクが不 可欠であるように、コト的世 界を描 くには動詞 チ

ャンクが欠かせない。そして、時 ・理 由 ・条件 ・様 態 ・目的 ・程度などの多様な状況的世 界を語

るには、副詞チャンクが必要となる。表現者 の視 点から事態構 成を行 うための文法 を構想す る

と、モノ的 世界を表す名詞 チャンク、コト的世 界を表す 動詞チャンク、状 況的世界を表す副詞

チャンクが英文法の世界を構成する。以下、名詞 チャンク、動詞チャンク、副詞 チャンクのそれ

ぞれ について、文法事項の要点を記 しておきたい。
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モノ的世界を語 る名詞チャンク

 表現者 がモノ的世界 に言及 したいとき、名詞チャンクが必要 となる。名詞 チャンクを構成 す

る要素 としては名詞 が中心的な位置を占めるが、名詞が示す対象をどのように把握しているか

を示 す シグナル として冠 詞 を初め とす る決 定詞 の選択 も問われ る(the, a,ゼ ロ冠詞;this

(these), that(those);my, your, his, her, our, their, itsなど)。また、名詞には、必要 に応 じて数詞

(順序 を示 す 「序数」;個体としてカウントする「基数 」)や形容詞 を伴 うこともあり、さらに、後 置

修飾(「空間的イメージとその比喩的拡張を示す」"前置詞+名 詞";に れから行 う行為を示す」

"to do";「現 にしている行 為を示す」"ING
...";「すでになされた行為を示す」"done_";「 テンス

を伴う節で情報を追加する」"関係詞節"or"接 触節"な ど)が追加されることもある。これらの表

現の幅が、名詞 チャンクで学ぶべきことに含まれる。ここで、名詞チャンクの形式 を一般化すれ

ば、[決定詞(+数 詞)(+形 容 詞)+核 名詞](+後 置修飾)となる(「数詞 」「形容詞 」「後 置修

飾」は不要な場合 には使われず 、名 詞のチャンクで最も基本 的な形 は、abookやthe boyな

どのように「決定詞+名 詞 」のパターンである)。

 また、名詞 チャンクの関連項 目として、人 間関係や文脈 情報を把握す るのに不可欠な指標

となる「代名詞」(1,you, he, she, it, theyな ど)もある。さらに、節(「～ということ」を表すthat節;

「～かということ」を表すwh節)や 、名詞概念化 された行為 としての「～す ること」を表す"ING"と 、

「行為 と向き合う(概して未 来指 向)」状 況を表す"to do"も 、動詞 の主語や対象となれるという意

味で、名詞(チ ャンク)の仲 間とみなすことができる。ただし、実際に学習項 目として配 列する際

には、普通名 詞を核 情報として含 む名 詞チャンクー般 と、それ以外 の、代名詞、名 詞節 、ING、

to do(名 詞 的用法)な どは、角度 を変えて別項 目として提示する方がより理解されやすいかもし

れない(本 稿も、このスタイルを採っている。『目次』参照。)。that節、 wh節 、 ING、 to doな どは、

いずれも複数 の異なる用 法があるが、大切なことは、それ らの用 法を品詞 的に分 断する作 業

ではなく、むしろ、それらを同一語形に基 づく意味の連続性 を有する用法ネットワークとして把

握 できるようになることである(上記 「語 学における活 動のねらい」の2,Networkingに 相 当す

る)。

動詞チャンク

 英語で表現を行うとき、名 詞チャンクだけでは十分な展 開は望めない。モノ的世界を示す に

は名詞チャンクでこと足 りるが、出来事 を表現するため には動詞チャンクが不可欠だからであ

る。動詞チャンクの核 となる情報 は単語としての動詞である。動詞 は、動作 ・行為 ・状態 ・事 象

などの出来事 を表す語彙項 目であるが、動詞 単独 でその出来事を具 体的な文脈 に位 置づ け

ることはできない。まず、その動作や行為がいつ行われるのかが時 間軸 の上で示 されなくては

ならない(=テ ンスの問題)、また、その行為が続いているのか終わっているのか(進 行 ・完 了)、
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動 きや変化 が感じられるのか感 じられないのか(進 行 ・単純)な どの 「アスペ クト(相)」)を示すこ

とが求められる。このテンスとアスペクトに隣接 したところに、出来事を「誰かが何かに対しては

たらきかける」という動的(ダ イナミック)な向きで把 えるのか、それとも「誰かが～された」という

受 動的(状 態的)な 捉 え方 をするのかという「態(ヴ ォイス)」の問題 が位置 づけられる。さらに、

動詞 チャンクの先頭 に置かれる法助動詞(modal auxiliary verbs[modals])も 、ここで扱うべき不

可欠 の項 目である。「法」とは 「心のありよう(mood)」 ということであり、will, can, may, must,

shouldな どの法助動詞 が使われているということは、話 し手 の主観 的な判 断がそこにこめてい

るというシグナルである。ところで、テンスは動詞チャンクの先頭 で示 すので、動詞 チャンクの

多 様な可能性 を考慮 した上で一般化 す ると、テンス{(助 動詞+)(完 了+)(進 行+)(受 動

+)核 となる動詞}という具合 に捉 えることができる。以上 は、動詞 を具体的な文脈で使うにあた

って、時 間軸の設 定、主観 的な判断の提示などにかかわる部 分である。

 しかし、これのみならず、動詞を具体 的な文脈で使 うためには、誰 が(誰 に対して)その動作

や行為をなす のか、といったことが明示 されなくてはならない。これは、動詞 の構文 にかかわる

ことであるが、従来の文型 という発想では意味的な動機 づけが不 明であるのに対して、動詞 の

コアからその構 文 展開の幅も説 明可能 となるというのが、レキシカル ・グラマーの立場 である

(ex. makeに は、「素材 に手 を加 えて何かを作る」というコアがあり、「変化 」と「産物」が理 解の

ポイントである。She made[a cake].は 「ケーキ」を産物 として生みだした。 She made[him a cake].

であれば、"him HAVE a cake"(彼 がケーキをHAVEす る)という状況 を、 She made[him

happy].で あれ ば、"him BE happy"(彼 が幸せである)という状況を、 彼 女がmakeし たと捉 え

られる。She made[him cook supper].であれば、 「彼が夕食 を作る」という状況を彼女がmake

したという具合 である。このように理解できれば、いわゆる使役構 文も、「誰かが何 かをする」と

いう状況が 「産物」として捉えられるということがわかる)。

副詞 チ ャンク

 モノ的 世 界 を表 す 名 詞 チ ャンクは 、一 般 に、核 となる名 詞 が必 要 である。コト的 世 界 を表 す

動 詞 チ ャンクは 、核 情 報 としてや はり単 語 としての 動詞 を必 要 とす る。しか し、副 詞 チ ャンクに

は 、そ のような核 となる情 報 が 存 在 しな い とい う特 徴 が ある。副 詞 情 報 は 、単 語 としての 副 詞

(so, very, much, early,1uckilyな ど)の 他 、活 用 した動 詞 を含 まない フレーズ 単位 の情 報(in

Japan, fbr the past three weeks, to tell you the truth,丘ankly speakingな ど)、 「主 語+動 詞 」を含

む節 情 報(when I was young, as far as I am concerned, if I remember correctlyな ど)な どがある

(単 語 の副 詞 を除 い て、2語 以 上 で 副詞 情報 を形 成 す るときに 「副 詞 チ ャンク」と呼 ぶ ことにす

る)。つ まり、形 式 的 に多 様 である。また、副 詞 チ ャンクは 、位 置 的 に比 較 的 自由 に使 うことが で

き、「文頭 」「文 尾 」「文 中(挿 入)」の3通 りの可 能 性 が ある(「文頭 」では 状況 設 定 的 になり、「文
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尾 」では情報付加 的(エ ンドフォーカスで念 を押す感 じ)になり、「文 中(挿 入)」では、慌てて言

いたすような印象を与える、など位置 に応 じたニュアンスの相違はあるが)。また、副詞情報(チ

ャンク)は必要 に応 じていくつでも使 えるという特徴もある。特 に「文頭」や 「文尾」では、複 数の

副詞情報(チ ャンク)が使われることがよくある(ex. I went to the office[by taxi][yesterday]

[because my car had broken down].で は、文尾に3つ の副詞 情報が連続 している)。

 副詞チャンクについて指導する際 には、以上のように、形式的 に多様 であり、慣用表 現も多

いこと、また、位 置的 にも柔軟 で、複 数の副詞チャンク(情報)が 使 われ ることもあることを理解

させ たい。そして、名詞 チャンクと動詞チャンクが英語表現 の骨格 情報を作るのに対 して、副

詞チャンクは英語表 現に多様 性と複雑性(奥 深さ)をもたらすことに大 いに貢献するということ

を実感 させたいものである。

 以上、表現者 の視点から事態構成を行うという観点で、モノ的世界を語 る名詞 チャンク、コト

的世 界を描 く動詞 チャンク、状況 的世 界を付加す る副詞 チャンクにつ いて、それぞれ主 要な

ポイントに絞って記した。英文法 の全 体像をより詳 らか にす るためには、これ らのチャンクをい

かに接続す るかという観 点から「構文と配列」という項 目も抑える必要がある(田 中2008;本 稿

では、詩 的断片表現から成 る傾 向をもつ洋楽歌詞 という題材 の特性 に鑑みて、購 文と配列 」

という点の詳述 は控え、むしろ、上 に述べたチャンクのあり様の方 に重点を置いている)。

 実際の指 導においては、上にあげたチャンクという概念 を前面 に出して情報(文 法 項 目)を

配列す ることも可能である。あるいは、チャンクと事 態の関係(モ ノかコトか状況か、それに応 じ

てどのチャンクが必要 となるかという問題)を 表現文法 の原理 として踏まえながらも、具体的 な

学びのプロセスとしては、名詞チャンク～動詞チャンク～副詞 チャンクのそれぞれの重 要項 目

を行 き来しつつ 学ぶというスタイルも選択可能だし、モノ・コト・状況という観点をバランスよく学

ぶ という意 味ではそちらがより現実味を帯びていると言えるかもしれない。本稿では、上記の名

詞チャンク、動詞チャンク、副詞チャンクという項 目を、表現者 の視 点からみた事態構 成のため

の文法を構成する支柱として意識しつつ、前置詞、ING、 TO DO、 THAT節 、 WH節 等 の項 目

については、構文的多様性をネットワーク化するという角度から個々の項 目を取 り上 げている。

仮定法 は「副詞 チャンク」ともつながるし、「法助動詞 」とも関連するものである。以下では、「法

助動詞」との連続 性に注 目して、「仮 定法」を扱っている。

 おおまかな文法項 目の流れは以下の通 りである。まず 、モノ的世界を語る名詞 チャンクにお

いて、対象の把握 の仕 方によって冠詞の選択 が決 まるという意 味で、「名 詞形」を扱 う(「名 詞

形」とは、例 えば、an app1e, apple, the apple, apples, the app1esの ように、冠詞の選択(aかthe

かゼロ冠詞か)と名詞の数(単 数 か複数か)の 組み合 わせの問題 のことである)。次に、名詞 の

後置修飾のバリエーションを見る。ここで、空間的イメージを表す 「前置詞」に注 目して、モノ的
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世界 とコト的世界を架橋 する。コト的世界の入 り口として、基本動詞 の構 文的可能性 に 目を向

ける。そして、動詞とのつながりでいったんINGが 示す 動的なイメージに意識を向けてから、動

詞チャンクの 「テンス・アスペクト」へ向かう。回想 を語る過去テンスや 、現在 への影 響を語 る現

在 ・完 了を中心に扱 う。次 に、状況 的世界を描 く「副詞チャンク」を扱 うが、それとの関連で副

詞情報として特 に重要な「否定」にも言及 する。そしてここで改 めて、名詞チャンクの関連項 目

である「代名詞」と「節の名詞 チャンク」にも言及する。「代名詞」は一見易しいと思われるが、人

間関係やコンテクストの把握 という重 要な役割を担う項 目である。そして、歌の歌詞を理解 する

にあたって、書き手(歌 い手)の 心情の把握 は極 めて重要だが、その意 味で特 に重要性 が高

いのが、「法助動詞」と「仮定法」である。客観 的な事実陳述 文では決して表現しえない主観 的

情緒的な世界 を語るのに、これらの項 目は不可欠である。そして、それに関連す る項 目として、

「比喩表現」をあげてある。

 以上の点を踏 まえて、以下の本 編では、認 知的な視座 に基づく新 しい文法の視点から洋楽

歌詞 の分析事例 を記していく。ここで扱 うのは、授 業で解説 を行った曲 目と参加者のプレゼン

テーションから示唆 を得て分析を加 えたものが含 まれている。基本 的なスタイルとして、歌詞の

全 体を網i的 に扱うのではなく、歌詞 の中に現れる文法表現の分析 を通じて英語特有 の発想

を学ぶことができるような箇所をクローズアップするという形 で記 述を行 う。洋楽 歌詞 に現れる

具 体的な英語 表現の中で、歌詞 のメッセージを深 く理解す るため に、認 知言語学 的スタンス

に依拠して、特に、語 の本質(コア)か ら文法を捉 えるというレキシカル ・グラマーの視 点を重視

し強調する。この新たな文法 の視点の導入 によって、従来の 「文」を中心 に据 えた文法(セ ンテ

ンス・グラマー)で は得 られなかったような解釈の可能性 が拓 けてくることを示すことが主なね ら

いである。
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歌詞分析

1.名 詞形(aかtheか 無冠詞か/単 数 か複数か)

【着 眼点】英語で名 詞を使うとき、冠詞の有無 と選択が問題となる。例えば、apen, the pen, pen,

the p en, the pensは 、同じ名詞 であるpenが 、単数か複数 か、冠詞 はaかtheか 無冠詞かという

点で異なっている(これ らの5つ を「名 詞形」と呼んでいる)。「形が違えば意味も違う」という原

理(Bo1inger 1977)に 従えば、これらの名詞 形も互 いに異なる意味を表 すということになる。で

は、これ らの名 詞形 において、冠詞の有 無や選択 は何 を基 準 にして行 われるのか。レキシカ

ル ・グラマーでは、「名 詞が指す対象を仕切 りのある(単一化できる)対象 として捉えているか否

か」をa(ま たは複数形)の 使用原理 と捉え、「名 詞が指す対象が話し手のみならず聞き手 にも

特定可能であるか否か」をtheの 使用原理 として捉 えている(佐藤 ・田中2007;田 中2008)。

これ らの原 理をふまえて名詞形 を正確 に把 握できるようになれ ば、英語表現の解 釈力 に根 本

的な相違をもたらすということを、以下、Other Side Of The World, Up Where We Belong, My

Favorite Thingsの3曲 の歌詞分析を通じてみてみたい。

1-1.Other Side Of The World(KT Tunstall and Martin Terefe,2005)

 名 詞 の使 い方 が 面 白い 歌 の1つ に、K.T.Tunsta11のOther Side of the Worldカ §ある。冒頭

付 近 "the water"と"water"が 出てくる。「一 度 出 てきた名 詞 は二 度 目にはtheを つ ける」と言 わ

れ ることがあるが 、ここで はその順 序 が逆 で ある。"the water"が 先 で 、"water"が 後 に 出 てくる

のである。また 、そもそもこれ らはい ず れも 「水 」に言 及 してい るとは 言 え、そ の文 脈 が 異 なって

い るように思 わ れ る。で は 、この歌 の 中 で 、waterを めぐる2つ の 異な る名 詞 形 を使 ってい る意

図 は どの ようなもので あろうか 。実 際 に、これ らの名 詞 形 を含 む 部 分 を歌 詞 か ら引 用 して み よ

う。

   Over the sea andfar away海 を越 えた遥 か彼 方 で

   She's waiting like an iceberg彼 女 は氷 山の ように待 っている

   Waiting to change変 化 す るのを待 っている

   -But she's cold insideで も内側 が冷 え切 って しまって

   She wants to be like the water彼 女 は水 のようになりたがってい る

All the〃zuscles tighten in herface彼 女 は 顔 を こわ ば らせ な が ら
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Buries her soul in one e〃abrace一 度 の 抱 擁 に 魂 を埋 め る

They're one and the same二 人 は 一一心 同 体 で

Just like waterま る で 水 の よう

 いず れ も 「水(water)」 に は相 違 な い のだ が 、 theを 伴 うか 否 か で 、対 象 の捉 え方 が 異 な ると

いうことを明確 に意 識 しなくて はならない 。後 半のJust like waterは 、流 動 的 な仕 切 りのない 水

のイメー ジ によって 、二 人 がone and the sameで ある状 態 を比 喩 的 に描 写す る表 現 である。仕

切 りもなく特 定 の水 で はなく、漠 然 と「水 」をイメー ジしてい るため に無 冠 詞 の"water"と い う形

が選 択 され てい る。一 方 、前 半 のShe wants to be like the waterは 、2行 日のan iceberg(氷 山)

を受 けて生 じた表 現 である。「氷 山 」があれ ばそ の周 囲 に 「水 」が あるは ず だ 、という判 断 が働 く

ことか ら、名 詞 句 の示 す 対 象 が常 識 的 に聞 き手 にも特 定 できるとい う意 味で 、"the water"と して

い るのである。

 theの 使 用 原 理 の決 め手 は 、「話 し手 と相 手(聞 き手)の 間で の対 象 の 共 有感 覚 」である。こ

の対 象 の 共 有感 覚 が生 じる契 機 として は、「常 識 的 共 有 」「指 示 的 共 有 」「文 脈 的 共 有 」が 考 え

られ るの だが(田 中2008;田 中他2003)。 この 歌 に 出てくるShe's waiting like an iceberg_。She

wants to be Iike the water.の"the"は 「常 識 」と「文 脈 」を兼 ね備 えた例 で ある。これ は、 I was

not able to use my car. The tires were slashed.な どの例 と通ず るものである。「クル マが使 えなか

った」という「文 脈 」が与 えられ てい て、クル マ(my car)が あれ ば タイヤ(the tires)はつ きもの とい う

「常識 」か ら、話 し手 と聞き手 の 間 で名 詞 情 報 の共 有 が 可 能 になる。これ と同 じ発 想 で 、先 行 す

る「文 脈 」で 「氷 山(an iceberg)」が 与 えられ ていて 、それ との 関連 で 「(その氷 山 を取 り囲 む)水

(the water)」 が 「常識 」的 に想 定 され るということである。

     蜘 魯

鉛 擁鰯薦鯉{)鱗 鍛撒誘澱 認鵜

Itheの コアイメージ(コ ア機i能)1

話 し手が聞き手 と名詞情報を共有 している(と 想定している)こ とを示す

theの 使用原理 は、平たく言えばこうなる。ある名詞 が示す 対象を、話し手(書 き手)が 自分だ

けでなく聞き手(読 み手)に も特定できると想 定する場合 にtheを 使 う、と。逆 に言えば、 theが
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使 われているということは、話し手(書 き手)の そのような想 定が言語形式 に反 映しているという

ことになる。この点を確認する意味で、Other Side of the Worldの 歌詞の後 半もみてみよう。

Thefirefades away炎 は か げ り

Most ofeveryday毎 日 の 大 半 が

Isfull oftired excuses疲 れ た 言 い 訳 ば か り

But it's too hard to sayで も うまく言 えな い

Iwish it were simple単 純 だ った らい い の に と思 うけ ど

But we give up easilyで も 私 た ち は す ぐあ きらめ て しまう

You're close enough to see thatあ な た は 私 にも分 か るくらい そ ば に い る

You're the other side(fthe world to〃ze本 当 は 世 界 の 向 こう側 に い るの だ と

 ここでは、唐 突に"the fire"という表現が出てくる。たしかに唐突 に感 じられるかもしれない。し

かし、ここでも単 にfireとせず にthe fireとしているのには、それなりの根拠(意 味的動機 づけ)

があるはずだ。ここではきっと、彼女 と彼 の関係 が話題 になっており、「(その二人 のあいだの

恋 の)炎 」という具合 に把握することが可能 であると、歌 の書き手(歌 い手)が 想定しているため

ではないだろうか。つまり、これも「文脈 」と「常識 」が作用 している用法 とみなすことができるの

ではないか。

 ところで、二人の関係性 を主題 とするここの一連のくだりから振 り返ってみると、冒頭 の5行

は、それと明確なコントラストをなすように、もっぱら彼女 の心象風景を描写していることがわか

る。氷 山のように凍てついた 自分 自身が溶 け出す瞬間をじっと待ちわびているのだが、内面が

冷 え切 ってしまって思うにまかせない。「海 を越 えた遥 か彼 方」というのも、物理 的にはす ぐそ

ばにいるはず の彼 との心理 的な距離 を表すものだろう。この歌がす ぐれて視 覚的なイメージを

喚起するのは、「水」と「火」の対比的なイメージ(the water, water;the fire)、「空間的距離」のメ

タファー(over the sea and far away;the other side of the world)が 奏功しているためかと思われ

る。

1-2.Up Where We Belong(Jack Nitzsche, Buffy Sainte-Marie and Will Jennings,1982)

 Joe Cocker&Jennifer Warnesが 唄 った 、映 画 加(塀cθ7α 〃4αGε 〃'1θ脚 〃(邦 題 『愛 と青 春

の 旅 立 ち 』)の 主 題 歌 。この 歌 も、冒 頭 に 出 て くる冠 詞 の 用 法 に 注 目す ると、よ り深 い 解 釈 が 可

能 に な る。Who knows what tomorrow brings/ln a worldfew hearts survive/All l know is the

way Ifeel/When it's real/Ikeep it alive明 日 の ことな ど誰 にも分 か らな い 裏 切 り満 ち た 世 界

16



で 、自分 は 自らが感 じるままに生 きていく以 外 にな い。ここで 、the worldで はなくaworldと な っ

てい るの はなぜ か。In a world(where)few hearts surviveと"where"を 補 って解 釈 す ることが

できるのだ が 、「(生き残 る心 が ほ とん どない→ 大 半 の人 の 心 が裏 切 られ傷 つ く)世 界 」とは 、い

かなる世 界 か。それ は 、人 々 が常識 的 に共有 してい るはず の 「いわ ゆる世 界(the world)」 で は

なく、む しろ、「い くつ も可 能 性 がある世 界 のうちの ひ とつ の 姿(aworld)」 に過 ぎな い。書 き手

(歌 い 手)の 世 界 に対 す るそのような認 識(思 い)がaworldと い う語 形 に刻 まれ てい るの で はな

いか 。ちなみ に、"the+名 詞"が 慣 習 的 にデ フォル トにな っているときにあえてaを 使 え ば 、種

類 を強 調 す るような表 現 にな る。play the guitarは 「(いわ ゆる)ギ ター をひ く」という「常識 的 共

有 」の イメー ジになるが、ここでplay a guitarと す ると、通 常 とは 違 った種 類 のギター をひ くか の

ような印 象 を与 えることになる。

 改 め て 見 て み ると、冒 頭 のWho knows_(?)は 修 辞 疑 問 文 で あ り、そ こに はNobody

㎞OWS....と い った 否 定 的 な響 きがこめ られ てい る。日本 語 で も「誰 が構 うものか?」 とい う疑 問

文 に 「誰も構 いや しない 」という否 定 的 なメッセー ジをこめ られ る。英 語 で はWho cares?と 言 うが 、

これ は会 話 でよく使 わ れ る表 現 だ。そのようなWho knows_.(?)と いう反 語 的 な出 だ しが 、直 後

のIn a world(where)few hearts surviveの"a"と 、メッセ ージ にお いて響 き合 ってい るとい うこと

を感 じとれ るようにな りたい。あえて 、the worldで は なくaworldと い う名 詞 形 が選 択 されて い

るということか ら、本 来 あるべ き世 界 とは違 っている、なぜ こんな世 界 なの か 、とい った慨 嘆 の念

す ら行 間 か ら感 じられ は しない だろうか。この歌 も、また、冠 詞 ひ とつ の理 解 で解 釈 の深 さに大

きく影 響 を与 えることを示 す 例 であるの は確 か である。

1-3.My Favorite Things(music by Richard Rodgers;lyrics by Oscar Hammerstein II,

1959)

ミュー ジカル 映 画 の名 作The Sound of Musicに 出てくる歌 の 一つ 。 Julie Andrews扮 す る

MariaはTrap大 佐 の邸 宅で 、わ ん ぱくでい たず らな子 供 たちの家 庭 教 師 をしてい る。さす が の

い たず らっ子 たちも、雷 が 鳴ると怖 くて皆Mariaの 部屋 に集 まってくる。そこで、彼 女 が子 供 た

ち の 恐 怖 心 を吹 き飛 ば そ うとして 唄 うお まじな い の ような 歌 が 、以 下 の 調 子 で 始 まるMy

Favorite Thingsで ある。

Raindrops on roses and whiskers on kittensバ ラ に か か った 雨 の 滴 とネ コの ひ げ

Bright copper kettles and warm woolen mittens輝 く銅 製 の ヤ カ ン と暖 か い ウー ル の 手 袋

Brown paper packages tied up with stringsひ も で 結 ん だ 茶 色 い 紙 の 小 包

These are afew ofmyfavorite thingsそ れ が 私 の 好 きな 物
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 英 語 で 「イヌが好 き」などと言 うとき、Ilike dogs.の ように無 冠 詞 複 数 形 で示 す の が一 般 的 で

ある。これ は無 冠 詞 の 複 数 形 が 、あ るカテゴリー に属 す る 「不 特 定 多 数 」の 対 象 をイメー ジして

い るとい うことを示 す の にふ さわしい名 詞 形 だか らだ。その意 味 で 、My Favorite Thingsに 出て

くる名 詞 の 大 半 が、無 冠 詞 複 数 形 であるのは理 にかなってい ると思 わ れる。

 ところが 、第 二 連 の 歌詞 で 、面 白いことが 起 こる。無 冠 詞 複 数 名 詞 に 囲 まれ て無 冠 詞 単数

の 名 詞 が 出 て くるの で あ る。ここでも子 供 た ち の 好 きそ うなもの が 列 挙 され て い く。Cream

colored ponies and crisp apple strudels(ク リー ム色 の 子馬 とパ リパ リしたリンゴの焼 き菓 子)/

1)oorbells and sleigh bells and schnitzel with noodles(ド アベ ル とソリのベ ル とパ スタ付 きのシュ

ニッツェル)無 冠 詞 複 数 形 ばか りか と思 え ば、"schnitzel"と い う名 詞 だ け複 数 形 を示 す 語 尾 で

ある"s"が つ いて いな い。これ は どうしたことか 。ちなみ に、シュニ ッツェル とは 、ウィー ン伝 来

の子 牛 肉 のカツレツのような料 理 で 、本 来 は子 牛 肉だ が ポー クで作 ることもあるの だ とか。つ ま

り、ここで は食 材(飲 食 の 対 象 となる素 材)が 問題 となってい るの である。IIove beef/pork/

beer/ice cream.な どと言 うとき、い ず れも無 冠 詞 の 単数 形 を使 う。これ は、飲 食 物 を一 定 の形

をもたない 素材 とみ なしてい るた め に、その 「仕 切 り感 の無 さ」を名 詞 の形 に反 映 させ るため で

ある。そこで、冗 談 のような話 だ が、「イヌが 好 きで す 」と言 お うとして、IIike dog.と 言 えば 、「食

用?」 という印 象 を与 えか ね ないということになる。My Favorite Thingsの"shnitzel"で も、仕 切

り感 のな い食 材 としての 無 冠 詞 単 数 形 が選 択 され ているということである。

 歌 の クライマックスの部 分 にくると、今 度 は、 唐 突 に"the+名 詞"の 形 が 出てくる。 When the

dog bites/When the bee stings/When乃n feeling sad/lsimply remember myfavori彪 砺ngs/

And then I don'tfeel so badの くだ りである。「悲 しくなった ら、自分 の好 きなもの を思 い 出 して、

気 分 を変 えて ごらん なさい 」という励 ましの 言 葉 になってい るわ けだ が、「イヌに噛 まれ た り、ハ

チ に刺 され たり」とい うところで 、adog/abeeで はなくthe dog/the beeと しているの はなぜ だ ろ

うか。どれ か 特 定 のイヌだ とかハ チだ とかが意 識 され ているの だろうか 。い や 、そ うで はない 。こ

こでのtheは 、「どれ か 」を特 定 できる個 体 としてのイヌや ハ チ に言 及 す るもので はなく、む しろ、

その 対 象 が 「どういうものか 」という観 念 が共 有 可 能 であることを示 すtheの 用 法 である。「(みん

なも知 ってい る、い わ ゆる)イ ヌ、ハ チ 」といった感 じで 、「総 称 単数 」と呼 ば れ ることもある。The

pen is mightier than the sword.(ペ ンは剣 より強 し)な どは、このtheの 応 用 によって可能 になる

表 現 で ある。特 定 のペ ンだ とか剣 だ とか が問 題 なので は なく、そ れ らの対 象 にまっ わ る観 念 が

共 有 され るという想 定 か ら使 われ てい るtheで ある。身 近 な例 で言 えば 、 listen to the radioや

plays the guitarの"the"も 、「どの個 体 か 」を共 有 す るわ けで はなく、「どん なものか 」とい う概 念

のレベ ル で の共 有 を意 味 してい る。
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2.名 詞チャンク/後 置修飾

【着 眼点】モ ノ的世界の対象 を表すチ ャンク(有 意 味な情報のかた まり)を 、名詞 チ ャ

ンク と呼ぶ。名詞チ ャンクは、abook, my computer, this deskな どの 「決定詞+名 詞 」の

形 が基 本形で ある(「 決定詞」 とは、冠詞 ・所 有格 ・指示詞な ど、名詞チ ャンクの先頭

に来 る語 の こと)。 名詞チ ャ ンクは形 としては、her two new friendsの よ うに 「数 詞」

や 「形容 詞」を必要 に応 じて足 した り、that big clock on the wa11の よ うに 「後 置修飾(こ

こで はon the wallの 前置詞句 がそれ にあたる)」 を加 え ることもできる(her two new

丘iendsとtwo new friends of hersの 比較 につ いて はWierzb icka(1997)参 照)。 しか し、 こ

れ らの選択 も意 味的な動機づ けが あってな されて いるという理解が肝要である。つ ま り

名詞チ ャンクは、[決 定詞(+数 詞)(+形 容詞)+核 名詞】(+後 置修飾)という形で、モノ的

世界を表すものであり、その形式的なバリエーションもモノ的世界の対象 の捉え方(の 多様性)

を反映しているのである。具体的な注 目点としては、核 となる名詞 の前に何が来 るのか(「決

定詞」の選択 、 「数詞」や 「形容詞」の有 無な ど)、 後 ろに後 置修飾 が来 るときそれ は

どの形か(前 置詞句か ら関係詞 節にいた る表現 の幅か ら何 を選択す るのか)と いう問題

である。品詞 としての名詞(単 語)に 意識 を向けるのみでは決 して感得で きな いモ ノ的

世界 の把握、これは名詞 チ ャンクに注 目す る ことで初 めて可能 になる。そ の点 を、以下 、

AWhole New Wbrld, We Are The Wor1d,0, Johnny Goの3曲 の分析 を通 じて示 してみ た

い。

2-1.AWhole New World(music by Alan Menken&An七hony Ryan;lyrics by Tim Rice,

1992}

 Disney映 画Aladdinの 主 題 歌AWho1e New Worldは 、 AladdinとJasmineの や りとりで 歌

詞 が っ づ られ て い る。空 間 表 現 、ING形 な ども注 目 に値 す るが 、ここで は 主 として モ ノ的 世 界

を表 す 名 詞 チ ャンクに 焦 点 をあ て て み た い 。以 下 、冒 頭 か らAladdinの セ リフ に あ た る部 分 を

み て み よう。Ican showyou the world/Shining, shimmering, splendid/Tell〃ze princess, now/

When did you last let your heart decide?/lcan open your eyes/Take you wonder by wonder/

Over,、side・レvaソs, and under/On 417¢α9∫o carpet ride/!望whole new world/∠t newプantastic 。point

ofview/No one to tell us no/Or where to go/Or say we're only dreaming...

 最 初 の4行 で は 、Ican show you...;Tell me, princess,...;When did you.す.?と い う語 りが 目

を 引 く。ここは 、Aladdinが な ん とか して 、 Princessに も 一 緒 に 魔 法 の 絨 毯 に 乗 って もらい た い と
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い う気 持 ちを伝 えている。平叙 文 、命 令 文 、疑 問文 を駆 使 して 、相 手 を行 動 に駆 り立 てるべ く、

そ のお 膳 立 てを行 って いる部 分 である。要 す るにデ ー トに誘 ってい るの である。

 On a magic carpet rideは 、(I can)Take you wonder by wonderと 意 味 的 につ ながる副詞 チャ

ンクとして解 釈 できる。で は、そ の直 前 のOver, sideways, and underは どうか。これ らは、魔 法 の

絨 毯 が 空 を飛 ぶ ときの 軌跡 を空 間 的 に描 写 した表 現 である。機 能 としては 、いず れ も副 詞 とし

ては た らいて いる。前 置 詞 か 副詞 かとい うのも、暗 記 項 目として対 処 す るの では なく、ここで は

何 に 対 してoverか 、 underか とい うような対 象 が明 示 され ていない ため に、副 詞 として はた らい

てい るとい う柔 軟 な理 解 の仕 方 を身 につ けた い。また、ここで は何 よりも空 間的 なイメー ジ を感

じ取 ることが肝 心 である。

 次 のくだ り、Awhole new world/A new fantastic point of viewの2行 は どう解 釈 す べ きか。

これ らは、いず れもセンテンスでは ない。セ ンテンス ・グラマ ー の発 想 か らす れ ば、非 文 とい うこ

とになるのかもしれ ない。しか し、ここは この 歌 の 中で とても重 要 なメッセ ー ジを伝 える部 分 で あ

る。これ らはセンテンスでは ない が、名 詞 情 報 のカタマリ、つ まり、名 詞 チ ャンクである。名 詞 チ

ャンクとは 、モノの世 界 にお ける対 象 を表 す 形 式 である。つまり、Awhole new world;Anew

fantastic point of viewと は 、「今 まで見 た事 もない ような世 界 」が 「眺 めたこともな い幻 想 的 な視

点 」か ら見 えることを、モノ的 な世 界 の 対 象(モ ノ)として提 示 す ることで、そ の感 動 を表 して いる

の である。 日本 語 で言 う「体 言 止 め」にあた り、そこに詠 嘆 調 の響 きが こもるとい うの と似 てい る。

後 に出てくるJasmine(Princess)の セリフにも、 A whole new world;Adazzling place I never

㎞ew;Unbelievable sights;Indescribable feelingと いう名 詞 チ ャンクが 出 てくる。これ らもや はり、

センテ ンスでない が 、動詞 をもたない名 詞 チ ャンクであるか らこそ、ため 息 まじりの感 動 を表 現

す るのによりふ さわ しい 表 現形 式 になってい るのである。

2-2.We Are The World(Michael Jackson and Lionel Richie,1985)

 この 歌 は 、アメリカの有 名 アーティストが一 同 に会 して、USA for Africaと 銘 打 ってアフリカ の

飢 餓 と貧 困を救 うため に製 作 され たキャンペ ー ンソングである。知 らない 人 がい ない と思 わ れ る

ほど有 名 な 曲だ が、歌 詞 の 内容 や メッセー ジが理 解 され てい るか と言 えば 、それ は別 の問 題

である。ここで は、名 詞 に対 す る後 置 修 飾 に 注 目しつ つ 、この 歌 の歌 詞 へ の理解 を一 歩 掘 り下

げてみ たい。There comes a time when we heed a certain call/When the world must come

together as one/There are ep ople dying/Oh it's time to lend a hand to l /The greatest gift

ofa〃 ここには 色 々な後 置 修 飾 の形 が出 てきてい る。まず 、 There comes a timeのatimeに 対 し

て、2つ のwhen節 が続 いてい て、 a timeと は 「い つ か(ど んな時 か)と い うと」とい う情報 追加 が

行 われ てい る。「ある呼 びか けに耳 を傾 けて 、世 界 が一 つ になる時 だ 」と。文 字 の 上 では改 行 し
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て大 文 字 になってい るが、それ でも情 報 の流 れ が切 れ てしまうので はなく、atimeに 対 す る情

報 追 加 として機 能 してい るのである。実 際 に、歌声 に耳 を傾 けれ ば、この点 も自然 と了 解 され

るだ ろう。

 There are peopleの 後 には[dying]が あって 、 ING形 の1語 の 単 語 であるにもかか わ らず 後 置

になってい る。英 語 では 、一般 に、後 置 修 飾 は 、2語 以 上 の カタマ リで名 詞 を修 飾 す る場 合 に

起 こる現 象 で ある(abook on the desk, a lot of work to doな ど)。ここで はなぜ1語 なの に後 置 さ

れ ているのだ ろうか 。dying peopleの 語 順 ももちろん あり得 る。が、それ だ とdyingが 形 容 詞 とし

て名 詞 のカタマリ(純 粋 な モノ的 世 界 の 対 象)に 組 み 込 まれ る感 じになる。あくまでも、「(死に

つ っ ある)人 」とい う具 合 である。一 方 、pe0Ple dyingの 語 順 にな ると、英 語 はSVの 言 語 だ か ら、

そこに 自然 と"people(BE)dying"と い う状 況 が連 想 され る。これ は、どち らか と言 えば 、モ ノの

世 界 とい うよりも、む しろ、「人 々が が現 に死 につ つ ある」という出 来事 性 を前 景 化 させ るような

表 現 にな る。次 のit'stimeの"time"に は 、[to lend a hand to life]のto不 定詞 が続 い ている。一

般 に 、to+doは 〈行 為 と向き合 う〉ということで 「未 来 指 向 」になる。そ こで 、 timeに 対 して、に れ

か ら何 をす べ き時 か」という情 報 を足 していることになる。「生命 に対 して手 を差 し伸 べ るべ き時

なのだ 」と。The greatest gift of allは 、す ぐ前 のlifeを 換 言 したもの(同 格 表 現)で 、生 命 が か け

がえのないもの であるとい うことを訴 えて いるのである。

Z-3.Go, Johnny Go!(Leon Klatzkin and Gary Alexander,1959)

 映 画Back to the Futureの 中で 、出て くる歌 。 Michael J. Foxが 演 ず るMartyが 、自分 の 両 親

が学 生 だ った頃 のパ ー ティー 会 場 で 、当時 まだ 流 行 して いないこの歌 を激 しくギター をかき鳴

らしな がら絶 唱 して、皆 を唖然 とさせ てしまう。Go, Johnny Go!と いう歌 のJohnnyは 、ル イジ アナ

の 森 の奥 深 くにある小 屋 で 育 った少年 で 、読 み書 きす らまともで きない が 、ギター だ けは天 才

的 に上 手 い とい う。歌 詞 の 内容 をみ てみ よう。
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Way down in Louisiana close to New Orleansニ ュ ー オ リン ズ に 近 い ル イ ジ ア ナ の ず っ と南 の 方

Way back up in the woods a〃song the evergreens常 緑 樹 に 囲 ま れ た 森 の 奥 深 く

Stood a log cabin〃lade ofearth and wood土 と木 で で きた 丸 太 小 屋 が 立 っ て い た

Where lived a country boy na〃aed Johnny B. Goodeそ こ に 住 ん で い た の が ジ ョニ ーB.グ ッド少 年

Who never ever learned to read or write so we彼 は 読 み 書 きも で きな か っ た も ん で,..

But he could -play the guitarjust like ringing a bellで も ギ タ ー の 演 奏 だ け は お 手 の も の だ っ た

Go go, go Johnny go go, Go Johnny go go行 け 行 け 、ジ ョニ ー 、行 け 行 け ジ ョニ ー

Go Johnny, go gO, Go Johnny, go gO行 け 行 け ジ ョニ ー

Johnny B. Goodeジ ョニ ーB.グ ッ ド

実際にこの曲が流れると、とても速 いので正確 に聞き取って理解するのは容易ではないかもし

れない。しかし、ここで、以下のような情 報の展 開が行われているということが分 かると、ずいぶ

ん違った印象を受けるはずである。要するに、1つ のセンテンスが、場所 情報の副詞チャンクと

名 詞 に対する後置修飾 によって長 く複雑 になっているに過 ぎない、ということが実感 できるの

ではないかと思う。

Way down in Louisiana close to New Orleans  -一-「場 所 」の 副詞 チャンク1

Way back up in the woods among the evergreens --一 「場 所 」の副詞 チャンク2

Stood a log cabin       -一 「存 在 」を表 す"動 詞+主 語"

   ←(made ofearth and wood) …along cabinに 対 す る「追 加 情 報 」1

   ←(Where lived a country boy named Johnny B. Goode.)一 一ーalong cabinに 対 す る「追 加 情 報 」2

                      T

                     (Who never ever learned to read or write)

                     ー一一Johny B. Goodeに 対 す る「追加 情報 」

最 初 の2行 では 、way down in_;close to;way back up in.,,;amongの ように 、空 間 的 なイメー

ジをもっ 副 詞 や 前 置 詞 を使 って、「場 所 」の設 定 を行 ってい る(ここで のwayは 、「はるか に」と

い った意 味 あい の 副 詞 で ある。本 来 、wayは 名 詞 だが 、「(ある地 点 か ら別 の地 点 に 至 る)経

路 」が その 本 質 的 な意 味 で あり、そこか ら「道(← 移 動 の経 路)」(ex, Tell me the way to the

museum.)「 方 法(← 行 動 の経 路)」(This is the way I did it.)「意 味(← 思 考 の経 路)」(ex. She

is an able person in every way。)な どの語 義 へ 展 開す る。さらに、「道 」か ら換 喩 的 に指 示 対 象

をズラす ことによって 、「方 向」(ex. Come this way, please)や 「距 離 」(ex. It is not a long way

from here to his house.)と いった語 義も生 ず るが 、この 「距離 」のイメージ から、さらに、副 詞 化 し
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た 「は るか に 」とい う用 法 が 得 られ るもの と考 え られ る(ex-Her score was way beyond the

average.))o

 ところで 、この 冒頭 の2行 は 、チャンクとしてみ れ ば副 詞 チャンクであ り(→ 「副詞 チ ャンク」参

照)、 まだ 「誰 が何 をす る」とい う骨 格 情 報 は提 示 され てい ない。それ が 、3行 目のStood a log

cabin.,.で あり、これ は 「場 所 」の情 報 が 文頭 に 出ているため に 、「副 詞(場 所)+動 詞(存 在)+

主 語(物)」 とい う情 報 の流 れ になった表 現 である。そ の主 語 となって いる存 在 物(alog cabin)

にっ い て、どんな小 屋 か 、どうい う場 所 か を説 明 す るため に 、後 置 修 飾 のmade of earth and

woodとwho never ever learned to read or writeと い う表 現 を加 えてい るのである。このmadeは

当然 過 去 分 詞 であり、す で になされ た行 為 を示 す 語 形 で ある。ここで は 、「土 と木 で作 られ た 」

とい う意 味 合 いである。そ して、who以 下 は 、 Johnny B, Goodeと い う人 物 にっ い て、「誰 か と言

えば 、それ は...」 とい った 具 合 に情 報 を追 加 す る表 現 となっているの である。

3.前 置 詞

 語 の前 置 詞 は 、in, on, atな どを始 め として、空 間 的 なイメー ジをもっ もの が多 い(「時 」を表

 前 置 詞 のduring, til1, unti1, before, after, since;「論 理 」を示 すdespite, except, includingな ど

の 例外 もあるが)。stand by the door(ド アのそ ば(近 傍)に 立 つ)、stand at the door(ド アのところ

に立 っ)、stand behind the door(ド アの背 後 に 立つ)は 、いず れもstandと い う行 為 がドアとどの

うな空 間的 位 置 関係 にお いてなされ ているかということを示す 表 現 である。Stand By Me(「 副

詞 チャンク」参 照)と なると、「僕 のそ ば に立 つ 」とい う空 間 的 なイメー ジ が心 理 的 な文 脈 に拡 張

され て、「僕 を見 捨 てない で」といった意 味 合 い になる。このように前 置詞 の理 解 の ポイントは、

ず 、空 間的 なコアイメー ジをつ かむ ことくそして 、それ が どの ように比 喩 的 な拡 張 を遂 げ て抽

 的 な用 法 を生 み 出す か 、そのプ ロセスを把 握 す ることである。以 下 、このような観 点 か ら前 置

詞 の理 解 に焦 点をあてて 、7曲(Califbrnia King Bed, Take It Easy, You've Got A Friend In

 e,Crush On You, Can't Get You Off My Mind, Can't Get You Out Of My Head,

tar-Spangled Banner)の 分 析 例 を示 してみ よう。

3-1.California King Bed(Andrew Harr, Jermaine Jackson, Priscilla Renea and

Alex Delicata,2011)

 RihannaのCalifornia King B edと い う歌 の 冒 頭 部 分 に 注 目して み よう。この 歌 も恋 愛 が テ ー

マ だ が 、ふ た りの あ い だ の どうい う状 況 を描 写 して い るの か 、以 下 の 歌 詞 か らイメー ジ して み よ

う。Chest t・c伽 〃 ハ1b8θ'・ η・se/Pal〃2 t・pal〃2/We were alwaysノ 〃5〃伽c1・se/〃 枷'・ 、〃廊 〃

Toe to toe/-Lips thatfelt/ust like the inside ofa rose/so how come when I reach out myfinger/
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Itfeels like mote than distance between us

 かつ て は身 を寄せ 合 って愛 し合 ってい たふ たり。な のになぜ 、今 は手 を伸 ば しても届 か ない

ほど遠 くに感 じるのか しら。ここにはそん な女 性 の心 情 が描 か れて いる。過 去(We were always

that close)と 現 在(lt feels like more than distance between us)の 対 比 が 、動 詞 のテンス(時 制)

とふ た りのあいだ の距 離 感 によって 強調 されてい る。ところで 、歌 の 冒頭 の 部 分 で、前置 詞TO

を含 む 表 現 が連続 してい る。このTOの イメー ジは どん なものな のか。

Ot
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TOの コア:「 対象 と向 き合 って」

 前 置 詞toは 、「対 象 と向き合 って」がそのコアであり、上 に示す ような空 間 的イメー ジをもって

いる。face to face(面 と向 かって)、shoulder to shoulder(肩 を組 ん で)、cheek to cheek(頬 を寄

せ 合 って)な どの成 句 化 した表 現 でも、その コアを感 じ取ることが できる。これ らはい ず れも、お

互 い に 「向 き合 って」い る感 じを示 している(こ こで、例 えばafaceで は なくてfaceと なって いる

の は 、互 い に 向き合 ってい る状態 が前 傾 化 して、顔 そ のもの は仕 切 られ た個 体 として捉 えられ

なくなることと関係 してい るかもしれない)。

 上 の 歌 では 、この 前 置 詞toの 「向 き合 う」イメージ を応 用 して 、 chest to chest, nose to nose,

palm to palm, WI'ISt tO WI'1St, toe to toeと い う表 現 が使 われ てい る。これ らは 成 句 として定 着 して

いるわ けで はない が 、恋 人 同 士 が身 を寄せ 合 って いる状 態 を空 間 的 に描 写 す るの にとても効

果 的 な表 現 である。こうい った感 覚 を身 につ けるた めにも、コアを把握 す ることが 大 切 である。

 前 置 詞toと 言 え ば 「方 向 」を思 い 浮 かべ る人 が 多 い。実 際 に、多 くの 辞 書 にもそ のような記

述 がされて いる。それ は 、go to the stationな どの例 に 引きず られ た(つ まり、前 置 詞toの 意 味

を論 じるにあた って、共 起 す る移 動 動詞 の側 の意 味 を読 み 込 ん でしまった)解 釈 である。実 は 、

この例 でも、あくまで 移 動 の 結 果 として 「対 象 と向 き合 う」(あるい は 「対 象 と向 き合 う」ところまで

移 動 す る)とい う状 況 を表 しているに過 ぎない。She left for Osaka. three days ago.とShe went to

0saka three days ago.の 違 いは何 か。もちろん、 went(goの 過 去 形)とleft(leaveの 過 去 形)の 動

詞 が違 う。が 、前 置 詞 のfbrとtoも 、2つ の動 詞 の相 違 を反 映 した空 間詞 で あるとい うことも見 過

ごす ことは できいない。fbrの コア は、「～ に 向かって」というもので 、対 象 を心 理 的 に指 差 す よう

なイメージ がある。She left for Osaka.のfbrは まさに 「方 向 」を意 味 す るが 、 She went to Osaka

のtoは 「方 向 」で はなく移 動 動 詞 と共 起 して生 じる「到 達 」の意 味 あい になる。従 って、両者 に

three days agoが 続 くとき、「3日前 」にいる場 所 が 異なることになるの である。 She leftfor Osaka.
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three days ago.は 、3日 前 には 出 発 地 点(ど こか が明 示 され ていない が)に いたことになるの に

対 して、She went to Osaka three days ago.で は 、3日 前 に大 阪 にいたことになるという具 合 で あ

る。
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匡ORの コア:…  に向かって1

口対象を心理的に指差すイメージを伴う

 The score was 3伽1.やToday's exchange rate is 77 yen to the dollar.のtoも 「方 向 」で は とらえ

られ ない 。いず れも 「向き合 って」とい う空 間 的 なイメー ジを表 しているの である。「向 き合 って」

でとらえれ ば 、前 置 詞toの 用 法 をあます ところなくスッキリ理 解 できるようになるし、上 にみ た歌

の歌 詞 な どでもリアル な空 間 的 イメージをもってその世 界 にひ たれ るようになる。コアがつ かめ

ているかどうか 、その 相 違 が 英 語 的 な発 想 の相 違 、解 釈 力 の相 違 を生 む ということを改 めて 実

感 させ られ る。

3-Z.Take It Easy(Jackson Browne and Glenn Frey,1972)

糊70年 代 カリフォル ニアロックバ ンドEaglesの 代 表 曲。冒頭 付 近 に

現 れ る前 置 詞0nが 注 目 に 値 す る。 Well,1'〃Z running down the

road/Tryin'to loosen my load/1've got seven women ON my mind

/Four that wanna own me/Two that wanna stone me/One says

she's a friend of mine/Take it easy, take it easy過 去 を 振 り払 お う

とRoute 66あ た りをクル マ で か っ とば して い るの か 。 the streetな ら

街 中だ が、the roadと あるか ら遠 乗 りだ ろう。だ が、昔の 女性 たちが脳 裏 か ら離 れな い。 rve got

seven women on my mindのonが 面 白い 。 in(oneりs)mindだ と、頭 の働 きの 中 に 「思 考 ・記 憶 」

の 中身 としてちゃん と収 まってい る醸 じになるの に対 して 、on one's mindだ と、外 側 か らピタッ

とくっっいて(まとわりついて)離 れないといった感 じになる。
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1臓

導娩 寒≧償魍 ぐ亀～簿購a窪納ミ欝叙嬬

匝 のコアイメージi

in(one's)mind

思 考 ・記 憶 の 中 に収 ま って い る

→ 「覚 え て い る」 「考 え と して あ る」

o糠

 麟_/
    麟

 藪＼
齢搬犠騨 民=醒鋳q職赴i脇蜜職5

ONの コアイ メー ジi

on one's mind

思考 ・記憶の内部ではなく(外 部の表面に)接 している

→ 「気がかりで」

 1'mruming down the roadの 物 理 的 な(進 行 中の)状 況 提 示 に対 して 、 tryin'to loosen my

load(重 荷 をほどこうとして)は 今 現 在 の心 理 状 態 を描 写してい る。 roadとloadで 韻 を踏 んで い

る。言 うまでもな いが、Four/Two/Oneと あるの はseven womenの 内訳 で ある。これ はフェミニ

ズムが 流行 る以 前 でなけれ ば お 目にかか れない 類 の表 現 かもしれない 。ownとstoneも 韻 を踏

んでい るが 、この"stone me"と いう語 順 か ら、 stoneが 動 詞 として使 わ れて いると見 抜 けなけれ

ばならない。意 味 は名 詞 のstoneか ら想 像 で きるはず だ。しかも、当 の男 は 女 ったらしなので あ

る。引 用 した歌 詞 の 最 後 のくだ り、Don't let the sound of your own wheels drive you crazyと あ

る。クル マとの連 想 も働 いて"wheels"や"drive"と いった 語 句 が選 択 され ていると思 わ れ るが、メ

ッセー ジとしては 、自分 自身 の恋 愛 や 人 生 のあ り方 へ の警 告 になって いるのが面 白い。

3-3.You've Got A Friend In Me(Randy Newman,1995)

 映 画Toy Storyの 中 に出てくる友 情 の歌 。新 入 りおもちゃのBuzzコLightyearは 、カウボ ーイ

風 の 人形Woodyと ケンカ ばか りしている(Toy Storyで は 、お もちゃが人 間の ように心をもった

存 在 として描 か れてい る)。 自分 が スペ ースレンジャー だ と信 じて疑 わないBuzzは 、や が て孤

独 に陥 ってしまう。が 、最 後 には 、Woodyが 友 情 を示 して歩 み 寄ってくれる。た しかそん なくだ

りに出 てくるの が、この歌 だ。You've got afriend in〃ze/When the road looks rough ahead/And

you're miles and miles/From your nice warm bed/Youjust remember what your oldpal said/

Boy, ayou've got afriend in meこ こでのinも 、空 間 的 イメージで 捉 えるとピンとくる。 You've got

a丘iend(友 を獲 得 した状 態)とYou have a friend(友 をもっ 状 態)の 違 いも興 味 深 い(→ 「現 在

完 了 」)。タイトル か らCarole KingのYou've Got A Friendを 彷 彿 とさせ るが 、両 者 は 実 は、「ネ

ガティブ な時 の状 況 設 定+友 情 のメッセー ジ」という情 報 展 開 にお い ても共 通 している(→ 「副

詞 チャンク」)。
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3-4.Crush On You(Martin Ankelius and Henrik Andersson,2004)

 Tata Youngの この歌 は 、ノリのい いコー ラスで開始 を告 げる。成 句 と前 置 詞 の 用 法 が 要 注 目

である。Iwish upon a star/Wanna be right where you are/You set my world on fire/Baby I

got a crush on youこ の 冒頭 の数 行 だ けでも、い てもたってもい られ ない 恋焦 がれ るような想 い

が伝 わ ってくる。「星 に願 い を」のWhen you wish upon a starを 想 起 させ るが、表 現 的 に は

wish upon a shooting star(流 れ 星 に願 いをか ける)な どもあるらしい。 uponはup+onだ か ら、

夜 空 を見 上 げ っ つもそこに 〈ピタッとくっつ いて離 れな い〉感 覚 があるの だろう。Wama be right

where you areは 丁 寧 に言 えばIwant to be right where you areで 、 Don't move. Stay where

you are.な ら「じっとしてい ろ」とい うこと。 where you areは 「どこか とい うと(where)→ あなた がい

る(you are)場 所 」とい う具 合 に理 解 できる。

You set my world on fireは 「あなた」へ の燃 えさかる想 い を描 写 した表 現。ちなみ にset the

house ON fireはset fire TO the houseと 事 態 は類 似 しているが 、「家 を火 に 〈接 触 〉させ る」と

r火 を家 に 〈向きあって〉つ ける」とい う具 合 に捉 え方 が 異 なる。その捉 え方 が 空 間 的 なイメー ジ

の相 違 をもた らし、そ れ が異 なる前 置 詞 の 選 択 につ ながるので ある。Igot a crush 0N youも 心

理 的 な振舞 で物 理 的 な接 点 は み えない が 、そこに 〈ピタッと接 して離 れ ない 〉感 覚 が意 識 され

て 、onが 選 択 され 成 句 的 に定 着 したもの か。また 、 cmshは 動 詞 として、 The wagon wheels

rolled over and crushed him.(荷 馬 車 の 車 輪 が転 がって彼 を押 しつ ぶ した)の ように使 うことが

できる。have/get a crush on youで はcrushは 名 詞化 してい るが 、これ は 「あなたを思 うと胸 が

押 しつぶ され そうな気 分 になる」という感 じで 、片 思 いを表 現 する決 まり文 句 。

 改 めて表 現 を見 直 してみ ると、wish UP0N a star/set my world ON fire/got a crush ON

yOUな どは使 わ れてい る単 語 としては 易 しいもの の、どれも程 度 の差 はあれ 成 句 化 してい るも

の ばか りだ。up0nやonと い った前 置 詞 か ら〈ピタッと接 して離 れない 〉とい うイメージ を感 じとり

たい。また 、これ らをバ ラバ ラの 単 語 として では なく、音 の連 鎖 として ひ とカタマ リで(チ ャンクと

して)意 識 で きるようにしたい。そ うい うリズム に慣 れ る意 味 でも、とてもい い 訓 練 になる歌 で あ

る。

 後 半 の 内 容 も少 しみ て み よう。Iwish upon a star/(an't you see how right we aYe/We

should be together/Baby I got a crush on youと い うくだ りが あ る。最 初 はWanna be right where

you areだ っ た ところ 、今 度 はCan't you see how right we areと な って い る。 Can't you seeは 「ピ

ン とこな い の?」 とい うことで 、how right we are(私 た ち が どれ ほ どrightか)は 、自 分 か ら見 た 二

人 の 相 性 の ことを言 っ て い る。私 た ち こん な に お 似 合 い じゃな い 、と。
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 ここで、テ ンスの変 化 にも注 目してみ よう。Iused to turn around and walk away(か つ ては 見

向 きもせ ず 去 って いった)/Never stopped to play(立 ち止 まって戯 れ もせ ず)/Cause there was

no attraction(引 きつ け られるものがなか ったか ら)ここまでは過 去 形 で、や や 突 き放 した感 じだ

が 、次 に、テンス ・アスペ クトとともに トー ンが変 わる。But in〃zy heart you start to grow on me/

Kind ofsuddenly/So now I've changed directionこ こで は、「あなた」の存 在 が 大 きくなっていく。

ある種 、突 然 に。kind ofは 色 々な語 句 の程 度 を弱 めるはた らきをす る表 現(こ こでは 副詞 的 に

はた らいて いる)。ここでテンスを現 在 にす ることで、一 気 に今 の状 況 に話 をもってきてい る。そ

して、1'VE CHANGED directionと 現在 ・完 了 形 になるが 、これ は 「転 換 したそ の方 向 は 今も有

効 よ」と言 うことで 、相 手 の気 を引 こうとす るた めか 。Ichanged directionで は 、このようなニ ュア

ンス は 出せ ない し、前 文 の現 在 ・単 純 形 とも噛 み 合 わ なくなって しまうので ある(→ 「現 在 完

了」)。

3-5.Can't Get You Off My Mind(Lenny Kravitz,1995)

 "On one's mind"と いう表 現 とのっ な がりで、 Lenny Kravitsの この歌 が想 起 された。 I can't get

you OFF my mindのoffは 「接 触 」のonと の対 比 で 「分 離 」のイメー ジをもっ 前 置詞 だ か ら、君

をmy mindか ら離 せ ない(→ 忘 れ られない)と いうことか。 Life is/ust a lonely highway/1'm out

here on the open road/.乃 卯old enough to see behi〃d〃ze/」butアoung{enough toルFeel履ソ5・oz〃 こ

こでも、人 生 を孤 独 なハ イウェイを走 る旅 に見 立 てていて、Take It Easyに 描 かれ るシー ンを彷

彿 とさせ る。クル マを走 らせ る「オ レ」は 、過 去 を振 り返 るほ どに年 をとったが 、魂 の 息 吹 を感 じ

るだ けの若 さは あるん だ と。behind meは 、ハ イウェイを行 く情 景 をイメージ す れ ば 、空 間 的 な背

後 を時 間 的 な過 去 に投 射 しや す くなるで あろう。100k back(振 り返 る)が 空 間 にも時 間 にも使 え

るの と同 じ発 想 だ 。歌 詞 の 中で は、Ican't get you off of my mindの ように"off of'となってい て、

お や っと思 うかもしれ な い。しか し、これ も"out of'と 比 較 す ると分 か りや す い。0UT of my

mindで あれ ば 、 my mindと の 関係 にお いてinで はな くout(「 内vs外 」の対 比)に 、0FF of my

mindで は 、 onで は なくoff(「接 触vs分 離 」の 対 比)に 位 置 付 けられ るということである。しか し、

いず れ の 場 合も、ofが 〈切 っても切 れな い〉イメー ジでmy mindと の 関連 を示 してい るのは 変 わ

らない 。

cif
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bfの コアイメー ジI帰 属 と出所先(切 って も切れない関係)を 示す.
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 これ とは別 の ある恋 愛 の歌 に、You are out ofmy hands,1'm out ofmy mind.(君 が 手 の届 か

ない ところに行 ってしまってボクは気 が狂 いそうだ)と いう表 現 があった。1'mout ofmy mindーは 、

1とmyが かぶ っているので 、「頭 の働 き(理 性 ・正 気)の 外 にい て」というイメー ジで捉 えらる。

Are you out ofyour mind or something?で 、「あなた、気 でも狂 ったの?」 となるのも同じ道 理 で

ある。

3-6.Can't Get You Out Of My Head(Cathy Dennis and Rob Davis,2001)

 こ の ような タイ トル の 歌 がKylie Minogueの ヒット曲 に あ った。 I can't get you out of my head

はIcan't get you out of my mindと し ても ほ ぼ 同 じ意 味 合 い で 、「あ な た を私 の ア タマ(の は た ら

き)の 外 に 出 せ な い → あ な た を忘 れ られ な い 」とな る。英 語 に は 、この 種 の 空 間 的 イメー ジ に よ

る表 現 が 多 い 。最 初 のLa la la la la la la la...の 後 、こう続 く。 Ijust can't getyou out()f〃zy head

/Boy your lovin'is all I think about/Ijust can't get you out ofmy head/Boy it's more than I

dare to think aboutこ こ は 訳 せ ば 無 粋 な 世 界 だ か ら、少 し想 像 をふ くらませ て み よう。

 ち な み に 、Ijust can't get you out of my headのjust can'tは 「ど うしても～ で きな い 」とい っ た

感 じで 、can'tの 否 定 がjustで 強 調 され て い る。 Boy your lovin'is all I think aboutのBoyは 語

りか け た い 相 手 へ の 呼 び か けだ ろ う。all(that)Ithink aboutは 「自分 が 思 うことの す べ て 」だ が 、

そ の 主 語 がyour loveで は な くyour lovingで あ る点 は 微 妙 だ が 看 過 す べ きで は な い 。つ ま り、

10veを 抽 象 的 な 観 念 で は な く行 為 の 次 元 で 捉 え て い るとい うことで あ る。この 種 の 言 葉 の 選 択

だ け で も 、この 歌 が より艶 か しい 印 象 を 与 える の に 貢 献 し得 る とい うことを 見 て とることもで きる

の で は な い か(→ 「ING」)。

3-7.The Star-Spangled Banner(music by John Stafford Smith,1780;lyrics by Francis

Scott Key,1814)

 アメリカの国歌はスポーツのイベ ントなどでよく耳 にするものの、その歌詞の内容を知 る機 会

ははなかなかないかもしれない。この歌は独 立戦争の際 に、マックヘ ンリー要塞で従軍してい

た詩 人が米英軍の戦闘場面を描 写した詩から生まれたと伝 えられる。敵の砲弾に曝 されつつ

も、倒れることなくはためく星条旗 が、米国 の独立のシンボル として昇華されている。この歌 は

戦場の描写であることから、必然 的に空間的描写が重大な位置 づけを帯びてくる。そこで、前

置詞のはたらきに焦点をあてると、描写されているシーンを意識 の中に鮮やか に再現すること

ができるようになる(歌詞の中に出てくるo'erは 、詩などで韻律 を整えたりするために使われる

overの こと)。では、実際 に、前置詞 にフォーカスをあてながら、この歌で描かれている情景 を

イメージしてみよう。
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0!Say can you seeほ ら、見 えるか い

By the dawn s early light早 暁 の 光 の 中 に

What so proudly we hailedわ れ らが か くも誇 らしげ に讃 えた もの

At the twilight's last gleaming?黄 昏 が 最 後 の きらめ きを示 して い た ときに

麟 賜iBY:近 傍(そ ば)

闘9一

麟

額難備脅繍¢α,騨3撒蜘湾歪⑳7

 冒頭2行 目のby the dawn's early lightに 対 して、上 の訳 で は 「早 暁 の光 の 中に」として ある。

しか し、byは 厳 密 に は 「中 に」で は ない。む しろ、「何 か のそ ば に寄 って」とい う状 況 を示 す 。

「寄って」か ら「拠 って 」へ と展 開 す るご とく、byも 空 間 的 な 近 傍(ex . She was sitting by the

window.)か ら、手 段 を表 す 用 法(ex. by car, by air, by e-mail)へ 展 開す る。この 歌 のby the

dawnりs early lightは 、純 粋 に空 間 的な 近傍 を示 してい る。か つ てオランダ製Tシ ャツのデ ザ イ

ン に夜 のとば りを背 にした風 車 が描 かれ ているものを 目にしたことが あった。イルミネ ーションを

あび てシル エットを際 立たせ た風 車 の下 にはWindmills By Nightと 書 かれ て いたが 、これ は

「風 車 」が 「夜 」に寄 り添 ってあるとい う空 間 的な把 握 である。英 英 辞 典 にあるように 、このbyを

duringで 言 い 換 えても、本 来 の ニ ュアンスを感 じとることは で きな い。歌 に戻 ると、早 暁 の 光

(dawn's early light)の 近傍 に、 what以 下 のものが 見えるか という問 である。 At the twilight last

gleamingのatは 、空 間的 には 内部 でも接 触 でもない 「場;と ころ」を示 す が、それ が 時 間 表 現

にも応 用 され るの は 、at noon, at night, at ten thrityな どにみ られ る通 りである。以 下 、歌 詞 はこ

う続 く。

Whose broad stripes and bright starsそ の 広 い 縞 模 様 と 明 る い 星 々 は

Through thepeYilousfight危 険 な 戦 い を 通 じ て

O'er the ramparts we watched我 々 が 見 張 る 城 壁 の 上 で

Were so gallantly streamingか く も 勇 敢 に た な び い て い た
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 ここに出 てくるWhose broad stripes and bright starsと は 、星 条旗 の意 匠 に含 まれ るストライプ

と星 を指 してお り、それ がwere so gallantly streamingと いう状 態 にあったということだが 、それ

が どこで 起こってい たかを示 す のが 、through the perilous fightとover the ramparts we watched

である。これ らは ともに前 置 詞 が導 く副詞 チ ャンクで空 間 的 な場 所 を示 してい る。Through the

perilous fightで は 、一 進 一 退 の戦 況 をくぐり抜 けて行 くとい う感 じがす るが 、これ は後 に 出て く

るthrough the night(夜 通 し)と同様 に、時 間 的な継 続 性 を感 じさせ る表 現 であ る。 Over the

ramparts we watchedで は 、見 張 って いた砦 のてっぺ ん に はためく星 条 旗 を視 覚 的 にとらえるこ

とができる。だ とす れ ば、overに そなわ る4っ の焦 点(1「上 を越 えて」;II「真 上 に」;III「全 体 を

覆 って」;IV「越 えた向 こうに」)のうち、 IIの 「真 上 に」にフォー カスした用 法 として解 釈 で きる。

 以 下 、交 戦 状 態 の緊 張 を経 て場 面 は佳 境 へ 至 る。

And the rocket's red glare砲 弾 の 赤 くま ぶ しい光 と

The bombs bursting in air空 中 で 炸裂 す る爆 弾 が

Gave proof証 明 して くれ た

Though the night夜 を 通 じて

That ourflag was still there我 ら の旗 が ま だそ こに あ った と い う こと を

Oh, say does that stagy-spangled banner yet waveお お 、 星条 旗 は しっか り とはた め いて い る か
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 最後の二行で、改めて問う。あの星条旗 は今もはためいているかと。しかし、ここで問題 とな

っている旗 は、戦場ではためいていた具体的なモノとしての旗ではない。むしろ、アメリカの精

神的 な支柱となる自由の象 徴としての星条旗がイメージされているのである。それが、「自由の

国土、勇者の故郷」にはためいているかとの問である。このときoverの 空 間的イメージも、 IIの

「真 上 に」から、IIIの「全体を覆って」にシフトしているということを感じ取ることができるのではな

いだろうか。ここでの星条旗 は、自由の国土(全 体)を 見守 るような象徴的存在 として認知 され

るからである。

4.基 本 動 詞

基 本 動 詞 はや さしいようで、実 は奥 が深 い。一 見 、や さしく見 えるのは 、ジャンル や レベ ル を問

わず 頻 繁 に使 わ れ る語 彙 項 目であるため だろう。しか し、実 は難 しい というの は 、基 本 動 詞 の

用 法 が 多 岐 にわ た り構 文 的 に多 様 であるため である。しかし、そ の構 文 の 幅 も、動 詞 の コアか

ら展 開 され るとい うの が、レキシカル ・グラマ ー の捉 え方 である(佐 藤 ・田 中2007)。 例 え ば 、基

本 動 詞haveは 、「対 象 を所 有 す る」というの が典 型 的 な意 味 である。しか し、 haveの コアを 「自

分 の所 有 ・経 験空 間 に何 か を有 す る」と捉 えれ ば 、「使 役 構 文 」のhaveも 「現在 完 了 」のhaveも

説 明 可 能 となる。1'll have him call you back.(彼 に電 話 をか け直 させ ましょう)で は 、 rll have

[him call you back】.と捉 えて 、「彼 が あなた に電 話 をし直 す 状 況 」を私 がhaveし よう(その 状 況

を確 保 しよう)と言 って い る 、とい う具 合 に理解 で き る 。Ihave lost my watchの 現 在 完 了 は、

Ihave[10st my watch].と 捉 え て 、 「私 の時 計 をな く して しまっ た 状 態 」 を私 がhaveし て

い る(だ か ら今 も な い)と い う具 合 に捉 え られ る。 この よ うに、基 本 動 詞 にお いて もコ

ア を つ か む こ とに よ って 、そ の構 文 的多 様 性 に 原理 を見 出す ことが で き る ので あ り、是

は意 味 的 動機 づ け を欠 いた 文 型 の発 想 とは 異な る もの で あ る。この よ うな 基 本動 詞 の コ

ア に注 目す る例 と して 、以 下 、Take A Bow, Blowing In The Wind, Look What You've Done

ToMeの3曲 を取 り上 げて み た い 。

4-1.Take A BOw(Tor Erik Hermansen, Mikkel Eriksen and Shaffer Smith,2008)

 RihamaのTake A Bowと いう歌をみてみよう。この歌は、自分 と

っきあっていながら浮気していた相手の男性 に別 れ話をつきつ け

るという女性 の視点から書かれたストーリーで成 り立っている。シチ

ュエーションとしてはありがちかもしれないが、表 現的には比 喩 に

満 ちていて学 びの要 素が多い。舞 台でのショーに関する表現 が複
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数 み られ て興 味 深 い。ゆった り身 体 をゆす るようなテ ンポも歌 のメッセ ージ にふ さわしい。

 歌 の途 中か ら引用 す ると、Don't tell〃ae you'Ye sorry cuz you're not/Baby when I know

you're only sorry you got caughtと い うくだりがある。ここに 出てくるcuzと はbecauseの ことで 、

because you're not(sorry)だ か ら、そういうブリをしないで欲 しいと言 ってい るのである。つ まり、

相 手 の本 心 からでは ない 謝 罪 を受 け入 れ ない と。ただ 、自分 が 隠 れ て浮 気 してい たの を見 つ

か って残 念 だ と思 って いるだ けな ので は ない か と。この 状 況 でyou got caughtは 、 you got

caught(cheating)と い うことか(cheatは 「ごまか す(浮 気 す る)」)。その 後 、こう続 く。

Butyouput on quite a showで も 大 した シ ョー を や っ た わ ね

You really had me going 私 も つ られ て 演 じち ゃ って た け ど

But now it's time to goで ももう去 る時 間 が 来 た わ よ

Curtain'sfinally closing幕 も 降 りつ つ あるし

That was quite a show見 事 な シ ョー だ った わ

Very entertainingす ご く楽 しませ て くれ た し

But it's oveY nowで ももうお しまい よ

Go on and take a bow舞 台 に 上 が っ て お 辞 儀 を して

ここに 出てくるYou had me goingは 、「あなたは[me going]と いう状 況 をhaveし ていた」と捉 えて、

「(あなたにつ られ て)演 じちゃっていた 」と解 釈 した。つ まり、Ybu had[me(BE)going]と い うこと

で 、いわ ば 、[Iam going]と い う状 況 をYouがhaveし てい た と捉 えられ る。で は、ここでgoingは

何 を意 味 す るか と言 え ば 、舞 台 で のシ ョー を演 じることを 「進 行 させ て いる」と考 えて、「あな た

につ られ て演 じてしまっていた」としてある。相 手(男 性)は 浮 気 をごまか して演 じてい たわ けだ

が 、こち ら(女 性)も それ を見 抜 けず に一 緒 に演 じてしまっていた と。このようにhaveの コアを生

かした分 析 がで きると、自然 で納 得 が いくの ではないか と思 う。

繰講v縫

 、 ＼

 身
勢 勲瀞傍豊騨 む心r紳 ∫鎌脚鷲誰鉾疑悪

Ahave Bで 、 「AがBを 自分の所有 ・経験 空間にもつ」 という意味 を表 す.

※Bは 、モ ノだけでな くコ トを示す場合 もある.
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 この歌 で は 、goの 使 い 方 もす ごく面 白い。 You really had me going/But now it's time to go/

Go on and take a bowと3回 出 てくる。 goに は 、1「場 か ら離 れ る」;II「進 行 す る」;III「ある所 に 向

か う」とい う3っ の焦 点 があり、そ のうちどこにフォー カスをあてるか でニュアンスが変 わ り、用 法

も多 様 化 す る。You really had me goingは 「進 行 す る」、it's time to goは 「場 か ら離 れる」に 、そ

れ ぞれ 対 応 す るように思 われ る。また 、Go on and take a bowで は 、状 況 的 にgo on(the stage)

ということであろうか ら、「ある所 に 向かう(到 達 点)」に焦 点 化 され ているという具 合 に捉 えられ る。

コアイメー ジ がしっか りつ か めれ ば 、一 見 、難 解 とも思 える 「焦 点 化 」の理 論も、とてもシンプ ル

に理 解 できる。語 彙 的 には 易 しい とされる、haveやgoな どを含 む 表 現 の 中 にこそ 、英 語 の発

想 が より鮮 明 に感 じ取 れ るので はないか。

.s

燃}ft:°SAE"ife4?《:醇 響 蔓x}荒'磁 捻鱗 業(頁黙

ーGOの コアイメー ジ と3つ の焦点1

4-2.Blowing In The Wind(Bob Dylan,1963)

 Blowing In The Windは 、反 戦 メ ッセ ー ジが こめ られ て い る とされ るBob Dylanの 歌 で

あ る 。How many roads must a man walk down(い くつ の道 を歩 け ば男 は)/Before you call

him a〃Zan?(一 人前 と呼 べ るの か)/How many seas must a white dove sail(い くつ の 海 を

渡 れ ば 白い ハ トは)/Before she sleeps in the sand?(浜 辺 で 眠 りに つ け る の か)こ の 歌 を

口ず さん で い る と、"Two"と か"One"と か 叫ぶ 人 が いた 。何 か と思 って 、考 え て み れ ば、

これ はHow many_?と い う疑 問 文 に正 面 か ら答 え て洒 落 て い る の だ と気 がつ いた 。 しか

し、そ れ が言 葉 遊 び に な る と い う こ とは 、疑 問 文 な の に答 を求 め て い な い とい う こ とで

あ る 。 つ ま り、修 辞 疑 問 文(rhetorical question)だ 。 で は 、答 を求 めず に い った い何 を主

張 して い る の か。Dylanは 、歌 う。 The answer, myfriend, is blowing in the wind.と 。 a man

は兵 士 、awhite doveは 平 和 の 象 徴 か 。

 第 二 連 は 、こ う続 く。How many years can a mountain exist(一

つ の 山 は何 年 存 在 し得 る のだ ろ う)/Before it is washed to the

sea 7(海 へ 洗 い 流 され て しま うま で に)/How many years can

some people exist(彼 らは どれ だ け 生 きな が らえ る こ とが で き

るだ ろ う)/Before they're allowed to befree?(自 由な 身 に な れ

る ま で に)こ れ ら もや っ ぱ り修 辞 疑 問 文 で 、 答 を求 め て い る
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と い うよ り も、何 か を訴 え て い るの で あ る。 「山Jの 存 在 は、不 動 のイ メー ジで 悠 久 の

時 を感 じ させ る が 、一 方 、 「人(不 自 由な 状 況 にお か れ て い る 人 々)」 が 生 きて い られ

る時 間 は有 限 で あ り、一 刻 も早 く 自由 を与 えな けれ ば と い った 切 迫 した 感 じが 伝 わ って

こな いだ ろ うか 。

 第 三 連 に は 、以 下 の表 現 が あ る。How many times must a〃Zan look up/Before he can see

the skyこ こで 注 目 した い の は 、 lookとseeの は た らき で あ る。 日本 語 で は いず れ も 「見

る」 と い う訳 語 で 、 似 た よ うな も の と考 えて しま うが 、 実 は 明 確 な違 い が あ る。100k

は 「目線 を 向 け る」 と い う動 作 を表 す の に対 して 、seeは 「視 覚 器 官 が は た らい て 対 象

を視 界 に と らえ る」 とい う のが そ れ ぞ れ の コ アで あ る。 「目線 を 向 け る」 と 「対 象 を視

界 に と らえ る」 とい う両 者 の 本 質 が わ か れ ば、lo0k up befbre you can seeで 、 lookとsee

を交 換 す る こ と はあ り得 な い とい う こ と もよ くわか る はず だ。100k+up/down/around/

away/back/fbrward(to)/intoの よ うな 方 向 を示 す 副 詞(前 置 詞)と 結 合 す るの も100k

だ か らこそ で 、seeに はな い用 法 で あ る。 そ れ に して も、 「何 度 見 上 げ て も空 が 目 に入

っ て い な い 」 とは 、 ど うい う こ とか。戦 争 の 不条 理 を直 視 しよ う と しな い態 度 へ の 、言

葉 に よ る挑 戦 と とれ な い だ ろ うか。

・ ・

働ぐ

逐 燕,鶏聯桶 ぐ萌簿ξ)陥麟簿諺鱒寡

+s.)〕

LOOKの コアイメージリ lSEEの コアイ メージi

4-3.Look What You've Done To Me(Boz Scaggs and David Foster,1980)

 今 ひ とっ 、lookとseeの つな がりで 、 Boz ScaggsのLook what youラve done to meと い う歌 の

一 節 にもふ れて おきたい
。Ilooked at the moon and Ifelt blue/Then I looked again and I saw

youの くだ り、「月 を見 た僕 は憂 欝 な気 分 になってしまって、そして、再 び 目を向 けるとそこには

君 がい た」といった感 じか。lookとseeの 本 質 がわ かれ ば 、このような解 釈 も可 能 になるので は

ないか。その後 、以 下 のような表 現 が続 く。Eyes 1ike fire in the night/Bridges burning with

their light「夜 にも輝 く炎 のような瞳 」は 分 かるが 、 Bridges burningは 唐 突 に何 か?こ れは きっと、

「(渡った後 で)橋 を燃 や す 」→ 「退 路 を立 つ 」となる表 現 の応 用 である。恋 の炎 が燃 え上 が って

もう戻 れな いといった 心情 描 写か と思 われ る。
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5.ING

INGは 、「何かをしている」を基本としてそこから、「何かをしている状態 にある」という(同時)進

行的な状況を描 写する用 法と、「何 かをしている(す る)こと」という行為 を名 詞概念化 した用 法

へと展 開す る(佐藤 ・田中2007)。 留意すべ き点は、動名 詞か現在 分詞かという用語 に基づ く

分類 に気を取られるあまり、意味的な側面を軽視 してはならないということである。INGの 意 味

が実感できれ ば、用語の分類 自体は必須 ではない。以下、rNGの 分析が興味深い例として、

Raindrops Keep Falling On My Head, Help!, Mad, A Th0usand Milesの4曲 を取 り上 げてみた

い。

5-1.Raindrops Keep Falling On My Head(Hal David and Burt Bacharach,1969)

1969年 の 映 画Butch Ca∬idy and the Sundance Kid(邦 題 『明 日 に 向 か って 撃 て!』)で 使 わ

れ て 以 来 、何 度 もカバ ー され て お り、音 楽 的 に は とても身 近 な 歌 だ ろう。Raindrops keep falling

on my head/Andjust like the guy whose feet are too bigfor his bed/Nothing seems to fit/

Those raindrops arefalling on my head, they keepfallingと い う冒 頭 の 部 分 で 、2つ 面 白 い 点 に

ふ れ た い 。まず ♪just like～ は 、「足 が 大 きす ぎ て ベ ッドに 収 まらな い 」とい う誇 張 表 現 で 、物 事

が うまく収 ま らな い 様 子(Nothing seems to且t)を 表 して い る。そ うと分 か ると、 Raindrops keep

falling on my headと い う最 初 の1行(歌 の タイトル)も 、人 生 に次 々 と降 りか か る苦 境 の メタフ ァ

ー として 再 解 釈 を迫 られ るように な る
。これ らの 比 喩 表 現 が 第 一 の ポ イン トで あ る。

 今 ひ とつ の 注 目点 は 、keep+INGで ある。歌 詞 を文 字 で 見 る

と、Raindrops KEEP falling on my headと なって いるのだ が、実 際

にB.J. Thomasの 歌 に 耳を傾 けてみ ると、 Raindrops ARE falling

on my headと 歌 ってい ることもあるようである。引 用 した歌 詞 でも、

Those raindrops ARE falling on my head(現 在 ・進行 形)を は さん

で 、再 びthey KEEP fallingと 繰 り返 している。きっとこれ は 、 keep

fallingもare fallingと似て、「雨が(実 際 に)降 り続いている」状況を表すという捉 え方がなされ

ているということを示しているのではないだろうか。BE+INGの 進行形 とつながっているのであ

れ ば、一般 に言われるように、"keep+ING"のINGを 「動名 詞」と断定するのは無理がある。実

際のINGの 用法 にふれたとき、用語で機 械的 に分類しようとするのではなく、「何かをしてい

る」というINGの イメージをつかむことが大切 な所 以である。
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5-2.Help!(John Lennon,1965)

 INGつ なが りで 、 The BeatlesのHelp!に 目が とまった。「今 よりず っと若 か った頃 、誰 の助 け

も要 らなか った。でも、今 はそん な 自信 は どこかへ い ってしまって、僕 は心 を開い たんだ 」と、そ

ん な語 りで 、歌詞 は以 下 のくだ り入 る。Help me ifyou can/1'mfeeling down/And l do

appreciate you being round/Help me get myfeet back on the groundこ こに出 てくるfeelingと

beingは 、一般 的 な分類 に従 えば 、それ ぞれ 現 在 分 詞(進 行 形)と 動 名 詞(意 味 上 の主 語you

を伴 う)となる。が、これ だと両 者 がまったく異 質 のINGに 思 えてしまい 、そこに意 味 の連 続 性

が感 じられ なくなってしまう。文 法 的 には 、you[目 的格]being roundは 、 your[所 有格]being

roundで も可 とされ るが 、いず れも可 能 なの は何 故 か 、形 の相 違 に応 じた意 味 の相 違 はな いの

か。

 Iappreciateyou being round.(君 がそ ば にいて くれて感 謝 している)は 、 I appreciateyour

being round.の ように、所 有格 のyourで も表 現 できるとされ る。動名 詞 の意 味 上 の主 語 は 所 有

格(your)で も 目的 格(you)で も可 だ と。この説 明 、用 法 の記 述 として はその 通 りだ が、これ で は

youとyourの 違 い が見 えな い。まず 、 your[being round]は 、 yourが 所 有格 であることか ら、

"being rou
nd"を 名 詞 的 に把握 してい ることは疑 い ない 。一 方 、you being roundだ と、"being

round"を 名 詞 的 にと捉 えてい ると考 えるの はや や 違 和感 がある。こち らは 、む しろ、 I saw him

cYOSSing the street,にお ける"him crossing the street"に 似 たニュアンスが感 じられ ないだ ろう

か。っ まり、観 察 可能 な動 画 的 状 況 を描 写 す るINGの 用 法 である。ここでIsaw his crossingと

は言 わな いが 、それ は、このcrossingが 行 為 を名 詞概 念 として捉 えたもので はなく、む しろ、動

画 的 状 況 として把 握 されて いるためであると思 われ る。その 要請 に応 えるの には、Isaw him

crossingと す るのが より自然 で あるということである。

 そうい った眼 前 にあるリアル な状 況 の描 写 といったニ ュアンスが 、Iappreciate you being

roundに もこめられ てい るの ではない か。たしか に、 appreciate[you being round]と 把 握 で きる

以 上 、[you being round]の 部 分 が名 詞 的 に処 理 され ていると言 うことができる。しかし、意 味 内

容 にっ い て、それ は行 為 の地 平 か ら抽 象 され た名 詞 概 念 とい うよりも、眼 前 に 生 じている

ongoingの 状 況 を活 写 している感 じがす る。だ とす ると、 I appreciate you being round.のbeing

は 、1'mfeeling down.のfeeling(進 行 相 を示 すING)と や は り意 味 的 につ なが ってい るとい うこ

とにな る。テ クニカル な分 析 になってしまったが、要す るに 、INGは 最 初 か ら現 在 分 詞 と動 名 詞

の2つ に分 断 して捉 えるというので はなく、INGを 「何 かをしてい る」という共 通 のイメージ でとら

えてお いてか ら、文脈 に応 じて(抽 象 化 され たコトなのか 眼前 の状 況 の描 写 なのか によって)

柔 軟 に解 釈 す るの がより実践 的 であるとい うことになるの では ないか。
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5-3.Mad(Mikkel S. Eriksen, Tor Erik, Hermansen and Shaffer Smith,2008)

 NeYoのMadで 、 ING形 につ いて改 めて考 えてみ た。 ING形 は 、一 応 、動 名 詞 と分詞 に 分

類 で きるとされ てい る。動 作 ・状 態 を現 に生 じて いるもの として描 写す るINGと 、本 来 は 動 詞 で

表 され る動 作 ・状 態 などを名 詞 概 念 化 したrNGで ある。しかし、簡 単 に言 えば 、「何 か をして い

る状 態 」にあるのか 、「何 かをして いる(す る)コ ト」なの かとい うことで あり、両 者 は意 味 的 につ な

がってい る。以 下 の 歌詞 で、この点 につ いてみ てみ よう。この歌 で は 、恋 人 同 士 がこれ といって

理 由もないの に喧 嘩 ば か りしてい る状 況 が、リアル タイム感 覚 で 描 写 され てい る。She's starin'

at me/1'm sittin'wonderin'what she's thinkin'/Nobody's talkin'/'Cause talkin'just turns

into screamin'/And now it's I'm yellin'over her/She yellin .'over me/All that that means is

neither ofus is listening...

 相 手 を見 す えた り、腹 の 中 を探 った りしても、お 互 い 口はきかない 。口をきけ ばす ぐに怒 鳴 り

合 い。結 局 、お 互 い の話 に まったく耳 を傾 けていない 、といった状 況 か。ここに 出てくるING形

を 、あ え て 分 類 して み れ ば 、現 在 分 詞:staring, sitting, wondering, thinking, talking(1),

yelling(1), yelling(2), listeningに 対 して 、動名 詞:talking(2), screamingと なるだ ろうか(括 弧 内

の数 字 は歌 詞 内 の 出現 順)。 しか し、これ で は分 類 のため の分 類 であって 、解釈 にはあ まり生

かせ ない。"℃ause talking just turns into screaming"で は 、 talkingは 主 語 で ありscreamingは

前 置詞 の 目的 語 であ るた めに動 名 詞 と分 類 され ることになる。しかし、意 味 内 容 として は 、ここ

で 話題 の恋 人 同 士 の会 話 と怒 鳴 り声 がか なり具 体 的 にヴィヴィッドにイメージ されるはず である。

つ まり、ここで のtalkingやscreamingは 、純粋 に抽 象 化 され た名 詞 概 念 というよりも、む しろ、

現 実 に 生 起 してい ることを描 写 す る性 質 を帯 び たもの として解 釈 す るのが 自然 で ある。ここに

み られ るの は 、rNG形 の実 際 の用 法 には 、「現 在 分詞 か 動 名 詞 か」という文 法 用 語 に基 づ く分

類 的 発 想 で は掬 いきれ ない 意 味 の連 続 性がみ られ るとい うことである。

た しか に 、INGが 文 中 で名 詞 的 に振 る舞 うの か 、あるい は 形 容 詞 や 副 詞 の ごとく振 る舞 うの

か 、その識 別 はセンテンスの基 本構 造 を理 解 す る上 で不 可 欠 であると思 わ れる。しか し、そうし

てセンテ ンス内で 異な るポジションを与 えられたINGで あるか ら意 味 的 にまったく異 質な は ず

だ と考 えてしまうのは む しろ不 自然 なの であり、そこに意 味 的 な つな が りを感 じ取 れ ると想 定 す
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るのがより自然だということである。今の例でいえば、Talking just turns into screaming.に おい

て、talkingとscreamingは 名 詞的 に振る舞 うのだけれども、そこに現在 進行形 につながるような

INGの ニュアンスも感じられるということである。

ここで得 られる教訓を整理しよう。実際の用法にお けるINGを 解釈 するにあたっては、最 初

から相 互排他 的な2つ のカテゴリー(動 名 詞か分詞か)に 分 けて考えるのではなく(もちろん、

そのINGが 名詞 的にはたらくのか否かの識別は不 可欠だが)、むしろ、まず差 し当たり、「何か

をしている」という共通 のイメージで捉 えておいて、次 に、具体的 に与えられたコンテクストを考

慮 しっつ 、必要 に応 じて、同じ「何かをしている(する)」にしても、その 「状態」を描 写す る性 質

がより強 いのか、あるいはそれを抽象化した行為概念 として提示することに主としたねらいがあ

るのかという判断を行 うようにす ると、柔軟で 自然な解釈ができるということである。ただし、繰 り

返 しになるが、「状態 」であれ 「コト」であれ 、「何かをしている(す る)」という行為(動 作)に おい

て相互 に関連 しあっているということは忘れないようにしたい。

5-4.AThousand Miles(Vanessa Carlton,2002)

Vanessa Carlt0nのATh0usand Milesも 、冒頭 でINGの 効 果 的な反 復 が み られ る。 Making

my way downtown/Walkingfast/Faces pass/And l'm home boundこ こでは 、街 を通 り抜 けて

家 路 を急 ぐ 「私 」の 動 きが 、makingとwalkingのING形 で動 的 に描 写 され てい る。これ らのING

形 による動 画 的な描 写 が前 景 として浮 上 しているが 、それ はFaces pass and I'm home boundと

い う現 在 ・単 純 形 による静止 画 的 な場 面 を背 景 としている。ちな み に、downtownは 「街 中 に ・

を」とい う副詞 である。その後 、Staring blankly ahead/Just making〃ay way/Making a way/

Through the crowdと 続 く。ここでもstaringとmaking(・2)のrNG形 で進 行 中の状 態 が描 か れ

ている。ここに見 られ るmake my wayとmake a wayの 使 い 分 けも興 味 深 い。 make my wayと

いうと、あらか じめ 自分 が意 図 してい た道 を行 くといった感 じが す るが、make a wayだ と、い ろ

いろある可能 性 か ら1つ の道 を選 び なが ら進 ん でい くといった意 味 合 いが 読 み 取 れ る。人 ごみ

をかきわ けるようにして進 ん でい くという状 況 を描 写した いのだ ろうか。

6.過 去 形(回 想)

過去形 が回想 で使われるというのは常識 である。だが、しかし、忘れてはならない点がある。そ

れは、回想 というのは、語りの内容そのものは過 去の事象であったとしても、それを語る主体は、

常 に、「今 ・ここ」にいるということである。このことは、生を生きる主体が、「今 ・ここ」でしか生きら

れないということとつながっている。過 去を振り返ったり、未来を展望したりするといっても、そ
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の想念を抱く主体 は常 に「今 ・ここ」にいる。語る主体の今 と、語られる内容 としての過去 のスト

ーリー
。過去 の事象は語られることによって新 たに意味づけられ 、その新 たな意味づけが現在

のそして未来の 自分をも変容させ る可能性がある。そのような視座 で、過去形 を使った回想 と

いう行 為を捉 えると、機械 的な例文から時制 を学ぶのとは違って、主体 内の意識のドラマを体

感できるようになる。ところで、いわゆる「時制」を学ぶとき、テンスとアスペ クトを分けて考える必

要がある。テンスは、動詞 の活用 で示される時間のことであり英 語では過 去と現 在の2つ で未

来時制 はない(wi11が 助 動詞 の 「現在形 」、wouldが 「過去形」であるのは紛れも無い)。一方 、

アスペクトとは、動 作や 状態のありようのことで、特 に「継続 しているか完 了しているか;動 き(変

化)が 感 じられ るか否 か」とい う局 面 に注 目す る。以 下、特 に、回想 を主題 とす る歌として、

Yesterday, Love Storyの2曲 に絞って言及 しておきたい。

6-1.Yesterday(Lennon‐McCartney,1965)

 有名 なThe BeatlesのYesterdayも 、歌 詞 を改 めて見 てみ ると味 わ い深 いもの がある。追 憶 が

主 題 で あ るか ら、まず 、動 詞 の テ ン スや 時 の 副 詞 に 注 目す るの が 順 当 な ところ で あ る。

Yesterday all my troubles seemed so far away/Now it looks as though they're here to stay/Oh

Ibelieve in yesterdayの 第 一 連。 YesterdayとNowの 文 頭 の副 詞 が 過 去 と現在 の対 比 を示 して

お り、それ に呼 応 して 動詞 もseemed(過 去)とlooks;are('re)(現 在)と 、テンスの上 でコントラスト

をなしてい る。theyは もちろんmy troublesを 受 けているが 、それ がare here(こ こに在 って)to

stay(こ れ か らとどまる)と い うので あるか ら、現 在 か ら未 来 へ の見 通 しの暗 さを示 して いるの は

明 らか だ。そこで 、Oh I believe in yesterdayと 嘆 息 す るのだ が、ここでのyesterdayは 名 詞 として

はた らい ている。

ここで 、believe inのinに こめ られ た 空 間 的 なイメー ジも感 じ取 りたい 。 I believe you.とI

believe in youの 相 違 は何 か。 I believe you.と 言 えば 、それ はIbelieve what you say.くらい の意

味 で 、相 手 のコトバ を信 じるとい う意 味 合 い である。一 方 、Ibelieve in yOU.と 言 えば 、「私 の信

頼 が あなたの 内部 空 間 にお かれ る」とい った解 釈 が 生じるた め に、「人格 」「人 とな り」を信 じると

い った意 味 合 いが 生 じる。Ibelieve in getting up early in the morning.で あれ ば 「早起 きす ること

の価 値 を信 じてい る」ということになるし、Do you believe in ghosts?で あれ ば 「幽 霊 の 存在 を信

じるか」とな る。つ まり、believe inは 、対 象 に内 属 す ると考 えられ る、価 値 だ とか 存 在 だ とか(人

ならば人 格 だ とか)に 信 頼 を置 くということになるのである。これ も、前 置詞inの 空 間 的 なイメー

ジによってこそ 、理解 可 能なことで あろう(→ 「前 置詞 」)
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6-2.Love Story(Taylor Swift,2008)

 英語 の表 現も、おやっと思う箇所 をやりすごしてしまわず 、ちょっと立ち止まって考 えてみる

と新たな気づきが得 られることがある。その点、題材 が洋楽 の歌詞 であっても例 外ではない。

歌の歌詞 という言 語表現 は、音楽と不 可分 の関係 にあるため、言語のみを表 現媒体 とした客

観的な記述 ・説明を旨とするディスコースとは本 質的 に異なっている。言語が音楽とコラボレー

ションを行 うことによって、どちらか一方(コ トバ か音か)の 表 現媒 体では決して生み出せないメ

ッセージを伝 えることが可能 になってくる。歌の歌詞 は、音楽的 に表現されることを想 定してい

るために、身 体感 覚に対してより開かれた表 現となる。しかし、また、歌の歌詞 が言語表現 であ

る以上、そこで生じる表現形式 は、や はり書き手(歌 い手)の 表現の動機 に支えられて生 じてく

るはずである。そういった点をふまえると、歌の歌詞を味わうにあたっては、特 に以下の要素に

注意を払 いたい。表現者(=歌 い手 ・歌の書き手)の 視 点か ら捉 えられる身体感 覚、時空感 覚、

それと地っづきになって生ずる情感や情念などである。

 そのような観点から、Taylor SwiftのLove Storyの 歌詞をみてみよう。この歌は、恋する乙女

の視 点から、自分と恋する相 手の間柄 をRomeo&Julietの それになぞらえて歌ったものだが、

最初の回想シーンの導入 の仕方が実 に興 味深 い。

驚
羅

〃セ 汐 ε肥 ろothアoung when IfiYSt sawア0麗

Iclose〃 り2¢γε3α η4'乃 θガ α∫妨 α6ん5如 鷹

乃ns伽ding there on a balcony in su〃z〃aer air

この 冒頭3行 、テンス・アスペ クトの使 い方 に注 目した い。were;sawの 「過 去 ・単 純 」～c10se;

startsの 「現 在 ・単純 」～am standingの 「現 在 ・進 行 」とい う具 合 に展 開 してい る。目を引 くの は、

1'mstanding thereと いう表 現 で ある。1'm standing here.で あれ ば 、「今 ・ここ」の状 況 だ か ら自

然 な 表 現 だ が 、1'mstanding there.とは 、「今 私 はそこに 立 ってい る」とい うことで 、これ は 常 識
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的 にあり得ない表現 と映る。あるいは、Iwas standing there.であれば、「そのとき・そこ」となるか

ら、これもおかしくない。では、なぜ、1'mstanding there.なのか。

 1行 目から確認してみよう。ここに出てくるwereとsawは 、過去の具体 的な出来事 を回想し

ていることを示している。2行 目のIclose my eyes and the flashback startsは 、現在 ・単純形 に

なっているが、なぜだろうか。これは、回想の内容(過 去のストーリー)で はなく、回想 する主体

の側の状況を描 く表現である。それが現在 にお ける静止画 的なイメージであるために、現在 ・

単純形で表現されているのである。そして、そのflashback(現 在 から過去へ とフッと遡ること)の

ストーリーの中身が、We were both young when I first saw youか ら展開するということである。

そして、問題の1'mstanding there.へと至るのだが、この現在 ・進行形 は主体の現在状況 への

言及 と思 われるが、thereは 今 いる「ここ」ではなく、過去 にいた「そこ」であるはずだ。このね じ

れをどう説 明したらよいか。おそらくこうではないか。すなわち、回想される中身 の物 語は過 去

の出来事であるけれども、その物 語の中に入り込んでいっているのは、今現在の 自分であると

いう意 味で、それを心理的な現 実と捉 えて現在 ・進行 形で表現しているということである。「今 ・

ここ」ではなく「今 ・そこ」に 自分が(心 理 的に)い られるということで、回想 という行為も、実は現

在を生きる主体の意識 による振舞 であるということを想 起させてくれる。このわず か数行の表現

から感 じ取れることは実に大 きい。文法 というのも、無機 質なルール の体系なのではなくて、言

葉 を使用する主体の思考や感情 の影響下 にあるということを、改 めて教 えてくれるものである。

 このLove Storyの 歌詞を、テンス(現 在か過去か)に 焦 点をあてて、語り手の視 点からどのよ

うに事態が構成されているかを考 えてみると、以下のような分析も可能となるだろう。

We曜 耀bo重h yo脇g, when秘rst 5僻you-一 回 想 の 内 容(過 去 テ ンス)

k醜6my eyes&11欲he負ashback麟 鑑 一 一 回 想 す る主 体(現 在 テ ン ス)

■以 下 、回 想 の 内 容 を(現 在 テ ンスで)眼 前 の 出 来 事 の ように描 写

撫 欝 癬 鞍there,01ユ 縫ba蓋cony il1 SU11孤ner農ir

I紹8the llghts;紹8 the p郎ty・the ba獄gowns

B傑you make y◎ur way thrσugh the crowd

ノ短1d say hello

リ以 下 、現 時 点 か らの 回 想(過 去 テ ンス)ヘ シ フトバ ック

Li岨e諾 躍 亙kllOW..,

That you耀 擢Romeo, you耀 酬 齢 ρ纏 馨pebbles

And籍}y daddy躍 躍"s重ay away倉om J繭et"

And I FYNilむ狸 ∫鷺g on the staircase

Begging you please d。n季t gO...
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A籍dI謬 耀'認_

I以 下 、私(ジ ュリエ ット)が 彼(ロ ミオ)に 言 っ た コトバ を再 現(現 在 テ ンス)

Romeo£ake me son玉ewhere we ca織be a】one

要㌘～加 纐 薦耀;al1 thereMe撫o d幡run

Y◎u聡 み謬the prince and I『躍 み8まheμ 量ncess

It's a love story, baby, dust sayも`yes「,

 上 の歌 詞 に関 して、「話 法 」とい う観 点 で 、一 点 、補 足 してお きたい 。Little did I know.../

That you were Romeo, you were throwing pebbles/And my daddy said"stay away from Juliet"

の くだ り。まさか思 い もよらなか ったわ。あなた が私 の ロミオ で 、私 の気 を引 こうとしていたな んて

(ちなみ に、"throw pebbles"は 、男 性 が恋 す る女 性 の部 屋 の 窓 に小 石 を投 げて 自分 の存 在 を

アピール す ることで、あ る文 化 圏で は 求 愛 の象 徴 的行 為 の 一 種 として理 解 され るようで ある)。

でも、パ パ が 「ジ ュリエ ットに近 寄 るな」って言 って。ここでは 、語 り手(歌 い 手)本 人 はジュリエッ

トになりきってい るのである。だか ら、父 親 が本 当 に 自分 の娘 に対 して 、「ジュリエット」と呼 ん で

い たとは 考 え にくい の だ けれ ども、歌 い 手 の 記 憶 か らそうい うコトバ として 引き出 され て用 い ら

れ ているので ある。引用 符 の 中 にある表 現(い わ ゆる「直 接 話 法 」にお けるセ リフ)は 、現 実 に使

わ れ た言 葉 をその まま正 確 に借 用 したものだ と一 般 に考 えられ て いる。しか し、む しろ実 際 に

は 、それ は 話 し手(書 き手)の 記 憶 を介 して再 現 され る言 葉 であるという、実 は 当た り前 の ことが

改 め て了解 され る。だ か ら、そ れ が実 際 に使 われ た 言葉 と(微 妙 に)ズ レる場 合 が あっても、そ

れ は不 思 議 なことで はなく、むしろ、自然な現 象 とみ なされ るので ある。

7.現 在完 了

現在完 了は、学習者 が最も理解 しにくい項 目の一 であるように思われる。日本 語 に対応 す る

概 念がないということと、過 去単純形 と現 在完 了形 の意 味の違 いが実感 できないということが

影 響しているのではないかと思われる。また、指導の仕方 として、「完 了」「経験」「継続 」「結果 」

の用法 に機械 的に分類させるという方法 がとられることが多いが、それ は動機づ けを欠 いた暗

記 項 目であるから学び を効率化するよりもむしろ不要な認知 的負荷を増すだけであろう。そこ

で、テンス・アスペクトの観点から、例えば、「現在 ・完 了」と「過去 ・単純」のコントラストを明瞭 に

示すことが意味を帯びてくる。She came back.は 、過去の行為 を端的に述べるもの(今 どこにい

るかは明示されない)だ が、She has come back.だ と、あえて分析 的に示せ ば、 She has[come

back].となり、彼 女が「戻ってくるという行為を完 了した状態」をhaveし ている(だから今ここにい
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る)と いう捉 え方 が可 能 になる。英 語 のテンスマー カー は 動 詞 チャンクの先 頭 の1語 で あるか ら

She came back.が 過 去 に、 She has come back.は 現在 に言 及 してい ることは明 らかである。そし

て 、後者 の"come"は 、当然 なが ら現 在 形 でも原 形 でもなく過 去 分 詞 形 のcomeで ある。過 去

分 詞 形 とは 、「何 かがす で になされ た」という「完 了」を表 す 語 形 である(doingが 現 在 指 向 の分

詞 で あるの に対 して 、doneは 過 去 指 向 の分 詞 であるという言 い 方もできる)。以 下 、現 在 ・完 了

形 が 有す る表 現 の 可 能性 に注 目しつつ 、Wednesday Morning 3AM,What rve Doneの2曲

に ふ れて おこう。

7-1.Wednesday Morning 3AM(Paul Simon,1964)

 現 在 ・完 了 形(have done)と 過 去 ・単 純 形(did)の 違 い は何 か 。この 点 につ いて 、 Simon&

GarfunkelのWednesday Morning 3 AMの 一節 を通 して考 えてみ たい。歌詞 の 中 に描 か れ るの

は映 画 の ワンシ ー ンを彷 彿 とさせ る場 面。水 曜 日の午 前3時 、静か に寝 息 をたてて眠 る彼 女 。

だ が 、「俺 」は あと数 時 間 で ここを去 らなくて はな らない 。以 下 、自 白が続 く。Oh, what have I

done/Why have I done it/1've committed a crime/1've broken the law/For twenty-five

dollars and .pieces ofsilver/Iheld up and robbed a hard liquor storeこ こで は現 在 ・完 了 形 が

4回 続 い た後 、過 去 ・単純 形 が1度 出てくる。

 現 在 ・完 了 形 は(現 在 テンスの)HAVE(「 助 動 詞 」と呼 ばれ るが 、 may, must, canな どの ように

話 し手 の 主観 的判 断 を示 す 「法 助 動 詞 」とは性 質 が異 なる)を 含 むことか ら、す で になされ て い

ることの 「現 在 へ の影 響 」が示 唆 される。例 えば 、Ilost my bag.で は 、過 去 の一 時 点 の 出 来 事

に過 ぎず 、その現 在 へ の影 響 は語 られ てい ない。一方 、Ihave lost my bag.だ と、「カバ ンをす

で になくしてしまっている状 態 」を、今 現 在haveし てい るという解 釈 が 可能 であり、そこに現 在

へ の 影 響 が 明確 に(テ ンスが現 在 であることを通 じて)示 されて いることがわ かる。あえて分 析

のた めに記 せ ば 、Ihave[lost my bag].と いう把握 の仕 方 が 可能 である。このときテ ンスマ ー カ

ー は"have"で あ り
、そ れ が現 在 を示 す ことは疑 い ない(ち なみ に、 lostは 「現在 か 過 去 か 」とい

うテ ンスの 問 題 には影 響 を与 えず 、「行 為 や 状 態 が続 いてい るのか終 わ ってい るのか 、変 化 が

あ るの か ない の か 」とい うアスペ クト(相)の 観 点 か ら、「行 為 が す で にな され た状 態(=完 了

相)」 を表 示 す るの に貢 献 してい る)。この 分析 を経 て、改 めてIlost my bag.とIhave lost my

bag.を 比 較 してみ た とき、文 尾 に"yesterday"と い う(現 在 とは つ な がらな い)過 去 の 一 点 を示

す 副 詞 を足 す と、後 者 が 明 らか に不 自然 になることが 容 易 に理 解 され るは ず であ る。これ は 、

抽 象 的 なル ール として覚 える類 い のもの では なく、む しろ直感 的 にピントくる事 柄 で ある。要 す

るに、have(現 在)とyesterday(過 去)の 共 起 が 不 自然 とい うことなの だか ら。

44



 歌詞 に戻 ろう。Oh, what have I done!Why have I done it!は、何 とい うことをしてしまったん

だ 、なぜ そんな ことをして しまったの か 、とい う痛 切 な悔 恨 の 情 の吐 露 で ある。それ は 直後 の 、

1've committed a crime,1've broken the law.か らも確 認 できる。しか し、ここでこだ わりたい のは 、

この 現 在 ・完 了 形 のもつ メッセ ー ジ性 で あ る。とい うの は 、ここで もし、仮 に 、現 在 ・完 了 形

("have I done")の 代 わ りに過 去 ・単 純 形("did I do")を 使 ったとしたら、自分 が 犯 してしまった

罪 が 、今 現 在 の 自分 に重 くの しかか ってきてお り、悔 や ん でも悔 や み きれない 、とい う思 い が こ

れ ほ どのインパ クトを伴 った形 では 、お そらく伝 わってこなくなって しまうか らだ。

 一 方 、Iheld up and robbed a hard liquor storeの 方 は 、過 去 ・単純 形 で、端 的 に過 去 の事 実

を報 告 してい る感 じがす る。For twenty-five dollars and pieces of silverは 、それ しきの金 品 を

手 に入 れ るた め に とい うことで ある。ここで はテ ンス ・アスペ クトが 「現 在 ・完 了 」か ら「過 去 ・単

純 」へ と展 開 して いるわ けだ が 、これ は 「現 在 にお ける痛 切 なる悔 恨 の 情 の 吐露 」か ら「過 去 の

出来 事 に関 す るより客 観 的 な報 告 」へ とメッセ ージ が展 開 してい ることとパ ラレル な 関係 にある

(逆 に言 えば 、そ の ような表 現 意 図 の流 れ が 表 現 形 式 の 調 整 をもた らしてい るということで あ

る)。

 ちなみ に、hold upは 、 upの 状 態 をh01dす るとい うことで 、た とえば 、子 供 をhold upす るとそ

こか ら身 動 きで きない 状 態 にな る。子供 な ら「抱 き上 げる」だが 、hold up the trafficで あれ ば 、

動 きが一 時 停 止 させ られ る点 に注 視 して、「車 の流 れ を止 め る」と解 釈 され る。ちなみ に 、銀 行

強 盗 が 「手 をあ げろ(あ げてお ろす な)」と言 うの にも、Hold up!は 使 わ れ る。とは 言 え、上 に見

た歌詞 では 、hold up and rob a storeと いう手 続 き的 な表 現 がなされ て いる。つ まり、hold up a

storeを 行 い 、 rob the storeを す るとい うことで ある。だ とす ると、や は り、このhold upは 、まず 「活

動 を停 止 させ る」とい った意 味合 い で捉 えられ るとい うことだろう。

7-2.What I've Done(Lipkin Park,2007)

        謬

  ∵ メ 郵 ・
   こρ     選   メ  '

、・

欝驚 碁 ☆穆.
 Linking ParkのWhat I've doneは 、タイトル も含 めて現 在 ・完 了 形 が重 要 な位 置 を 占める歌

である。オフィシャルPV(プ ロモー ションビデオ)の イメー ジ喚起 力 も端侃 す べ か らざるもの で 、

What I've doneの"what"と は 、一 体 、何 であるのか 、"1"とは、どんな人 物 で どんな過 去 を背 負
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っているの か 、な どとい った想 像 をか きた てず に はおか ない。1所 傭 ル7θwθ11/There's no blood

/There's no alibi//Cause i've drawn regret/Fro〃z the truth/Ofa thousand liesとい う、冒頭 部

分 。farewellは 「別 れ 」だが 、その縁 語 と思 わ れるbloodは 「血 → 争 いの象 徴 」、alibiは 「アリバイ

→ 自 己 正 当 化 の論 理 」 と捉 えると、ス トー り一 が 流 れ 始 め るの で は ない か 。the truth of a

thousand liesは 、「嘘 で 塗 り固 め た 真 実 」とい った ニュアンスの(自 己矛 盾 した)撞 着 語 法

(oxymoron)で ある。撞 着 語 法 に存 在 意 義 があるとす れ ば 、そ れ は論 理 的 に整 合 的 な表 現 だ け

で語 りきれ るほど現 実 が シンプル なもので はない とい うことか。だ とす れ ば 、一 見 、論 理 的 に矛

盾 す るか に思 われ る表 現 の 中にこそ、実 は深 い真 理 の 片鱗 が垣 間み られ ることもあるの かもし

れ ない。the truth of a thousand liesもそ の種 の 表 現 が意 図 されてい るので はないだ ろうか。続 く

くだ りで、現 在 ・完 了 形 が何 度 も出 てくる。

 So let mercy come/And wash away/What I've done/1'llface myself/To cross out what I've

become/Erase myself/And let go of what I've doneこ こで は 、「自分 が しでか してしまったこ

と」「自分 が成 り下 が ってしまった存 在 」を、それ ぞれ[what I've done][what I've become]と い う

現 在 ・完 了形 で示 す ことで 、それ らが 今 に重 くの しかか って いるとい う「現 在 へ の 影 響 」を語 っ

ている。しかし、それ らを洗 い流 し(wash away)、 かき消 し(cross out)、手 放 す(1et go of)こ と

を、強 く乞 い願 うところに、過 去 との決 別 へ の誓 いもこめられ ていることを感 じ取 ることがで きる。

ちなみ にcross outは 、「・(バツ)を っ けて 除外 す る→ かき消 す 」とい ったニュアンスで 、 outは

「出てい く→ 消滅 す る」のイメー ジで捉 えられる。What I've doneは 、や は り、what I didで は 、

決 して表 現 し得な い世 界 を描 い ているように思 われ る。

8.副 詞 チ ャンクによ る状況設定

名詞チャンクがモノ的世界の対象を示し、動詞チャンクがコト的世界を描くのに対して、副詞チ

ャンクは状況的世 界を設定す るはたらきがある(田 中2008)。 具体的な情報の 中身としては、

「時」「場所 」「様 態」「理 由」「条件 」「程度 ・結果」「目的」など様 々な情報を提示する力 がある。

従来 、副詞情報 は 「修飾」という機能 で語 られ、「情報提示 」の側面が看過されがちであった。

しかし、オーセンティックな英語表現をみれ ばたちどこに明らか になるように、副詞情報 の情報

提示機 能 は計り知れず 、それなくしては、英語表現 の多様 性も豊かさも損なわれてしまうだろう。

位置 的に柔軟で、文頭 では状況設定(お 膳 立て)的 、文 中では急 いで付け足す感じ(即 興 的

口語的な印象を与える)、文尾では後から状況設 定を足すためそちらが新情報 としてフォーカ

スされる感 じになる。こういった点 をふ まえて、以 下 、You've Got A Friend, Bridge Over

Troubled Water, Because You Loved Meの3曲 にふれておこう。
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8-1.You,ve Got AコFriend(Carole King,197 D

 Car01e KingのYou've got a friendは 、友 情 の 歌 だ が 、「ネ ガ テ ィブ な 時 の 状 況 設 定+友 情

の メッセ ー ジ 」とい う情 報 展 開 に な って い る(→3-3.You've got a friend in me)。 こ の 歌 は 、以

下 の ように 、友 に 語 りか けるように して 始 ま る。When you're down and troubled(落 ち 込 ん で 困 り

果 て て)IAndyou need some love and care(愛 情 や 思 い や りが 欲 しくて)/And nothing, nothing

is going right(で も 、何 もうまくい か な い 「時 」)/Close your eyes and think of〃ae(目 を 閉 じて 私 を

思 い 出 して)/And soon I will be these(す ぐ に そ こに 行 くか ら)/To brighten up even your

darkest night(あ な た の 最 も暗 い 夜 も明 るくす るた め に)冒 頭 のWhen節 はand～and～ の 並 列

で 長 くな り、close yOur eyesの 命 令 文 に 至 るまで が す べ て 「時 」の 状 況 設 定 に な って い る の だ と

わ か ると、メッセ.___ジ が つ か み や す くな るは ず で あ る。

S-2.Bridge Over Troubled Water(Paul Simon and Art Garfunkel,1970)

 友 情 をテー マ にした歌 で 「時 の状 況 設 定+メ ッセ ー ジ」とい う情 報 展 開 と言 えば 、あ の有 名

なSimon&GarfunkelのBridge 0ver Troubled Waterも あて はまる。 When節 で、友 の 置 かれ

てい るであろう苦 境 を描 写 して、そ の状 況 で 自分 はそ の友 に対 して何 をしてあげ るつもりなの

か、そ れを"1+will(意 思 の表 明)"の 形 でメッセ ージ として伝 えるとい う展 開で ある。冒頭 、以 下

のように何 度も時 の設 定 を反復 してか ら、Iwi1L.と 自分 の 意 思 を表 明 す る。

When you're down and out君 が 落 ち ぶ れ て 打 ち の め され てい るとき

When you`re on the street君 が 道 をさまよって い るとき

When eveningfalls so hard夕 闇 が 辛 く降 りか か って くるとき

Iwr〃comfort you僕 が 君 を慰 め て あ げ よう

∬`ll take yourpart僕 が 君 の 身 代 わ りにな ろ う

ここに出 てくるdown and outは 「落 ちぶ れ て;打 ちの めされ て」といった成 句 だが 、これ はdown

が 「勢 力 の低 下」を示 し、outは 「出て行 く→ なくなって;尽 きて」とい った意 味 展 開が あるた めに

生 じてくるニュアンスで ある。ちなみ に、ちょうど正反 対 の 意 味 あいで 、up and aroundと い う成

句 が ある。これ は 、「体 を起 こして(up)+動 きまわって いる(around)」 様 子 をイメー ジで きること

か ら、「元 気 で ピンピンしてい る」くらいの 意 味 になる。病 気 か らす っか り回復 した人 につ いて 、

Now he is up and around.と 言 った りす る。これ らの副詞 にお い ても空 間 的 なイメー ジが大 切 で

あることを改 め て確 認 したい。When you're on the streetは 「街 の通 りを歩 いているとき」が字 義

的 だ が 、このコンテクストでは 「道 をさまよう」といった解 釈 が より自然 だ ろう。
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8-3.Stand By Me(Ben E. King, JerryコLeiber and Mike Stoller,1961)

 1961年 のBen E. Kingの 歌 だ が、映 画Stand By Meで リバ イバ ル ヒット以 降 、今も非 常 によく

耳 にす る曲である。When the night has come/And the land is dark/And the moon is the only

light we see/No, I won't be afraid/Oh I won't be afraid/Just as long as you stand, stand by

me.難 しい 表 現 はない が 、解 釈 上 外 せ な いポイン トがある。ここで は節 情 報 の つ なが りをしっ

か りとつ かむ ことで ある。そ れ がメッセー ジの流 れを支 えるか らで ある。「節 」とは 「誰 がどうす る」

とか 「何 が どうした 」とい った(SVを 含 む)情 報 のカタマ リと捉 えてお けば よい 。全 体 としては 、

"When～+メ インの 節+as long as～"と なっているが
、最 初 のwhen節 の 中 にandが2回 出てき

て 、「時 」の状 況 を、「ああして 、こうして 、こうな った時 」とい うふ うに入 念 に設 定 してい るの であ

る。

 今 、試 み に 、歌 詞 の 最 初 に出 てくる「時」の 状 況 設 定 を、「節 」単 位 に注 目して記 して み ると

以 下 の ようにな る。When[the night has come]and[the Land is dark]and[the moon is the only

light we see]こ こで は 、2つ のandが3つ の節 をつ ないで お り、その3っ の節 全 体 をひ っくるめ

てwhenの 節 内 に収 め ることで 「時 」の状 況 設 定 が行 わ れ ているのである。ここで、 andがwhen

節 の外 にある(つ まり、When節 がthe night has comeで 終 わ るとか 、 the land is darkで 終 わ る)

と思 ってしまうと、事 態構 成 がで きなくなってしまう。確認 まで に、the only light(that)we seeの

we seeはthe only lightの 後 置修 飾 である。

 冒頭 の 時 の状 況 設 定 で今 ひ とつ 注 目した いの は、the night HAS COMEと いう現 在 ・完 了形

が 、the land IS darkとthe moon ZS the only light we SEEと い う現 在 ・単 純 形 と一緒 に使 わ れ て

いるとい うことで ある。これ は 、「現 在 ・完 了 」も「現 在 ・単 純 」もいず れ もテ ンスが 「現 在 」だ か らこ

そで きることである。日本 語 が 母 語 である場 合 、英 語 の 「現 在 ・完 了形 」と「過 去 ・単純 形 」の相

違 を理 解 しにくい。日本 語 で は 、い ず れもタ形 を使 った 表 現 で理 解 可 能 で あることも関係 して

いるかと思 われ る。しか し、す でにみ たように、Ihave lost my bag.とIlost my bag.の あいだ には

明確 な相 違 がある。このStand By Meの 最 初 のWhen節 でも、そ の相 違 の意 味を感 じ取 ること

ができる。とい うの は 、もし、When the night has come and the lamed is dark and the moon is the

only light we seeで 、"the night has come"の 代 わ りに"the night came"と す ることは 、あり得

な いか らである。さて 、このWhen節 の状 況 設 定 による場 面 が視 覚 的 にスタンバ イす ると、いよ

いよこの 歌 の世 界 に入 ってい けるので ある。

 When節 による状 況 設 定を受 けてのメッセー ジは 、No, I won't be afraid以 下 である。「(そん

な 時 でも)ボ クは絶 対 に怖 が らないよ」と言 うのだ が、このw0n't(will not)は 、もちろん 「推 量 」性

を帯 び てい るもの の 、発 話 者 本 人 の 「意 志 」の意 味 合 いも強 く感 じられ る。She won't listen to

your advice.でwon'tに 「拒 絶 」の意 味 があると言 われ るが 、そ れ と似 たニュアンスを感 じ取 れ る
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かもしれ ない。

 Just as long as you stand by meの"as long as"は 、もともとas_asの 比 較 から生 じた表 現 で 、

「同 じ(時 間の)長 さだ け」とい うことだが 、そこか ら「～ して いる間 は 」となって 、さらに 「～ す る限

りは」とい う「条 件 」の接 続 詞 としても使 われ るようにな ったもの である。You can stay here as long

as you keep quiet.の ように使 えるが 、ここにもその ような意 味 の展 開 が感 じ取 れ るので はない か。

それ が また同 じ「条 件 」でも、ふ つ うに条 件 を示 すifと の相 違 で あるとい うことになる。っ まり、as

long asの 方 が、他 の条件 は排 除 してでも、それ さえ満 たされ れ ば といった 限定 的 な響 きが 生 じ

るの であ る。ちなみ に、「～ す る限 りでは 」とい うと、as far asも 思 い 浮 か ぶ が 、こち らは 「距 離

(far)」と関 連 す るものだ か ら、同 じ「限 り」でも、「～ の及 ぶ範 囲で は 」といった意 味合 いで ある。

asfar as I knowだ とか、 as far as I'm concernedは よく使 われ る表 現 だが 、これ らも「知 識 の及

ぶ 範 囲」「関係 の及 ぶ 範 囲」に言 及 している。これ らは 、as soon asに 類 す る(群)接 続 詞 として

整 理 してお きた い。細 か くなるが、justは 〈ズ レがない 〉がその本 質 で、文 脈 によって 「ちょうど」

とか 「だ け」などとな りる。ここで はas long asを もっぱ ら強 調 して、他 のことは差 しお い て、とにか

く、「ただ"you stand by me"で ありさえす れ ば」と、唯 一 の絶 対 不 可 欠 な条 件 を提 示 して い るの

で ある。

 ところで 、この 歌 のタイトル でもあり、歌 の 中 で何 度も反 復 され るStand by meと い う表 現 は、

どう解 釈 す べ きか。ここでも前 置 詞 のbyの コアイメー ジをつ か むことが 大 切 である(→ 「前 置

詞 」)。ここでは 、「比 喩 的 拡 張(metaphoric extention)」 という観 点 からふれ てお こう。もし、 stand

を身 体 的 な振 舞 として捉 えるな ら、byも 物 理 空 間 的 なイメージ になって 、 Stand by meは 「ボ ク

の そ ば にい て」と解 釈 きれ る。そ れも、当 然 、可能 だ。が 、心 情 的 な(友 情 の)メ ッセ ー ジ と捉 え

れ ば 、「ボクの味 方 でいて 」とか 「ボクを見 捨 てな いで」な どとなるだ ろう。つまり、物 理 的な 「立ち

位 置 」で はなく心 理 的 な 「立ち位 置 」として捉 えるの である。このように、英 語 では 、物 理 的 ・空

間 的 なイメー ジを、目に見 えない抽 象 的 なレベ ル に投 射 す ることによって 、用 法め 拡 張 が起 こ

るとい う現 象 が実 に広 範 にみ られ る。この 比 喩 的 拡 張 の原 理 に慣 れ ることで 、また 、よりしなや

かな解 釈 力 が身 につい てくるの では ないか と思 う。

8-4.Because You Loved Me(Diane Warren,1996)

 Celine DionのBecause You Loved Meは 、冒 頭 の 副 詞 句 の 反 復 が 印 象 に 残 る歌 で あ る。

For+名 詞 の 形 を6度 反 復 して 、ようや く主 文 に た どりつ くとい う展 開 に なっ て い る。文 頭 のFor

～ は
、主 文 に お けるbe thankfulに 対 して 、そ の 「感 謝 」を差 し向 け る先 を示 す もの で あ る。以 下

が 具 体 的 な 表 現 で あ る。For all those times you stood by me/For all the truth that you made

me see/For all the joy you brought to my life/For all the wrong that you made right/For

every dream you made come true/For all the love Ifound in you/1'll beforever thankful baby
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「あなたが そ ば にい てくれ た 時 」「気 づ かせ てくれ た真 実 」「もた らして くれ た喜 び 」「正 してくれ

た過 ち」「か なえ させ てくれた 夢 」「あな たの 中に 見 いだ した愛 」これ らす べ て に対 して、ず っと

感 謝 の気 持 ちを忘 れ ない と。ここで反 復 されるFor+名 詞 は、 be thankfulと つ ながる副 詞 情 報

である。

 副 詞 情 報 は位 置 的 な制 約 が ゆるく、形 式 的 に多 様 で あるとい う特 徴 があ る。まず 位 置 として

は 、文 頭 、文 尾 、そ して 時 に文 中 で 用 い ることが で き、必 要 に応 じて複 数 使 うこともできる。I

woke up[early][in the morning][in order to get an earlier train].であれ ば 、文 尾 で3つ の 副 詞

情 報 が使 わ れて いる。形 式 的 な 多様 性 という点 では 、単 語 として の副 詞 はさて お き、2語 以 上

のカタマ リで副 詞 としてはた らく(=副 詞 チ ャンクを形 成 す る)場 合 、そ こに核 となる副 詞 が含 ま

れるわ けでは ない。副詞 チャンクには 、副 詞 句(ex. to tell you the tmth, fankly speaking, in fact,

etc.);副 詞 節(when I was young, if you insist, as far as I know, etc.);慣 用 表 現(ex. believe it

or not, what is worse, etc.)が ある。これ ら副 詞 句 ・副詞 節 ・慣 用 表 現 は 、それ ぞ れ に固 有 の形

をしてい る(当 然 、「句 」や 「節 」としての 一般 的 形 特 徴 は備 えてい るが)。 この点 、名 詞 チ ャンク

が核 となる名 詞 を含 み([決 定 詞+(数 詞+)(形 容 詞+)名 詞](+後 置 修飾))、 動 詞 チャンク

が核 とな る動詞 を含 む(テ ンス([助 動 詞+][完 了+][進 行+][受 動+]動 詞)の と趣 を異 に

す る。

 歌 詞 に戻 ろう。Because You Loved Meの 最 初 の6行 では 、 For+名 詞 の 副詞 チャンクが反

復 され ていた が、その それ ぞれ の 「名 詞 」に 対 して後 置 修 飾 の表 現 が 続 くため に、や や 複 雑 な

印象 を与 えるかもしれ ない。今 ここで、For+名 詞+後 置 修 飾 とい う形 に注 目して 、以 下 、分 析

的 に記 してみよう(下 線 部 が後 置 修 飾;口 は 関係 詞 またはそ の省 略;Φ は節 中で名 詞 情 報 が欠

けていることを示 す(こ れ は 前 方 に関係 代 名 詞 また はそ の省 略 が み られ る場 合 に姿 を見 せ る

記 号)。

1

2

3

For all those timesQyou stood by me

For all the truth Ithatl you made me see

 For all the joyロ ヱou broughtgto mX lifb

4.For all the wrong ha you madecpright

5.For every dreamQyou madecpcome true

6。 For all the 10veロIfc)und⊆inn you

 1は 、whenま た はthatを 補 って 解 釈 で きる。2.は 、"You made me see the truth"を 前 提 として 、

そ の 種 の 「真 実 」す べ て に 対 して 、3は 、や は りthatを 補 って 解 釈 で きるが 、"You brought the
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joy to my life."を前 提 に、そ の種 の 「喜 び 」べ て に対 してということ。4は 、 You made the wrong

right,(あ なた は 私 の過 ちをた 出 した)を 前 提 として、その 種 の 「過 ち」す べ て に対 して 、5は 、

You made every dream come trueを 前 提 に、そ の種 の 「夢 」す べ てを、そして、6で は、"I fbund

all the l0ve in you."を 前 提 として 、その種 の愛 す べ て に対 して 、と言 っているのであり、これ らは

す べ て次 に続 く1'll be forever thankful babyの"thankful"の 根 拠 なので ある。

 こうしてみ ると、副詞 チャンクの表 現力 は圧 倒 的で あることが確 認 で きると思 う。セ ンテンスの

骨格 だ けに 目を向 けるとす れ ば 、Iam grateful for...し かない のだ が、そ のfbrの(感 謝 の根 拠

を示 す)部 分 が 、文 頭 で これ ほ どの情 報 量 と複 雑 さを伴 って反 復 され ているので ある。しか も、

そのfbrに 続 く名 詞 チ ャンクに後 置 修 飾 が含 まれ てお り、そこには 関係 詞 が使 われ るものもあ

れ ば使 わ れ ないものもある(リズム的な側 面 も影 響 しているか と思 われ る)。

 歌詞 の後 半もみ てみ よう。ここで は、when節 の使 い方 が特 に注 目に値 す る。 You were my

strength when I was weak/You were my voice when I couldn't speak/You were my eyes

when I couldn't see/You saw the best there was in me/Lifted me up when I couldn't reach/

You gave me faith'coz you believed/1'm everything I am because you loved me自 分 が 弱 った

とき に は 「力 」に な り、話 せ な い とき に は 「声 」な り、見 え な い ときに は 「目 」に な り、そ して 私 の 中

に ある最 良 の 部 分 を 見 て くれ た 。手 が 届 か な い ときに は 抱 き上 げ て くれ た 。そ して 、あ な た が 信

じて くれ た か ら私 は信 念 を抱 くことが で きた。私 が 今 の 私 で い られ るの は あ な た が 私 を愛 して く

れ た か ら。そ れ ぞ れ の チ ャン クの 最 後 の 語 が 、weak, speak, see, me, reach, believed, meと/i:/の

長 母 音 を含 ん で い て 、耳 に 残 りや す い 。そ して 、strength(strongの 名 詞 形)とweak、 voiceと

speak、 eyesとseeの 対 比 も巧 み で あ る。そ うい っ た 表 現 の 技 巧 を こらしな が ら、 when節 と

because節 を セ ン テ ンスの 後 半 に 位 置 づ け ることに よっ て 、エ ンドフォー カス 的 に 状 況 を確 認 す

るような ニ ュア ンスが こめ られ て い ることも味 わ えるように した い 。

9.否 定

否 定 とい うの は語 としてみ れ ば、副 詞 にあたるが 、これ はお よそ 「修 飾 」という次 元 で は捉 えられ

ない重 要 項 目で ある。命 題 や 主 張 が肯 定 であるか否 定 であるか は、決 定 的 に重 要 な問 題 であ

るか らだ 。しかし、一 口に否 定 といっても、何 をどの程 度 否 定 す るのか とい う問題 がある。こう捉

えると分 か りや す い。モ ノの存在 を否 定す る"no";コ トの成 立 を否 定す る"not";頻 度 を否 定す

る"never"の3つ を否 定 の 基 軸 として捉 え るの で あ る(田 中2008)。 そ こで 、 He is not a

gentleman.(カ テゴリー としての紳 士 に属 さない);He is no gentleman.(紳 士 としての 度 合 い(程

度)が ゼロだ);He is never a gentleman.(紳 士 として振 る舞 うことが絶 えてない(確 率 的 に0パ ー
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セ ン ト))、とい う具 合 にニ ュア ンス差 を感 じとることが で きる。そ れ ぞ れ 、hardlyはn0tの 、

few/1ittleはnoの 、hardly/seldomはneverの 一 歩 手前 の否 定(準 否 定)を 表 す 、といった捉 え

方 もできる。以 下 、否 定 の基 本 と応 用 という観 点 で 、ImagineとAll You Need Is Loveの2曲 をと

りあげ てお きたい。

9-1.Imagine(John Lennon,1971)

 嚢 纏 轟 藩 霧 ・i踵 驚一

 John LennonのImagineは 、否定語 の"no"が 重要な役割 を果たす歌である。「天国も地獄も

国境も宗教もない」世界を想像 することの大切さを訴える歌だからだ。あまりによく知られている

歌詞 であるが、以下、改めて英語で全体を見直してみよう。

Imagine there's no heaven

It's easy if you try

No hell below us

Above us only sky

Imagine all the people

Living for today...

Imagine there's no countries

It isn't hard to do

ハTothing to kill or die fbr

And no religion too

Imagine all the people

Living life in peace...

You may say I'm a dreamer

But I'm not the only one
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Ihope someday you'll join us

And the world will be as one

ここで 特 に注 目したいの は 、"no+名 詞"(no heaven, no hell, no countries, no religion)の 表 現

であ る。そ の 中 で 、特 に、no countriesに フォー カスをあ てて み た い 。セ ンテ ンスで み ると、

Imagine(that)there's no countries,と なっていて、なぜ ここで 、 there's(there is)となって いて 、

there areで ないの か と、一 見 、不 思 議 に思 える。文 法 的 に は、複 数 な のだか らareで なくて はい

けない ので はな いか と。しか し、これ は、よく考 えてみ るとそれ な りに理 由があ ることに気 が つ く。

とい うの は、countriesと い うのを複 数 の国 ととらえれ ばそれ を否 定 す るの は、複 数 の否 定 である。

There are[no countries]と 言 えば 、それ は 複 数 の 国 が存 在 す る状 況 をゼ ロで捉 えて、国 が無

い ということになる。しかし、There is[no countries]と い うの は、 countriesと いう国 が複 数 あ る状

態 を国 境 で世 界 が 分 断 され てい る状 態 ととらえれ ば 、それ を1っ のユ ニットの ごとくとらえて 、

There is no countriesと す るの がより自然 であるとい うことになるので はないか 。ちなみ に、 I have

no brother.もIhave no brothers.も 両 方 可 能 だ が、後 者 は複 数 の兄 弟 がいる状 況 を想 定 してそ

れ をゼ ロ化 す るという発 想 である。

 ここで 同 じ否 定 であっても、noとnotが どう違 うか を整 理 してお こう。 noと は 、モノの存 在 を否

定 す るもの であり漢 字 で言 え ば 「無 」にあたる。一方 、notは コトの成 立 を否 定す るもので 「否 」に

あたる。そこで 、Idon't have any money.と い うの は、 I have some moneyと いう命 題 を否 定 して

いる(「お 金 を持 っている」わけで はない)の に対 して、Ihave no moneyだ と、私 が所 有す るお

金 の 量をゼ ロとして捉 えているという発 想 になるのである。同様 に考 えると、He is not younger

than I am.で あれ ば 、 He is younger than I am.と い う命 題 の否 定で あるか ら「彼 は私 より若 い 」わ

けで はない=「 同 年 齢 か年 上 」となる。一 方 、He is noyounger than I am.だ と、「彼 が私 より若

い度 合 い はゼ ロ」となって 、両 方 老 けてい るといった意 味 合 い にな る。Awhale is no more a

fish than a horse is.という有 名 な例 文 が あるが 、これも同じ発 想 で理 解 可能 である。つ まり、「ク

ジラが魚 である度 合 い は 、ウマが魚 である度 合 い と比 べ て、ちっとも多 くない」ということで 、「ク

ジラが魚 でないの は ウマ と同様 」となるとい う具 合 である。

 歌詞 の解 釈 に戻 ろう。Imagineの 歌詞 の 内容 をよく理 解 した上 で 、自分 なりの 印象 を英 語 で

表 現 す るとい うタスクを課 す のは どうだろうか 。メッセー ジ 内容 を自分 なりの言 葉 でパ ラフレーズ

してもよし、リアクションを加 えてもよし。例 えば 、以 下 の ような 回 答 が 可 能 だ が、これ は 「理 解 」

と「産 出 」を兼 ね備 えた 「解 釈 」の実 践 例 であると思 う。

    /亡〃〃慾 耀 ∫クグ吻 と酌躍2鷹 彪∠∠s〃〃〃昭P仰 ∠〃 妬〃肱力励 〃吻 舵

〃・カ〃酌86々"〃o細 吻 κ ∂魏 π吻 伽 と勿 砺 ψ ∫の 酌勿 〃・吻 と勿 〃∂∠eto
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@4∠ グ2⑳ ρ緬6〆wovCd励 あカWDu∠ グ6e∠ess to〃狛 ∠e tO∠Gレe∠陥 酌ク妬 酌8ρ 彫 昭 吻

妬〃w.we〃tr ust yea∠Szeピカ6彫 ∠5苑oカ6ク 曜死28〃 曜u.s,妬 〃〆カ6∠∠勿∠〃w us。7カ ∠∫∠∫訪8

∫∠κ9∠eP彫o勿 婿 吻 πグ 酌縦 訪6彫 ∠5励 あカ 〃 κo吻 苑θ6砒 勿 力847曜〃 〃 勿 ∠C,

雄P〃 乞諺昭 必 加 レγwe勿 勿 躍as酌6加 〃6〃陥 〃ce.ゲSO,彫 緬 曜to惚 クぎとGIGS

〃〃πグas∠ と ∠5∠∠泌紹 吻6酌 〃 ∠苑 ρ〃06加 κグ ∠κ カ〃碗S勿u∠ 諺 〆tO動 〃 ∠諺6

膨 ノ訪〃屠 々〃 ∠昭 〃0カ 〃酌8〆 β〆 〃加 セ昭κYeas〃 ⑳ 励 げ酌6〆Gt GS妬 ク吻 妬ク∠GS〃L,

re吻G.〃 ち 〃 ク昭 〃訪〃 二伽 ∠〃9〃

  /7『望 躍 〃κ ∠〃しク9∠鰐 助蹴 酌磨 吻 πグ加 ∫〃し〃朋 吻 雌 ∠8殿 妬癩%鵡 酌幽 酌躍

WDu∠ グ 勿 岬cause酌 クとJustefees peop∠e々 ∠∠∠加 θ 〃oカ 〃酌6κ β〆ク昭 溜 吻 〃L〃

〃移 〃雇2冴 吻 苑 酌彰 勿∠〃吻to./々 卿 犀3〃 鴎彰∠5勉/〃 〃乙ク グ彫ク〃L6κ 翫 と

彫〃66〃乙8〃 出勿 と/q〃 むw〃ど酌〃 拓勿 〃ψ書訪舵 〃彫 〃L2暫 〃酌6κ 卿 〃〃し〃s∠ 〃ε8〃L乙

・4苑〃〆/Grope s〃46勿3砺 酌6浄 彪 掲3〃 昭 ∠
.μ 〃 κ∫2∫ 伽o訪 〃 卿 〃〃し8κ功8絢 出舵

吻4〃/解 彦∠勿 κκ5諺グ応 〃鰐5∠ 死46∂ 〃 告グ〃〆珈 冴〃ties.

9-2.All You Need Is Love(Lennon‐McCartney,1967)

 これもBeatlesの 有名 な歌だ が 、音楽 的 には4拍 子 と3拍 子 を組 み合 わ せ た面 白さがあるとさ

れ る。歌 詞 は 単 純 なもの とば か り思 ってい たが 、 改 めて見 て みるとかな りクセもの のようで ある。

ちな み にwikipediaに は 、「二 重否 定 を多 用 したポジティブ な歌詞 も印 象 的 」と記 されてい る。

この歌 の 歌 詞 に 二重 否 定表 現 が 多い の は確 か であ る。が 、それ が 「否 定 ×否 定e肯 定 」といっ

た意 味 合 い の用 法 で あるか どうか は検 討 を要す ると思 われ る。ここでは 特 にそ の点 に注 目して、

実 際 の 歌詞 をみ てみ よう。There's nothing you can do that can't be done/Nothing you can

sing that can't be sungと いう最 初 の2行 。た しか に、「君 ができることで、で きない ことはな い」

「君 が 歌 える歌 の 中で 、歌 えないもの はない 」と読 む の は 可 能 だし、また 、そう読 む の が一 般 的

である。そして、そう読 む と、手 放 しに肯 定 的 なメッセ ージ を押 し出 して いる感 じが す る。しか し、

そ の後 はこう続 いてい る。Nothing you can say/But you can learn how to play the game/lt's

easy「 何 も言 えなくたって、ゲー ムのや り方 は 覚 えられる、簡 単だ よ」と。

 そ の後 、All you need is loveが 連 呼 され るの だが 、[All(that)you need]と は[全 て← それ は君

が 必 要 としている】とい うことだか ら、All you need is loveは 「君 には愛 があれ ばい い(君 が 必 要

な のは愛 だ けだ)」となる(類 似 の"all+SV"の 表 現 に 、 All I want is you.(欲 しいの は君 だ け)/

This is all I have to say.(言 い たいことはこれ だ けです)/All you have to do is wait.(君 は 待 っ

てい れ ば いい のさ)な どがある)。歌 詞 に戻 ると、All you need is loveは 、きっ とhow to play the

gameを 受 けたセリフであり、それ が いわ ばゲ ー ムのル ー ル とでも言 うべ きものか 。愛 さえあれ ば 、
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あ とは何 もい らない。あとは何 もで きなくてもい い 、余 計 な歌 など歌 えなくてもいい 、と訴 えてい

るように思 えてこない だろうか。

 もし、そうだ とす ると、冒頭 のThere is nothing you can do that can't be doneは 、む しろ、「で

きな いことは 、で きない 」と捉 える方 が より自然 だ とい うことになる。できないことを無理 してや ら

なくてもいい んだ よと。「で きることで 、できないことはないjと 「できない ことは 、できない 」の いず

れ の 解 釈 も可 能 ということにな るのだ が 、す で に述 べ たように一般 的 な解 釈 として は前 者 であ

ろう。それ は 、nothingに 対 して 、 you can doで しかもthat can't be doneと 言 えるような範 囲 に

絞 り込 ん で いくはず だ か らだ。しかし、この歌 が意 図 しているは ず のメッセー ジとして解 釈 す れ

ば、There is nothing you can doで 「で きることなど無 い 」とい う否 定 の 内容 をいったん差 し出し

てお いてか ら、そ の 「こと」にthat can't be doneを かぶ せ てい る感 じがす る。「で きることは何 もな

いよ。そ れ がで きない ことな らね 」という捉 え方 である。歌詞 の後 半 を見 ると、このあたりのことも

確 認 できる。

 歌 詞 の後 半、Nothing you can know that isn't known/Nothing you can see that isn't shown

という表 現 が 出 てくる。ここは や は り、「知 ることがで きるものな どない よ、← 〈それ(that)〉が 知 ら

れ ていな けれ ば ね。目にす ることが できるもの などない よ、← 〈そ れ(that)〉が示 され てい な けれ

ば ね 」といった解 釈 が 自然 で ある。Nowhere you can be that isn't where you're meant to be.と

続 くが 、これ は 、「どこにもい られ ない よ、← 〈それthat)〉 が 君 が本 来 い るべ きと意 図 された 場 所

(where you're meant to be)じ ゃなけれ ば ね 」ということである。自分 の居 場 所 で はないところ に

な んてい られな いさ。でもい い んだ よ、そん なところ無 理 して行 かな くたって。愛 が あれ ば い い

ん だ と。メッセー ジ の単 純 さを裏 切 るような構 文 的複 雑 さをもっ 、不 思議 な味 わい のある歌 であ

る。

10.代 名 詞

,こでは主 に人称代名詞 に注 目する
。人称代名詞 は、主格だけであげれば1,you, he, she, we,

hey, itがある。これらは英語学習の初級者が活用を覚えるときに意識して学ぶ項 目だが、その

変、ディスコースの中でどのようにそれらが機能す るかという観 点から訓練される機械 がなかな

aないように思われる。しかし、会話や物 語を始 めとして、日常的な人 間関係 を語 る際には絶

えず出てくるのがこれらの人称代名詞であり、それらが誰(何)を 指標しているかを正確 に把握

"きなけれ ばコミュニケーションが破綻 してしまうほど重要な項 目である
。語 りの主 体と対 話空

間をイメージして、人称代名詞の指標 対象をお おまかに要約 すれ ば、こうなる。1人 称は 「語り

の主体」、2人称 は「対話の相 手」、3人称 は 「対話空間 に存在しないがすでに言及 されている
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(常識 的 にわ かる)人 ・物 」に言 及 す る。この 点 を、ふ まえて人 称 代名 詞 を見 直 してみ ると、これ

まで 見 えなか ったことが浮 上 してくることがあるは ず である。そこで 、人 称 代 名 詞 に焦 点 をあて

て、以下 、You Belong With Me, I Want It That Way, Change, That's The Way It Is, Beat It!の5

曲 をみ てみ よう。

10-1.YouコBelong With Me(Taylor Swift and Liz Rose,2009)

 このTaylor Swiftの 歌 は 、人 称代 名 詞 の使 い 方 と場 面 展 開 が面 白い。 You're on the phone

with your girlfriend, She's upset/She's going off about something that you said/She down't

get your humor like I da歌 い 手 は 自分 が 思 う男性 に対 して"you"と 語 りか けて いるが 、彼 は 電

話 でgirl丘iend(=she)と 話 してい る最 中。彼 女 は ある理 由で キレて いる。彼 女 には あなた のユ

ーモ アは分 か らない のよ
、「私 」み たい には(like I do)、 と言 って いる。場 面 が変 わ って、1'm in

the room, it's aりpical Tuesdの バnigh〃 乃n listening to the kind o/music she doesガt like/.4加 「

she'll never knowyour story like I doい つも通 りの火 曜 の夜 、「私 」の 部屋 。音 楽 を聞 い ていて

も、つ い彼 女 と自分 を比 較 してしまう。

 さらに彼 女 と自分 の違 い を強 調 して、こう続 ける。But she wears short skirts,∬wear t-shirts/

She's cheer captain and I'm on the bleachers「 彼 女 」は チアの キャプテンで 目立 っ けど、「私 」

は 外 野席 で(on the bleachers)地 味 に応 援 す る。彼 はアメフトか何 か のスポーツ選 手 なのかもし

れ ない。が 、ここでも、「彼 女 」と「私 」の彼 を見 る視 線 の相 違 を比 喩 的 に表 現 してい る可能 性 も

ある。「私 」の本 当の 思 いは と言 え ば、Drea〃zing about the day when you wake up andfind(あ な

たが 目覚め て気 づ いてくれ る 日を夢 見 ている)/That[what you're looking fort has been here

the whole time([あ なたが探 して いた存在]は ず っとここにい たとい うことを)とい うものである。乙

女 の 恋 心 を同 性 のライバ ル との 対 抗 意 識 に焦 点 をあてて描 い てい るのだ が 、そ れ がyOUと

sheと1の 使 い方 によって巧 み に描 かれ てい ることに気 が つ きたい。人 称 代名 詞 の用 法 か ら、

人物 相 互 の 関係 をっか む とい うの は、物 語 や 小 説 などの理 解 に おい ても大 切 な要 素 である。

10-2.IWant It That Way(Max Martin and Andreas Carlsson,1999)

これ はBackstreet Boysの 歌 だ が 、タイトル にも含 まれるitとthatの 使 い方 に学 び の 要 素 があ

りそうだ。You are myfire/7'he one desire/Believe when I say/lwant it that way「 君 」は 「僕 」

の 恋 の炎 を掻 き立てる存 在 だ 、だか ら僕 がIwant it that wayと 言 うときに はそれ を信 じて欲 し

い 、と言 ってい る。ここで のthat wayと は おそ らく「僕 」が今 語 っていた何 か を指 しているの であ

り、itは 「君 」と共有 されてい るはず の話 題 を示 してい るはず である。そ の話 題 とは、ふ っ うに考

えて、ふ た りの 関係 がどうあって欲 しい かといったことだろう。thatはthisと 対 比 され る「指 示 」詞
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だ が 、itは 何 か を直接 指 す ので は なく、「話 し手 が 聞き手 と共 有 す る話 題 を(具 体名 詞 を使 わ

ず に)示 す 」ときに使 う。例 えば 、ひ としきり説 明 を終 えた 人 が 、That's lt.(まあそん な ところで

す)と 言 ったりす る。このthatは これ まで述 べ てきた 言葉 を指 し、 itは 共 有(期 待)さ れ ている話

題 を示 す ものである。

 しか し、彼 のIwant it that wayと い う訴 えは彼 女 には届 か ない。二 人 の世 界 観 が 違 うか らだ 。

それ を男 の 側 の視 点か らBackstreet Boysは こう歌 ってい る。 But we are two worlds apart/

Can't reach to your heart/When you say/That l want it that wayこ こでwhen you say that I

want it that wayと い うとき、 youは 「君 」、1は 「僕 」にあたる。とい うことはつ まり、同 じ"I want it

that way"で あっても、男 の1の 視 点 か ら観 た場 合 と、女 のyouの 視 点 を介 した場 合 とでは意 味

す る内 容 が違 ってしまって いるとい うことになる。共 有 の話 題(it)そ のもの にはズ レは ない はず

だ が、一 方 、that. wayのthatの 内 実 は1二 人 がそれ ぞれ の視 点か ら指示 す るものであるため

に 、微 妙 にあるい は 大 きくす れ ちが って しまっているの で はない か。そうであ るとす れ ば1そ れ

こそが"two worlds apart"と いう状 況 をもたらして いるとい うことでは ないだ ろうか。

10-3.Change(Taylor Swift,2008)

 ふ たた びTaylor Swi ftの 歌 を取 り上 げる。身 近 な内容 を易 しい語 彙 で 語 っている。表 現 の断

片 が 自然 と連 鎖 してい く様 が 、ふ だ んの会 話 で のや りとりを想 起 させ る。しか し、だ からこそ、そ

の 状 況 がイメージ できない と、ストー リー の流 れ に乗 れ な くなってしまう。この歌 は 、いつ も思 い

を遂 げ られ ない 女 友 達 へ の励 ましの言 葉 のようである。And it's a sad picture, the final blow

hits you/Somebody else gets what you wanted again and/You know it's all the same, another

time and place/Repeating history and you're getting sick Of Itい きな り「悲 しい絵(a sad

picture)」 とは何 か 、と思 うかもしれ ない。が 、これ は 「悲 しいこと(状 況)だ わ ね 」とい う同 情 の シ

グナル で あろう。以 下 、こん なセ リフが続 く。「とどめ の一 撃(the final blow)く らっちゃって。また

誰 か に取 られ ちゃって。時 間 と場 所 が違 うだ けで、同 じことの繰 り返 し、もうウンザ リでしょ」と。

 何 度もitが 出 てくるが 、これ はや は り話 し手 と聞 き手 の あいだで 共 有 され る状 況 が話 題 にな

ってい るとい うことか と思 わ れる。この 歌 は、いきな りAnd it's a.-.か ら始 まる。これ は 、きっとyou

にず っと語 りか けてい る途 中 か ら歌 が始 まってい るということであろう。だ か ら、歌い 手 とその 語

gか け る相 手(you)と の 間 で 共 有 され る状 況 が あ り、そ れ が 、 it's a sad picture/it's all the same/

you're getting sick of itに お けるitに こめ られ ているのであろう。この後 、二 人 の絆 を感 じさせ る

セ リフが 出 てくる。But l believe in whatever you do/And l'll do anything to see it throughあ な

た が何 をしようと私 は信 じてい る。最 後 まで見 届 けるた めなら何 でもす る、と。believe inは 何 か

の 内 にそなわる価 値 を信 ず るとい う意 味 合 いで ある。throughは 筒 をくぐり抜 けるようなイメー ジ
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から、see_throughで 「_を最後まで見届ける」といった感じである。なんとしても女友達 の恋

の成 就を助 けたいということか。

10-4.That's The Way It Is(Max Martin, Kristian Lundin and Andreas Carlsson,1999)

 Celine Dionの こ の 歌 も、itとthatの 用 法 で 注 目 に値 す る。 I can read your〃wind and I know

your story/and I see what you're going through yeah/It's an uphill climb, and I'm feeling

sorry/But I know it will come to you yeah再 び 、女 性 が 恋 に 悩 む 同 性 の 友 を励 ます 歌 の ようで

あ る。 「あ な た の 気 持 ち は わ か るわ 。今 ど ん な 思 い を して い るか 」とい った 出 だ しで あ る。what

you're going throughは 「あ な た が 通 り抜 けて い ること→ 経 験 して い ること」。It's an uphill climb

は 「険 しい 上 り坂 」で 、辛 い ことを喩 える表 現 で あ る。このitも 既 出 の 名 詞 を 「指 す 」の で は な く、

今 「話 題 として 共 有 」され て い る(youの)恋 愛 経 験 を示 して い る。 I know it will come to youは 、

そ れ が や っ て くる(き っ と成 就 す る)と い う励 ましの 言 葉 で あ る。come to youと い うの も物 理 的 な

移 動 で は な く、事 態 の 変 化 として 「あな た が 期 待 して い るようにな る」とい った 意 味 合 い で あ る。

 It'san uphill climbのitもIknow it will come to youのitも 、1がyouと 共 有 す ると想 定 して

い る話 題 を示 して い る。ここで は 、恋 愛(ま た は そ れ が 成 功 を 収 め る状 況)で あ る。後 半 に も、そ

の ようなitが 何 度 も 出 て くる。 When you want it the most, there's no easy way out(本 気 に な って

求 め るとき、簡 単 な 答 な どな い)/When you're ready to go and your heart's left in doubt(も う行

け ると思 っ てもまだ 迷 って しまうとき)/1)on't give up on your faith(信 念 を捨 て ちゃ ダ メ)/Love

CO〃zes to those who believe it(愛 は 信 ず る者 の もとに 訪 れ る)/And that's the way it is(愛 っ て そ

うい うもの な の よ)最 後 のThat'sthe way it isに お い ても、itは 共 有 の 話 題(=恋 愛 経 験)を 示 し、

thatは 前 文 の 内 容 を 指 して い るとい うことが 確 認 で きる。

10-5.Beat It!(Michael Jackson,1983)

 Michael Jacksonの ヒット曲 だ が 、ギ ャング だ か 不 良 だ か に 挑 まれ て 、さあ 戦 うか 逃 げ るか とい

う局 面 でBeat it!と叫 ぶ 歌 で あ る。「逃 げ る;ず らか る」とい う意 味 の 慣 用 口語 だ が 、このitは 何 か 。

起 源 は よくわ か らな い が 、一 説 に 、あわ て て そ の 場 を去 るときに 「地 面 」を蹴 って 行 くことが 常 識

的 に わ か るた め に 、そ れ をbeat itと 表 現 した の で は ない か とされ て い る。時 間 、距 離 、天 候 、状

況 な どを 常 識 的 に 共 有 の 話 題 としてItで 示 す の と似 て い る。 They told him don't you ever

come around here/Don't wanna see your face, you better disappear/Thefire's in their eyes

and their words are really clear/So beat it, just beat itこ こで はit以 外 にも、人 称 代 名 詞 のthey

(their), him, you(your)か ら人 物 関係 をよりクリア に つ か む ことが で きる。

 They told him don'tyou ever...と な っ て い るが 、これ は"Don't you ever come around here"

58



(ここらに二 度 と来 るん じゃね えぞ)と いう脅 し文 句 をよりダイレクトに思 い起 こしてい るた め に起

こった人 称 の横 滑 りである(教 科 書 的 には、They told him never to come around here.な どとす

べ きところ)。だ から、ここで はhimとyouが 実 は 同一 人 物 を指 してい ると気 づ かなくて はな らな

い。Don't wanna see your face, you better disappearは 、丁寧 に言 え ば"(We)donりt want to

see your face;you(had)better disappear."と なる。セリフの 主(We)は 冒頭 のTheyと 同 じグル ー

プ。The fire's in their eyes and their words are really clearは 、語 り手 の視 点(1が 出 てこない こ

とに注 目)か ら、彼 らが 「マ ジ切 れ 」して い る状 況 を描 写 してい るの で ある。しか し、テンス は

wereで はなくareと なっているところが面 白い。冒頭They told...となってい るの だが 、ここで は

areな のだ 。

 The fire's in their eyes and their words are really clearは 、語 り手 が 事 後 的 に振 り返 って描 写

してい る場 面 では ない のだろう。む しろ、「今 ・ここ」で す ごん でい る相 手 の 目に燃 え盛 る怒 りの

炎 を見 て、「マジだ なコイツラ」と感 じている主 体(himで 示 され た人 物)に な りきって いる語 りな

のだ。だ とす れ ば 、wereよ りareが より自然 で 、か つ 、よりリアル だ。その リアル な語 りを耳 にして

い る聞 き手 にも、「どうす る?ヤ バ い そ!」 とい った気 分 が伝 わってくるかのようである。そ こで 、

So beat it, just beat itとい う叫 び が連 呼 され る。この臨場 感 がつ か めれ ば、 Beat it!のitも 、共 有

され る状 況 が 前提 にあるとい うことが感 じられ るの では ないだ ろうか。

11.Wh節

  節 と言 えば、まず思 い浮かぶのは、疑 問文や 間接 疑問の用法である。間接 疑問とは、疑

問詞が導 く節が文 中で埋め込み節(名 詞 節)として機 能するものである。これは疑 問文に続い

て習得される項 目であるが、語順 の問題などもありその安定的な習得は容易ではないとされる。

しかし、wh一系の語彙項 目は、疑 問詞のみならず 関係詞の用 法も有している。その節内の構造

は、実は、間接疑問と同様 である。異なるのは、当該 の節とその節の外側 とのつながりである。

前 に名詞があって、それ に対す る追加 情報としてwh一 が提示 されていれ ば、それは後置修飾

を導く関係 詞 の典型 的な用法 である。その節 自体 が名 詞 として振 る舞 う場 合 には、それは埋

め込み節(間 接疑 問)として理解 される。だが、そもそもこの種の用語 に基づく議論こそが学習

を阻害す るという指摘もある。そこで、一例をあげて、本 質を要約 してみよう。Iremember the

day[when I first met you].で あれ ば、 I remember the day(そ の 日を覚えている)when(い っかと

言うと)Ifirst met you(君 に初 めて会った)という具合に理解できる。このとき、 whenは 、前の名

詞 に対して追加情報を示すシグナルである。一方、Idonラt remember[when I first met you].で

は、when I first met you自 体 が、「いつ君 に初めて会ったか」という名詞情報として捉 えられる。
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こだ 、いず れ に しても、whenが 「いつ か 」とい う時 の情 報 とつな がっているとい う気 づ きを忘 れ

は ならない。それ を忘 れ ると、文 法 用 語 に依 存 して用 法 を分 類 す るという機 械 的 な作 業 に陥

てしまうか らだ。以 下 、wh節 の用 法 に関 連 す る歌 として、 As Long As You Love Me, Part 0f

our Worldの2曲 をみ てみ よう。

11-1.As Long As You Love Me(Max Martin,1997}

 一 目 惚 れ して 盲 目の 恋 に 落 ちた 男 性 が 、そ の 想 い を相 手 の 女 性 に告 げ る歌 。WH節 の チ ャ

ンクに 注 目す ると面 白 い 。Although loneliness has always been a friend of mine/1'm leaving

my life in your handsの 冒 頭 部 分 、現 在 ・完 了 のhas beenは これ まで の 経 緯 で 「孤 独 が 友 だ っ

た 」とい う状 況 を示 して い るが 、rm leaving my life_.は 今 進 行 中 の 状 況 で 、す べ て を 投 げ 出

す ような 思 い を伝 え て い る。-People say I'm crazy and that I am blind/Risking it all in a glance

こ の 状 況 で の 周 囲 の 人 の 発 言 が 、(that)rm crazyとthat I am blindと い う節 の 内 容 で あ る。

risking it all in a glanceは 「一 日 見 た だ け で 無 茶 な ことを」とい っ た 意 味 合 い で 、批 判 す る人 の

視 点 か ら「オ レ("1≫)」の 振 る舞 い を動 的 に描 写 した もの で あ る。

 こ こまで 通 して み る と、Although loneliness has always been a friend of mine/1'm leaving my

life in your hands/People say I「m crazy and that I am blind/Risking it a11 in a glanceと な るが 、

ここで のitは 単 にmy lifeと 対 応 す ると考 えるよりも、「この 男 性 が 孤 独 な 過 去 と決 別 して 、自 分

の す べ て を 投 げ 出 す ような 恋 の 相 手 を選 ぶ とい う重 大 な 決 断 をす るとい う状 況 」を 、共 有 の 話

題 として 示 して い ると考 え られ る(→ 代 名 詞)。 しか し、彼 は こん な ふ うに ノロケ るの だ 。And how

you got me blind is still a〃tystery/lcan't get you out ofmy head「 ど うや って 君 が 僕 を夢 中 に さ

せ た の か 」が[how you got me blind]の 節 チ ャンクで 、そ れ はamysteryな の だ と。

 And[how you got me blind]is still a mysteryで は 、 How did you get me blind?と い う疑 問 文

が[名 詞 の カ タマ リ]に な っ て 埋 め 込 まれ た と考 えることが で きる。Ican't get you out ofmy head

は 、my headを 「思 考 ・記 憶 の 場 」と捉 え て 、「そ こか ら外 に 出 せ な い(can't get you out of...)」 、

つ ま り、「君 を忘 れ られ な い 」とい うこと。第 一 連 、次 の セ リフ で ひ と段 落 す る。Don't care what is

written in your history/As long as you're here with〃to君 の 過 去 は 問 わ な い 、一 緒 に い て くれ

れ ば と。[what is written in your history]もWhat is written in your history?を[名 詞 の カタマ リ]と

して 、(1)don't careの 対 象 として い ると考 え れ ば 理 解 しや す い 。

 こ の 歌 、実 は 、次 の コー ラス の 部 分 が 一 番 面 白い 箇 所 だ 。Idon't care who you are/Where

you'refrom/What you did/As long as you love meい くら一 目惚 れ して 、盲 目の 恋 に 陥 っ て し

まった に して も、そ の 相 手 にIdon't care who you are.と ま で 言 っ て しまうとは 恐 れ 入 る。 I don't

care(構 い や しな い)の 対 象 として 、[who you are][where you are from][what you did]の3つ の
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WH節 が続いている。これらはそれぞれ"Who are you?""Where are you from?""What did

you do?"という疑 問文が前提 にあって成立す る名 詞節 である(語 順 の違 いに注意;い わゆる

「間接 疑問」では倒置 が起こらない)。まさに、これ らの事柄 は不問 に付 すと言っているわ けで

あるが、こんなことを言 われて、はたして相 手の女性 はどう思 うのかと少 し心配 になりはしない

だろうか。

11-2.Part Of Your World(Alan Menken and Howard Ashman,1989)

 Disney映 画 の 中でもThe Little Mermaidは 最も音 楽 的 に美 しいもの であろうと思 われ る。主

人公 は 人 魚 姫 のArielだ が、彼 女 の 恋 心 を語 る場 面で 歌 われ るの がPart Of Your Worldで あ

る。この歌 は 造 語 的 表 現も含 まれ てお り歌詞 の 内容 は決 して単 純 で はない。しか し、WH構 文

とING形 にフォー カスをあてることで 、そのメッセ ー ジをより鮮 明 に感 じ取 ることがで きるように

なる。例 えば 、アリエル が 浜 辺 で 出 会 ったエ リック王 子 に恋 心 を抱 き、地 上 に行 ける 日を夢 見

て"Iwarina be where the people are"とつ ぶ や く場 面 がる。このwhereは 一 般 に先 行 詞 を省 略 し

た関 係 副 詞 とされ るが 、疑 問詞 の理 解 をもとに解 釈 で きる。つまり、[where the peop1e are]は

「どこか とい うと、あの 人 たちが いる(ところ)」という具 合 である。Up where they walk/Up where

they run/Up where they stay all day in the sunも 同様 で 、このUp whereの 反 復 は海 底 か ら地

上 を恋 い 焦 がれ 仰 ぎ見 るアリエル の切 なる思 い を伝 えて いるのである。

Flippingア ・urfinsア ・u d・n't get t・・far/Leg・are requiredforjumping, dancing/距 ・1伽9

along down a/What's that word again?/Sheetの くだ り、"What's that word again?"は"down a

 street"と言 お うとして地 上界 の 「道 」とい う語 が にわか に思 い 出せ ず 挿 入 した 問 である。ここ

でrN-G形 に注 目す ると、 flipping(海 中 の行 為)とjumping, dancing, stro11ing(地 上 の行 為)は 、

い ず れ も連 続 的 なイメージ でありなが ら「海 中 」と「地 上 」の行 為 として対 比 され てい る。前 者 は

分 詞 、後 者 は動 名 詞 と用 語 的 に分 類 したとしても、rNG形 の 視 覚 的イメー ジが彷 彿 としてこな

い とメッセ ージ の把握 が曖 昧 になってしまうだ ろう(→ING)。

 歌 の タイトル につ いても興 味 深 い 点が ある。タイトル がPart()f Your Worldと なっているにも

か か わ らず 、Arielは"part of that world"と 言匠っている。このthatは 、手 が届 く距 離 を示 すthis
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に対 して、手が届かない領 域を示す指 示詞であり、それは海 底からは届き得 ない地上を遠く

見つ めるアリエルの視線 の方 向を示しているようである。また、(1)Wish I could be part of that

worldに おける仮定法 のcould(現 在の状況 に対して使われる過去形)は 、現 実から離れた仮

想状況を描くことに貢 献している。遠く離れた陸の上であの人 と暮らしたいという自分の願 望 は

実現し得ない修い夢に過ぎないという切なる心情が、助動詞couldと 指示詞thatに もこめられ

ているのである。

12.助 動 詞

助 動 詞 には、分詞(ING/done)と 結 合 す るbe/haveも あれ ば 、疑 問 ・否 定 ・強調 などの機 能 を

明 示 す るdoも ある(田 中2008)。 が 、ここで は 「法 助 動 詞 」に注 目したい。法 助 動 詞 は 、 may,

ust, can, wi11, should, wouldな どで 、「法 」とは、心的 態 度 、ひた らく言 え ば、「心 のありよう」と

い うことである。つ まり、これ らの法 助 動 詞 を使 った表 現 は、話 し手 の 心 のあ りようが そこにこめ

られ てい るとい う意 味 で 、主 観 を前 面 に出 した(態 度 表 明 的 な)表 現 にな る傾 向 があるとい うこ

とになる。She is studying in the library.は 客観 的 な事 実 陳 述 文 とみな されるが 、 She may be

studying in the library.とす れ ば 、そこには話 し手 の 主観 的 な判 断 がこめられ てい ることになる。

この種 の認 識 を表 す 状 況 で は 、法 助 動 詞 は概 して 「推 量 」の意 味合 いが 生 じる。一 方 、対 話 的

な状 況 で使 えば 、Will you_?Can I_?な どの用 例 か ら容 易 に察 しがつ くように、多 くの会 話 機

能 表 現 を生 む。これ も、話 し手 が 聞 き手 との 間 で態 度 表 明をす る(あ るい は それ を調 整 す る)こ

とから生 じるもので ある。法 助 動 詞 の 用 法 で 、特 に 、注 目したいの は 、現 在 の状 況 を指 して使 う

ould, could, mightな どである。これ らは 、 r歩 引いた感 覚 」を表 す ことか ら、断 定 を避 けた椀

曲表 現 になったり、相 手 と距 離 を置 いた丁 寧 表 現 を生 む 。また 、現 実か ら距 離 を感 じさせ ること

か ら、や が て、これ が仮 想 状 況 を述 べ る仮 定 法 ともつ ながっていく。このような法助 動 詞 の表 現

のポテ ンシャル に注 目しなが ら、以 下 、May It Be, Viva La Vida, Chasing Pavements, I Don't

 ant To Miss A Thingの4曲 に言 及 して みたい 。

12-1.May It Be(Enya and Roma Ryan,2001)

 EnyaのMay It Beは 、映 画 ロー ド・オブ ・ザ ・リングズの エンデ ィングで使 われ た 曲である。タ

イトル でもあるMay it beと い う表 現 は 、歌詞 の 中 にも繰 り返 し現 れ る。この歌 を通 じて 、助 動 詞

mayに つ い て少 し考 えてみ よう。タイトル でもあるMay it beと い う表 現 は、歌 詞 の 中 にも繰 り返

し現 れ る。May it be an evening star shines down upon youと いう冒頭 の1行 もそ の例 である。こ

れ はMay it be that...とい うふ うに内 容 節 を導 くthatを 補 うと、「祈 願 」のmayと 呼 ばれ る用 法 だ
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とわか る。辞 書 をひ もとけば 、May the new year bring you happiness!やMay you be very

happy!と いった例 文 が見 つ か るだ ろう。この助 動 詞mayは 、「妨 げ がない」とい う話 し手 の判 断

を表 す と捉 えれ ば 、い ろい ろな用 法 がカバ ー できるようになる。「祈 願 」であ れ ば 、「そ うなること

に妨 げが ないように」といった捉 え方 になる。Mayを 文 頭 に出 す ことで、単なる推 量 で は なく、

「妨 げなかれ 」とい う願 望 が感 じられ るようになるのである。後 半 に 出てくる、May it be(that)the

shadow's call will fly awayとMay it be(that)you journey on_.も 同様 である。旅 路 を行 く大 切

な人 に、不 幸が 降 りか かることなく無 事 に旅 を続 けて欲 しい 、と祈 るような表 現 である。

12-2.Viva La Vida(Guy B erryman, Donny Buckland, Will Champion and Chris Martin,

2009

 ColdplayのViva La Vidaの 冒頭部分で、「過去の習慣 」について考えてみよう。 Wouldと

used toの 違いは何か。この歌 は、革命 に敗れて絶海 の孤 島で己の半生を回想するナポレオ

ンの心情を描 写しているという説があるが、それもうなずける。ちなみに、アルバム ・ジャケ ッ

トの絵 は ドラクロワ 『民衆 を導 く自由の女 神 』(1830)で あ り、時代背景 を彷彿 とさ

せ る。 また、Viva La Vidaと いうタイ トルは、メキ シコ人画家 フリーダ ・カー ロの代

表作(1954)の 表題で もある。VivaコLa Vidaは スペイ ン語で、「生命万歳(美 しき生命)」

といった意 味合 いで ある。なかなか に入 り口か ら想像 力 を掻き立てる歌 である。

VTVA乳A V要DAl{調

 この 歌 は 、1人 称 の語 りで 、こんなふ うに始 まる。Iused to rule the world(私 はかつ て世 界 を

支 配 してい た)/Seas would rise when I gave the word(私 の言葉 に海 も割 れた)/Now in the

morning I sleep alone(今 や 朝 の寝床 には仕 える者 もなく)/Sweep the streets I used to own(か

つて所 有 してい た道 を掃 く)昔 日の栄 光 と現在 の 落 剥 のコントラストが壮 大 だ。さらに、ウ～ 、ワ

～
、オ ～ とい う長 母 音 の奥 底 か らくるうめきにも似 た響 きが 、何 か不 思 議 な世 界 の始 まりを予 兆

しているか のようである。
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 ところで、used toは 、 use(使 う)の 過 去 分 詞used(使 わ れ た→ 使 い慣 らされた)にto(do)を 伴

って 助 動 詞 化 したもので 、過 去 の状 態 を表 す が 、「今 は そうで はない が 」とい った 現 在 との 「対

比 」がポイントである。Iused to smoke a lot.と言 えば、「今 はす わ ない けど」と言 外 に伝 えてい る

ことになる。歌 詞 の 中 のused to rule.../used to own_に は、「今 は見 る影もない程 落 ちぶ れて

しまったが 」とい う響 きがこもっているのである。

 一 方 、「過 去 の 習 慣 」を表 す とされ るwouldは 、背 後 に 「意 志 」の はた らきが感 じられ る。 I

would often fish in this river when I was a kid.でも、「意 志 」のは たらきをもってこそ遂 行 され る

出 来 事 を述 べ てい るように感 じられ る。そこで 、逆 にThere used to be a shop across the street.

(かっ て道 の向 こうに店 があった)を 、wouldで 表 現 す ることは できな いの である。これ は 、 there

+beの 「存 在 」構 文 の応 用 だ が 、存在 は 「意 志 」の有 無 とは 関係 ない からだ 。 Viva La Vidaの

歌 詞 に 出てくる、Seas would rise when I gave the wordは 、か つて支 配 者 で あった彼(一 説 に

ナ ポレオ ン)が 号令 ひ とつ でい か に世 界 を意 のままに動 か したかを比 喩 的 に表 現 したものだ が 、

ここでも、や はり、「えいや っ!」 といった気 合 い(「意 志 」の反 映)の ようなものが感 じられ ない だ

ろうか 。

12-3.Chasing Pavements(Adele and Eg White,2008)

 満 た され ぬ あて のな い愛 を追 い求 め るべ きか 、それ と も身 を 引 くべ きか とい う揺 れ る

心 を表 現 したAdeleの 歌 。 助 動 詞 のshouldとwouldが 響 き合 って い る の が 印 象 的 で あ

る。Should l give up/Or should l just keep chasing pavements/Even if it leads nowhereあ き

らめ るべ きか 、そ れ と も ど こ に もた ど りつ か な くて も追 い続 け るべ きか 。Or脚 〃〃it be

awaste/Even if I knew my place/Should I leave it there自 分 の 立 場 をわ き ま えて いた と し

て も無 駄 な の か 、そ の ま まに して 立 ち 去 る べ き な の か。現 在(か ら未 来)を 指 向す る状

況 で 、あ えて 過 去 形 のwouldを 用 い て 、「一 歩 引 い た 感 覚 」の 「意 志 ・推 量 」を示 して 、

、Even ifl knew my placeと い う仮想 状 況 で の 想 定(推 量)を 問 うて い る 。そ れ が 、 「な さ

れ る べ き だ が まだ な され て い な い」とい うア ン ビバ レ ン ト(両 義 的)な 感 覚 を もつshould

と、見 事 に響 き 合 っ て い る 。

12-4.IDon'tWant To Miss A Thing(Diane Warren,1998)

 助 動詞 の使 い 方 で、willとwouldの どちらも文 法 的 に は可 能 でも、wouldで なくては奥 深 い

感 情(と きに屈 折 した 心理 など)を 表 現 で きない場 合 がある。AerosmithのIDon't Want to Miss

aThingで 、そんな表 現 をみ てみ よう。 Bruce Willis主 演 の 映 画Armageddonの サウンドトラック

で 有 名 な曲 だが 、パ ワフル なラブ ソングだ 。「ただ 君 の 寝 息 を聞 いてい るため に僕 はず っと起
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きてい られ るだ ろう。君 と過 ごす 一 瞬 一 瞬 がす べ て僕 には宝 のような瞬 間 だ」と日本 語 にす ると

面 映 い が、そ んな流 れ で以 下の くだ りにくる。Don't wanna close my eyes/Don't wanna fall

asleep/'Coz l'd miss you baby/And l don't wanna miss a thing注 目点 は、1'd miss you baby

のwould(`d)で ある。

 ここに2度 出てくるDon'tはIdon'tの 省 略 形 だが 、これ は 口語 でよくみ られ る表 現。℃ozも

Becauseの 口語 的 な表 記 だ が 、1'd(would)miss you babyでwouldの か わ りにwillを 使 うと唐

突 な感 じがしてしまう。℃oz I'd(would)miss youと いう表 現 は 、「(僕は絶 対 にそんなことはしな

い が)も し目をつ ぶ ったり眠 りに落 ちてしまったりした ら」という仮想 の 状 況 設 定 が前 提 になって

い るか らである。そ の仮 想 状 況 の 中 で(つ まり事 実 か ら距 離 をお いて)想 定 され る結 果 を述 べ

てい るた めに、「一 歩 引 いた感 覚 」を表 す べ く現 在 の文 脈 で あえてwouldを 使 っているので あ

る。これ をwil1に した ら、「一 歩 引いた感 覚 」がなくなって 、端 的 に事 実 レベ ル で推 量 をしてい る

感 じになってしまう。それ で は、Don't wanna close my eyes/Don't wanna fall asleepの 表 現 が

生 きてこないのだ 。

 また 、「た だ君 の寝 息 を聞 いてい るため に僕 はず っと起 きてい られ るだ ろう」とい う歌 詞 の 冒

頭 の1行 も、Icould stay awake just to hear you breathingの ようにcouldで 表 現 され ています 。

過 去 の事 で はない の にcouldを 使 うことで 、「(あえて しようと思 えば)で きるだろう」といった一 歩

引 いたニュアンスがこめ られ てい る。歌 の歌 詞 で は 、繊 細 な感 情 の表 現 は 不 可 欠 だか ら、この

種 のwouldやcouldの 理 解 は とても重 要だ と言 える。会 話 でも手 紙 や メール でも、微 妙 な気 持

ちを伝 えたい場 合 には 、まったく同じことが はてはまるだ ろう。

12-5.INeed To Be In Love(Richard Carpenter and John Bettis,1976)

 The CarpentersのIneed to be in loveに も 、「一 歩 引 い た 感 覚 」のwould, mightが 出 て くる。

不 完 全 な 世 界 で 完 壁 さを 求 め て しまう「私 」は 、苦 しみ を 分 ち 合 え る人 と出 会 え な い 。The

hardest thing l've ever done is keep believing/There's someone in this crazy worldfor meこ の

狂 った 世 界 に 自 分 に ふ さわ しい 人 が い るな どとは 信 じられ な い 、と言 うの で あ る。The way that

people come and go through temporary lives/My chance could come and I might never know

で は 、名 詞 チ ャンク(The way that...)で 「束 の 間 の 生 を往 来 す る人 び との 様 子 」を 背 景 に セ ット

して お い て 、そ こにcouldとmightで 、一 歩 引 い た 感 覚 の(控 え め な)判 断 を添 えて い る。(場

合 に よっ て は あ り得 る)チ ャンス の 訪 れ も私 に は(ひ ょっ として)感 じ取 れ な い の で は 、とい う予

測 に 、悲 観 と諦 観 が 感 じられ る。
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13.仮 定 法

仮 定法 は、テンスを過去 にズラす ことによって、陳述される内容を非現 実的な仮想状況 として

示す表 現方法である。大切な点は、パターンとしての構文や動詞 の活用形をただ覚 えることで

はくて、そもそもテンスを過 去 にズラす理 由が通 常とは違って、時間軸で過去 に遡るためでは

なく、現 実から離れた仮想 状況を語るためであるということを絶 えず意識 することである。その

点を自覚的に学ぶ には、やはり、例文だけで仮定法を学ぶのではなく、ディスコース(テクスト)

の中で話し手(書 き手)の 意識 がどのように推移しているのかを実感 しながら、学ぶ必要 がある

そのことを実感できる題材 として、以下、If I Were A Boy, Tears In Heaven, What If, Benの4曲

をみてみたい。

13-1.If I Were A Boy{BC Jean and Toby Gad,2008)

 ビョンセのIfIwere a boyは 、タイトル が示 す とお り仮 想 の 世界 が 中 心 を占める歌 である。 If I

were a boy/Ithink I could understand/How it feels to love a girlで 始 まるが 、 if...were...と

couldを 使 うことによって 、仮想 の状 況 設 定 の 中 で、一歩 引い た可 能性 の判 断 を示 して いる。こ

の仮 想 状 況 を引 き継 いで、以 下wouldが2度 出 てくる。 I swear I'd be a better man〃'd listen

to herこ のbetter(比 較 級)に よって、比 較 の 対 象(実 際 にいる男)の 存在 が示 唆 され る。仮 定法

の表 現 効 果 として、その 男 の っ れ なさを責 めてい るような響 きも感 じられ る。そ う言 え ば 、そ れ

に先 立つlthink l could understandも 、「あなた には分 か らないで しょう」といったあてこす りにも

闘こえてきはしまいか。

脇聡Y◎NC総
1ギlVV菱1膿lA糞 琴OY

そ して 、Iwould be a better man;Iwould listen to herと 言 った ことの 理 由 に ふ れ る。 Cause I

know how it hurts/When you lose the one you wanted す る 人 を失 う心 の 痛 み を私 は 知 っ て い

るか らだ と。ここで のyOUは 、失 恋 の 痛 手 を負 う人 一 般 に 語 りか け る感 じが す る。が 、ふ た た び

理 由 を言 い 換 え て 、Cause he's taken youfor granted/And everythingyou had got destroyedと
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歌うくだりでは、heとyouが 具 体的な個人を指しているようである。「彼(he)」にいいように扱 われ

た挙 げ句 げ あなた(you)」 はすべてを失ったと。このy◎uは 女友達 ともとれるし、本 当は 自分

の経験なのに、あえてyOUに 語 りかけるようにして、自己憐 欄にならないような語 りを工夫 して

いるとも思われる。人称代名詞の使い方も、人間関係がどう捉 えられているかを知る指標 として

面 白いポイントになり得るだろう(→「代名詞J)。

13-2.Te縫rs叢 薮Heave簸(Eric Clapt◎n and Will Jennings ii)

 文 法 にもい ろいろな 注 目点 が あるが、歌 の歌 詞Q分 析 で特 に興 味 深 い項 目の 一 つ に仮 定

法 が あげ られ る。仮 想 の状 況 を語 る仮 定 法 は 、助 動 詞 の用 法 とも深 い つ なが りが ある。「話 し

手 の 心 のあ りようを示 す 」(法)助 動 詞 を過 去 形 で使 って現 実 か らの距 離 感 を示 す という手 法 が 、

非 現 実 的 な状 況 を語 る仮 定 法 で生 か され るのであ る。この ことが分 か ると、歌 詞 の微 妙 で繊 細

な情 感 をっ か む の にも役 立 つ。Eric Clapt◎簸のTears In Heavenで そ の 点 をみ てみ よう。この 歌

はEric Claptonが3才 の息子 を不 慮 の事 故 で 亡 くした悲 しみ を表 現 したもの。 Would you held

my hand/lf!saw you in heaven/〃Quldyou help me stand/・ ザ1鐙 擢ア碑 加 舵卿 醜 彼 は 想 像

の 中 で 亡き息 子 に語 りかける。過 去 ではな いの にあえて過 去 形 を使 うことで、一 歩 引 いた感 覚

が 生 じ、事 実 から離 れ た想 像 の世 界 が浮 か び 上 がる。続 く1`llend'my way , through night and

day/C磯5ε ∫初ow I/ust can't stay/Here in heavenに は 、逆 にp〃(will)で 、現 実 を生 きてい こ

うとい う意 思 の表 明 がこめ られてい る。Here in heavenが 客 観 性を超 越 して胸 に響 く。
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13-3.What If(Steve Mac and Wayne Hector,2401)

 Kate WinsletのWhat Ifは 、かつ ての 恋 人 との別 れを振 り切 れず にい る女 性 の思 いを綴 る歌

で ある。どこで彼 は変 わ ってしまったの か。もしとどまって いた らどうな って いたか しら。と、め ぐ

る思 いは とどまることがない。以 下 のくだ り、if節 内で過 去 テ ンス(こ こで は過 去 形 のhad(・d)と

couldが そ の 目印)を 使 って、事 実 か ら離 れ た仮 想 状 況 で あることを明 示 している。 What if I

had never let you go(も しあなたを離 さなかったらどうなって いたかしら〉/Would you be the man
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Iused to know(あ なたは 以 前 のあな たでいて くれ るのか しら)/If l'd stayed(も し私 がとどまっ

ていた ら)/Ifyou'd tried(も しあな たが努 力 して くれてい たら)/If we could only turn back time

(もし一 緒 に時 間 を戻 せ たら)/But I guess we'll never know(で もそ の答 は 決 して 出ない でしょ

う)

 What if...?は、 What world happen if...?とかWhat would you do if...?といった意 味 合 い で文

脈 に応 じて解 釈 できる定 型 表 現 だが 、Kate Winsletの 歌 に 出てくるWhat if ,.?で は 、 Whatの

「どうなっていたか 」という問い がず っとペ ンディング になってお り、そこにi£_1£..If... If...と

合 わ せ て4つ のif節 が続 いてい る。それだ け仮 想 に身 をゆだ ね て思 い を連 ね たいとい う心 情

が 切 々と伝 わってくるようだる。このif節 の反 復 で 、仮 想 の 思 い は少 しず つ 膨 らん でい くの だが 、

最 後 は、ふ っと現 実 味 を帯 び た推 量 に立ち戻 って冷 めてしまう。それ が、we'〃never knowで 、

wouldで なくwil1を 使 ってい ることか ら判 る。助 動 詞 の形 に語 り手 の 心情 がこめ られ ているの で

ある。

 ち な み に 、Ifl'd stayed/lfyou'd triedは 、そ れ ぞ れlfl had stayed/lfyou had triedの 省 略

形 である(これ らの'dはwouldで はなくhadで あることに 注意)。 い わ ゆる「(仮定 法)過 去 ・完

了」で 、過 去 の事 実 か らズラした仮 想 状 況 を表 す 形 だ 。「仮 想 」の過 去 なの で 、単 なる過 去(過

去 ・単 純)で はなく、過 去 ・完 了 にズラす とい う発 想 である。冒 頭 のWhat if l had never let you

goに 出 てくるhad letも同 様 。 wouldとcouldも チ ェックしてみ よう。 Wouldyou be the man I used

to knowのwouldは 、 What ifで 設 定 され た仮 想 状 況 の 中で 、一 歩 引 いた感 覚 で 「(相手 の)意

志/推 量 」につ いて問 い を発 してい る。If we could only turn back timeで は 、 canで なくcould

を使 って 、一 歩 引 いた感 覚 で 「可 能 性 」を仮 定 す ることで 、「もし、できたな ら」という願 望 のメッ

セー ジが感 じられ る。仮 定 法 の表 現 は 、なかなか奥 が深 い。

13-4.Ben(Walter Scharf and Don Black,1972)

 Michae1 Jacksonが14才 当時 に歌 ったBenに も、仮 想 状 況 と現 実 のコントラストが明 白な箇

所 が あると感 じた。Benは 誰 も相 手 に しない が 、「僕 」に とっては 無 二 の 親 友 だ 。 Ben , most

people would turn you away(ベ ン、ほとん どの 人 は 君を受 け入 れ ないだろうね)/Idon't listen

to a word they say(で も僕 は彼 らの言 葉 には 耳 をか さないよ)/They don't see you as I do(彼 ら

は僕 が見 てい るように君 を見てない のさ)/Iwish they would try to(そ うして欲 しい と思 うけど)/

1'msure they'd think again(き っと考 えな おす はず さ)/If they had afriend like Ben(ベ ンの よう

な友 達 がい たらね)こ こでもwould('d)は 、一 歩 引 いた感 覚 で 「意 志/推 量」を示 す 役 割 を果 た

しているように思 われ る。
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14.比 喩表現

比喩表現 は、特定 の文法項 目とい うわけではな いが、解釈 とい う行為か らみて とて も重要 な要

素で あると捉えて、 ここでい くつかの歌の歌詞 をとりあげている。直喩(simile)と 隠喩(metaphor)

の相違な ど興味深 い論 点 もあ るが 、本 稿の主旨 を超え るので ここではふれな い。基 本語の比喩

的拡張(metaphorical extention)に ついては、8ー3-Stand By Me,3-7. The Star-Spangled Bannerな ど

を参 照。

14-1.Firework(Katy Perry, Mikkel S. Eriks en, Tor Erik Hermans en, S andy Wilhelm and

Ester Dean,2010)

 物 事 が 思い どお りに行 か なくて無 力感 に苛 まれ たりした ときに、不 思議 と力 がわ いてくる歌 で

ある。Katy Perryの 声 量も圧 倒 的 だ 。歌 詞 の解 釈 で は 、タイトル ともつ な がるが 、 You are a

fireworkと いう表 現 を実 感 で きるか どうか(花 火 になりきれるか)が 決 め手 になる。例 えば 、建 国

記 念 日に打 ち上 げる花 火 を視 覚 的 にイメー ジできれ ば 、Youjust gotta ignite the light/And let

it shine/Just own the night/Like the Fourth ofJulyも ピンとくる。 ignite/light/shine/night/

like/Julyの/ai/音 の反 復 が 効 果 的 で 、爆 発 寸 前 の 緊 張 の高 まりが感 じられる。 Just own the

nightは 「夜 を独 り占め にして」といった感 じだ ろうか。ちなみ に、これ はクライマックスとなるコー

ラスの寸 前 の 部分 。

 冒頭 はもっとくす ぶ った感 じだ。1)oyou ever fee〃ike a plastic bag/1)rifting throughout the

wind/Wanting to start again風 に 吹 か れ て 宙 を舞 うビニ ー ル の 買 い 物 袋 の ような 気 分 。

drifting throughout the windは 風 に舞 う様 子 を視 覚 化 できるが 、 wanting to start againは ・亡・理

なの で見 えない。が 、風 に舞 い つ つ そう感 じてい るという、そ の 「同 時(進 行)性 」をINGに こめ

てい るのだ ろう。比 喩 が 続 く。Do you everfeel, feel so paper thin/Like a house of cards/One

blowfro〃Z caving in薄 っぺ らい紙 のような気 分。カー ドを重 ね て作 った家 のよう。フーッと一 息

か けれ ば へ こんで(く ず れ て)し まう。One blow from caving inの 丘omが 面 白い。 caving inが 起

こるところを 「起 点 」として、そこか らの 距 離 がわ ずかone blowと い う発 想 だ。

 「宙 を舞 うビニ ー ル の 買 い物 袋 」も「カー ドを重 ね て作 った家 」も、不安 定 な気 持 ちを描 いて

い るが 、そ んな比 喩 が さらにっ つ く。Do you ever feel already buried deep/Six feet under

scream/But no one seems to hear a thing深 い ところに埋 まってしまって 、叫 び 声す ら誰 にも聞

こえな い。Six feet under screamと は 、面 白いで す ね。きっと、どこまでも深 く埋 もれてしまって 、

地 上 か らい くら叫 んでも声 の届 かない くらい の深 み には まってい るという心理 を描 いて い るの

だ ろう。feel/deep/feet/scream/seemの 長 母 音 の反 復 が 、手 の届 か ない深 さ遠 さを強 調 して

いるような気 がす る。次 のDo you know that there's still a chanceプoryou/Cause there's a spark
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in you以 降 、これ らの 陰 欝 な 気 分 をくつ が え す 逆 転 劇 が 始 ま る。 There's a spark in youは

firework炸 裂 の 布 石 で あ る。

 い よい よ、花 火 に 点 火 だ 。Youjust gotta ignite the light/And let it shine/Just own the night

/Like the Fourth ofJulyこ こで はignite the lightもlet it shineもown the nightも 行 為 主 体 はyou

だ と確 認 しよう。そ して 、クライマ ックス。Cause baby you're a firework/Come on show'em what

you're worth/Make'em ga"Oh, oh, oh!"/As you shoot across the skyyyこ こ は もう花 火 に な

りきるしか な い 。what you are worthは 「自 分 は 何 の 価 値 が あるか → 自分 の 真 価 」。 Make them

go,"Oh, oh, oh!"は 「見 る者 に 歓 声 を上 げ させ よ」。As you shoot across the sky-y-yで は 、夜 空

をグ ン グン 駆 け の ぼ って い く花 火(=あ な た)の 軌 跡 が 視 覚 化 され て い る。

繍轡…醐 麟
鰐

藩

14-2.Turn Me On(John D. Loudermilk,2003)

 Norah JonesにTurn me onと い う歌 が あ る。 turn onは 、 「ひ ね って(turn)、 ス イッチ オ ン の 状 態

(on)に す る」とい った イメー ジ で 、ふ つ うは 電 気 製 品 や ガ ス な ど元 来 ひ ね っ て 使 用 して い た もの

に 使 わ れ る句 動 詞 で あ る。この 歌 で は 、このturn me onと 、以 下 のlikeを 使 っ た 直 喩 表 現 が う

ま くか み 合 って い る。Like aflower waiting to bloom;Like the desert waitingfor the rain;Like

aschool kid waitingfor the springな ど 、い ず れ もwaiting～ の 後 置 修 飾 で 、待 望 の 瞬 間 を待 ち

わ び て い る感 じを伝 え て い る。伝 えた いメッセ ー ジ は 、Like a light bulb in a dark room〃'm

/ust sitting here waitingfor you/To come on home and turn me onで 、 このturn me onはa

light bu1bが あ って こそ生 きる表 現 で あ る。

 rmjust sitting here waiting fbr youと い う「今 ・ここ」の 私 の 状 態 が 示 され ることに よって 、 Like

aflower waiting to bloom/Like the desert waiting for the rain/Like a school kid waiting for

the springな どの比 喩(直 喩)表 現 が 、「私 」が待 ちわび る様 子 を鮮 や か に視 覚 化 してい るの を

感 じとることができる。Like a light bulb in a dark roomは 、「あなた がい ない 私 」の 心 情を 「明 か

りの消 えた電 球 」の 映 像 に託 したものだ ろう。その 電 球 をturn onす るように、あなた が私 をturn

onす るの を待 ってい ると。自分 を電 球 に見 立 てる発 想 が面 白い。ここでもそうだ が、 turn onが

70



人を対象 にすると性 的な含 意をもつこともあるが、それも意外 に単 純なイメージの拡 張から来

ていることが了解 される。

15.そ の 他

以下の3曲 は、解 釈 の応用 例 として取 り上げた。特定 の文法項 目に焦点 をあてる こと自

 がね らい とす るものではないが、これ まで記 してきた レキ シカル ・グラマーやチ ャン

クの視 点 を援 用する ことによって、どの程度深 い解釈が可能 とな るか を試み るため の事

哩で ある。

15-1.Englishman In New York(Sting,1988)

 これ はStingが 友 人 で ア メリカ に移 住 した 英 国 出 身 ゲ イ作 家 へ の エ ー一ル が こめ られ た 歌 らし

く、英 国 風 へ の こだ わ りが 面 白 い。2番 の 歌 詞 に 、窮'Manners maketh〃aan"as someone said/

Then he's the hero of the day/lt takes a man to suffer ignorance and smile/Be yourself no

matter what they sayと あ る。「礼 節 は 人 を作 る」な ら、彼 は 今 をときめ く人 だ ろう云 々 とい うことだ

が 、It takes a man to suffer ignorance and smileを ど う捉 え るか 。 It takes two to dance.(踊 る に は

二 人 要 る)は 、「二 人 い て こそ 、踊 れ る」と解 釈 で きる。で あ れ ば 、「一 人 前 の 男 で こそ 、無 視 さ

れ て微 笑 ん で い られ る」とい っ た意 味 合 い で あ ろ うか 。

 冒 頭 に 出 て くる(1)Don't drink coffee, I drink roots my dearの"roots"と は 何 か と思 った が 、

どうや らジ ャマ イカ伝 統 の 薬 用 効 果 をもっ 飲 料 らしい 。Englishrnan in New YorkのMamers

maketh manの くだ りは 、以 下 の ように 続 く。 Roughness makes man, as someone said/He is the

rude boy(～fthe dの/Takes a man to make a stand, sometimes get wild/Be yourself, no matter

what they say気 取 りの な い 野 卑 な 感 じを強 調 して い るように 見 え る。 Takes a man to_の ところ、

「一 人 前 で な けれ ば 、自 分 の 立 場 を表 明 す ことは で きな い 、時 に ワイル ドに振 る舞 い つ つ 」とい

った 感 じだ ろ うか 。

 Mamers maketh manと い う格 言 に 対 してRoughness makes manと し て い るの で 、この

Roughnes sが ポ ジ テ ィブ な コノテ ー シ ョン(含 意)を もつ ことは 疑 い な い 。そ こか ら展 開 す るthe

rude boy of the dayもget wildも 、どことな く賞 賛 の 念 す らこもっ てい るように 感 じられ な い だ ろ う

か 。

 特 に興 味深 いの は、suffer ignoranceと い うコロケー ションの力 で ある。 ignorance単 体 で あれ

ば 、「無 知 」で あ り、そ れ は 抽 象 的 な概 念 として 捉 えることもで きる。一 方 、この 曲 のsu脆r
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ignoranceは 、誰 が 「無 知 」の 主 で、その 「無 知 」を被 る側 は誰 で 、それ は いったい 何 につ い ての

「無 知 」なの かという、状 況 的 、主 体 関 与 的 な解 釈 が要 請 され る。

 ここで 、改 めて考 えてみ たい。このEnglishman in New Yorkと い う歌 は 、 New Yorkを 訪 れ た

英 国 出身 ゲイ作 家 の 生 きざまへ の 賛 歌 のようなものとしてStingが 書 いた とされ る。このことか ら、

"
suffer ignorance"6こ お け る"ignorance"の 正 体 は 何 を意 味 す るの だ ろうか 。単 語 として の

ignoranceで あれ ば 「無知 」とい う抽 象 概 念 として捉 えることが できる。しかし、この歌 に出 てくる

"suffer ignorance"に お いて は
、そ の 「無知 」の 主 とは誰 な のか、そ して、そ の 「無知 」を被 る側 は

誰 なの か、が問題 となる。またそもそも、それ はい ったい 何 につ い ての 「無 知 」なのか とい う、状

況 的 、主 体 関与 的な解 釈 が 要 請 され る。最 後 の 問 い につ い て考 えると、そ れ は 、英 国紳 士 的

礼 節 へ の 無知 、ゲイへ の偏 見 、作 品 へ の 批 判(「偏 見 」も 「批 判 」もある種 の 「無 知 」か ら来 ると

想 定 され る)な どであった可 能性 は 捨て難 い 。Takes more than combat gear to make a man/

Takes more than license for a gunの 、「武器 を身 につ けるだ けで は 一 端 の男 にはなれ ない 」と

いうくだ り、New Yorkersへ の風 刺 か とも受 け取 れるの だが 、それ がまたignoranceの 主 とは誰

なのか を暗 示 して いるように思 われ る。

15-2.The Show Must Go On(Queen,1991)

 Queenの この 歌 を聞 くと、モ ー ツアル トの レクイエ ムを想 起 してしまう。当時 、 Freddie Mercury

は既 に 自らの死 期 を悟 って いたようだ が 、あの神 懸 か り的 な歌 声 は圧 倒 的 である。歌 詞 か らは

一 見
、生 の意 味 の不 可知 性 をニ ヒリスティックに 語 ってい るようにも見 える。しかし、それ でもシ

ョー を続 け るの だ 、とい う不 僥 不 屈 の決 意 の 宣 言 とも思 わ れ る。ここで は 冒頭 の決 して簡 単 で

は な い2行 の 表 現 にまず 焦 点 をあ てて み たい 。E〃apty spaces-what are we living for?/

Abandoned places-Iguess we know the score.注 目したいの は、"名 詞 チ ャンク ー センテン

ス"という形 式 である。モノ的 世 界 の提 示 を受 けて、それ に対 峙 して のリアクションとい うレトリック

パ ター ンが反 復 され ていて 、これ は解 釈 の貴 重 な糸 口を 提 供 しているように思 える。

 このwhat are we living fbr?とは 、人 生 の 目的 ・意 味 につ いての 根 源 的 な問 だが 、それ に対

す る明確 な答 な どない という認 識 が 、彼 の 目にEmpty spacesと して現 前 しているということで は
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ない か。一 方 、Abandoned placesは 、 abandonさ れ たということか ら人 為 の痕 跡 が感 じられ る。

「打 ち捨 て られた場 所 」とか 「廃 塊 」とい った感 じだ ろうか 。Iguess we know the score.で は 、2つ

考 えた い。第 一 に 、weが どれ ほどの集 合 をさす か は 聞 き手 の想 像 に ゆだ ね られ てお り、場 合

によっては 人 類 規模 という可 能性 もあるとい うこと。第 二 に 、scoreの 意 味 。 scoreに は 「成 績 、得

点 、スコア」などの意 味 があるが 、人為 的 な 取 り組 み の結 果(内 実;真 実)と い った意 味 合 い か。

いくつ もの廃 嘘 を眼 前 にして、思 う。我 々 は 自分 たちが何 をしでか してきたかを知 ってい るだ ろ

うと。

 冒頭2行 の対 句 表 現 の後 、On and on!/Does anybody know what we are lookingfor?と 続 く。

on and onは 「継 続 」を強 調 した表 現 で 、 We talked on and on(私 た ちはず っと話 し続 けた)の よ

うな使 い 方 をす る。On and on!の 感 嘆 符 は、「目的 を見 出せ ぬ 人 生 を、廃 壇 をつ ぎつ ぎと生 み

出 す 愚 行 を 、飽 くこともな く繰 り返 して い る!」 とい った 思 いか らくるもの か。Does anybody

㎞ow what we are looking fbr?は 、先 のwhat we are living for?という根 源 的 な問 の 換 言 と思 わ

れ る。ここに苛 立 ちや 慨 嘆 の念 が に じみ 出てい るとしても、そ れ はこの 問 の解 答 不 能 性 に対 し

て とい うよりも、む しろ、そ れ を明 示 できる者 の不 在 に対 す るそれ であるようです 。誰 もそんな こ

とわか るはず はない だろうと。それ で いい 、だ か ら歌 うしか ないん だ。そ う、彼 は言 わん としてい

るかの ようである。

 ShakespeareのMacbethの 一 節 が思 い起 こされ る。 Life's but a walking shadow, a poor

player人 生 は歩 く陰 帽 子 に過 ぎぬ 、哀 れな役 者 だ/That struts and frets his hour upon the

stage,そ れ は舞 台 の 上 にい るあい だ 闊 歩 した り腹 を立 てた りす るが/And then is heard no

more.い ざ終 わ れ ば 誰 の耳 にも残 らぬ/It is a tale told by an idiotそ れ は 白痴 が 語 る物 語 だ

/full of sound and fury響 きと怒 りに満 ちてい るが/Signifying nothing意 味 など無 い 。人 生

に意 味 などない という最 後 の 一 点 を凝 視 す れ ば、この言 葉 は虚 無 的 に響 く。がしか し、舞 台 で

演 ず る者 に とって、それ は響 きと憤 怒 に満 ちてお り、人 間 が皆 、舞 台 の上 で束 の 間 演 技 に打 ち

興 じる役 者 で あるとした ら、どうだろうか 。

 あとは 、役 者 で あるわれ わ れ 人 間 が その 舞 台 に いるあいだ 、どのように 自分 のsound and

fhryを 表 現 す るかが 問題 とな る。 The show must go onと いうこの 歌 のタイトル には 、人 生 の 意

味 を語 ることなどで きない 。しかし、だ か らこそ命 を漬 らせ てショー を続 けるほかない のだ 。命 果

てても歌 い続 けることこそ 、己の人 生(の 意 味)な のだ 、とい うFreddie Mercuryの 哲 学 とその 実

践 が結 晶 しているようにも感 じられ る。

 "lnside my heart is breaking, my make-up may be flaking but my smile still stays on"の 一節 、

「心 は傷 つ き、化 粧 が 剥 が れ 落 ちようとも、決 して 笑 顔 は 絶 や さず 」とい うところにショー マ ンの

神 髄 をも見 る思 い がす る。"My soul is painted like the wings of butterflies, fairytales of
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yesterday will grow but never die. I can fly-my friends."で は、あたかも自分 が不 死 の存 在 とし

て飛 翔 をとげ るのだ と宣 言 しているか のようである。自らの死 を覚 悟 してい た者 にして 、初 めて

可 能 となる、壮 絶 なる不 滅 の 宣 言 のようである。

 第2連 も意 味 深 長 で ある。Another hero-another mindless crime/Behind the curtain, in the

pantomime/Mold the line//1)oes anybody want to take it anymore?こ こでは 、「anotherが 導 く

名 詞 チ ャンク×2～ 前 置 詞 が導 くチ ャンク・2～ 命 令 文 ～ 疑 問 文 」とい う展 開 に なって い る。

anotherは 、 the otherで なくan+otherで あるか ら、す で に少 なくとも同 類 が1つ は あって、さらに

ひ とっ また ひ とつ とい った文 脈 で使 わ れ る。英 雄 も犯 罪も、幾 度 となく反 復 され るもの として提

示 され ているということである。さらに後 方 で 、another heartache/another failed romanceが 出

て くるが、これ も同様 である。

 behind the curtainは 「カー テンの背 後 に ・で」か ら「隠 れ て」となる。 in the pantomimeは 「無 言

劇 で 」。説 明 がなく(ロ パ クで)、 格 好 だ けの模 倣 だ とでも言 いたい のだ ろうか。Hold the lineは

「電 話 を切 らず にお く」か ら「現 状 を保 つ 」とい う一 般 的 な意 味 でも使 える表 現 である。っ まり、

Another hero‐another mindless crime/Behind the curtain, in the pantomimeと いう前 半 部 分

が 、い わ ば劇 場 的 に反 復 される人 間の 営 み を描 写 してい るのに対 して 、後 半 のHold the line!

/Does anybody want to take it anymore?は 、それ に歯 止 めをか けるように 「待 った!も うそれ で

十 分 だ 」と言 ってい るように思 えます。

 ところが、「待 った!(Hold the line!)」をか けたか と思 ったその 直後 に、 The Show must go on!

とい う魂 の 叫 び がこだ ます の だ。ここにどうしても意 味 の重 層 性 を感 じない わ けに はいか な い。

す なわち 、Another hero-another mindless crime以 下 で描 写 されてい る劇 場 的 な反 復 が 、もし

外 界 の歴 史 的 事 象 を意 味す るの であれ ば 、それ には 「待 った(Hold the line!)」がかかるのであ

り、逆 にもし、それ が 自らが生 きる舞 台 を意 味す るの であれ ば 、The show must go on!と言 う他

な い のだ と。そ して、第 二 連 全 体 は 、そ のい ず れ の解 釈 をもごく自然 に受 け入 れ られ るように

巧 み な表 現 を与 えられ ているように思 えます 。その技 巧 と抑 制 のバ ランスが 見 事 である。表 現

の抽 象 性 もこのバ ランスを保 持 す るた めの不 可避 の 要請 とも思 わ れ る。

 この 歌 の 中で 、「舞 台/シ ヨー 」と関 連 す ると思 わ れ る主 要 な 表 現 群 をチ ェックして み よう。

behind the curtain/in the pantomimeは 、舞 台 設 定 の一 種 だ ろうか。 another hero/another

mindless crime/another heartache/another failed romanceは 、舞 台 で繰 り返 し演 じられ るシー

ンとも思 える。また、my make-up may be flaking but my smile still stays onか らは 、道 化 を地 で

行 く覚悟 が ほの 見 える。Ikeep smilingで はなくmy smile still stays onと してい る点 、舞 台 上 の

己を客 体 化 す る批 評 的 視 点 が採 られ てい る。そしてタイトル にして リフレインで あるThe show

must go on!言 語 的 に洗 練 され てお り、発 見 に満 ちた歌 である。
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15-3.Kimigayo(翻 訳)(music by Y・shiisa O㎞ , Akim。ri Hayashi and Franz Eckert,1880)

 これ は洋 楽 で はないが 、日本 語 の 原 詞 か ら翻 訳 された英 語 を分 析 し、日英 の比 較 を行 うこと

の 知 的 愉 しみ を実 感 させ てくれ る好 例 として、あえて最 後 に採 り上 げ てみ たい。「君 が 代 」の英

訳 で最 も評 価 が 高 いの は 、以 下 のBasil H. Chamberlainに よるものとされ てい る。 A thousand

years of happy life be thine!/Live on, my Lord, till what are pebbles now/By age united , to

great rocks shall grow/Whose venerable sides the〃20∬doth line.厳 粛 な響 きを醸 し出す た め

か 、thineやdoth Iineと いった古 語 も使 わ れ ている。それ ぞれ 現 代 のyoursとdoes lineに 相 当

す る。最 初 の1行 は お お よそ 「千 年 の 幸 せ な御 代 があなた のものであ ります ように」とい った 祈 り

のような表 現 で 、Live on, my Lord, till～は 「閣 下(陛 下)に は 、～ まで 生 きなが らえさせ 給 え」と

いった感 じか と思 われ るが 、til1以下 がかな り複 雑 である。

 今 のti11節 は、原 文 の 「さざれ 石 の巌 となりて苔 のむ す まで」にあたる。節 内 で は、 what are

pebbles now(今 は 小石 であるもの)が 主 語 で、[by age][united][to great rocks]の 挿 入 をは さん

で 、shall grow(成 るべ くして成 る)へ と続 く。 by ageは 「時代 を経 て」、unitedは(being)unitedで

「(今はラバ ラな小 石 が)結 合 されて 」。to great rocksは 「(結果 として)大 きな岩 に」となる。そこ

で 、このtill節 前 半 は 、「今 は 小石 で あるものが、時 代 を経 てや がて大 きな岩 となるまで」と解 釈

され る。しかし、これ は 了解 し難 い。エントロピー の 法則 に反 している。きっと、国 民 の精 神 的 結

束 か何 かの 隠喩 だろう、というのが 最 初 の印 象 だ った。

 ところが 、どうや らそ ういう現 象(化 学 的 変 化)が 実 際 に生 じるの が、「さざれ 石 」という種 類 の

石 らしい。一 説 に、石 灰 石 が 長 い年 月 の 間 に 、雨 水 で溶 解 し、そ こで生 じた粘 着 質 の乳 状 液

(鍾 乳 石 と同質)が 次 第 に小 石 を凝 結 させ 、や がて 巨石 とな り、河 川 の浸 食 作 用 により地 表 に

露 出 し、苔 む した石 な のだ とか。『石 灰 質 角 礫 岩 』とい う学 名 が あるとも言 われ てい るそうだ。そ

の 通 りであれ ば、What are pebbles now, by age(being)united , to great rocks, shall growは 極

め て原 文 に忠 実 な正 確 な英 訳 であったと言 うべ きか。ちなみ に最 後 は、great rocksを 先 行 詞 と

してWhose venerable sides(そ の神 さび た側 面)が 続 き、その 「岩 の側 面 に」the moss Both line

(苔 が 列 をなす ようにつ く)となる。1ineは 他 動詞 で、そ の対 象 がwhose venerable sidesで ある。

英 訳 か ら日本 語 原 文 の意 味 をより深 く知 ることがで きるのも、英 語 を学 ぶ 面 白さの ひ とつ と言 え

るかもしれ ない 。
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おわりに

 本稿 は、language in text(テクストにおける言語)という発想 を前提として、洋 楽の歌詞をテク

ストの一種 と捉 えて、歌詞 の英語表 現 にみられ る文法事項 に関する説得 性のある分析 が、歌

詞の表現世界の深 い解釈 を支えるということを具体 的な事例を通 じて示し、そうすることによっ

て、日本語を母語 とする成 人英語学習者を対象とする英語教育 、特に英文法指導 における新

しい方法論 の示唆を行 うことをねらいとするものであった。洋 楽歌詞に現れる英語表現の分析

においては、認知 言語学的スタンスに依拠 して、語の本 質(コ ア)か ら文法 を捉 えるというレキ

シカル ・グラマーの視 点を強調した。この新たな文法 の視点の導入 によって、従 来の「文」を中

心 に据えた文法(セ ンテンス・グラマ._._)では得 られなかったような解 釈の可能 性を示唆 するこ

とができたのではないか と思 う。しかしなが ら、如 上 の方 法論 には留保 が要ることも確か であ

る。

 第一 に、洋 楽歌詞 にみ られる英語表 現 は、通 常の散 文にみられるのとは性格 を異 にし、規

範文法 的な観 点からは、「省略」や 「逸脱 」とみなされる現象 が多く含まれている可能性 がある。

歌 には、歌詞の言語的な側 面のみならず 、メロディー ・リズム・身体表現 等の側 面もあり、それ

らの有機 的な協働 によって初 めてその表 現が完 結性を帯びる。そうであれば、前者 と後者 は

おそらくある種の相補的関係 にあるとみなして差 し支えない。英語で書かれている洋楽の歌詞

と言えども、言語 のみでは十全 に語り切 れない何 かがあって、それが他の表現の側 面か ら補

填されることが想 定されているケースも十分にあり得るということである。本稿では、英語教 育の

新たな方法 論に資す るための題材 として洋楽を扱 っているため、言語形式 的にみて、十分 に

表現者の意図が読み取れる歌の歌詞を中心 に選択 している。そしてその選択 においては、表

現者の視点から事態構 成を行 うという観 点で、表 現の意 図とそれを実現す るための言語形 式

という観 点から、モノ的世界を語 る名詞 チャンク、コト的世界を語る動 詞チャンク、状況的 世界

を表す 副詞チャンクという、チャンク形成 の視 点を軸 に据 えて、表 現される世界の全 体像 が可

能な限り可視化されることを念頭 において、曲 目の選択 を行うように心がけた。

 第二に、テクストにおける言語形式(文 法)という観 点からすれ ば、そのテクストが属するジャ

ンル によって、分析の視 点が変わる可能性 がある。英語という言語が共通 である以上 、根 源的

な次元における一貫性は維持されると思われるが、ジャンルやディスコースの型の相違 に応 じ

て、分析上必須 となる固有の変数 が関与 してくることにも相応 の考慮を払わねばならないであ

ろう。今後 は、洋楽歌詞以外のジャンル についても、language in textの 視点から分析 を行い、

教 育的な応用 の可能性を探 究していきたいと考 えている。
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